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　─プロローグ─







「これに見覚えは？」


　表情と同じく厳しい声で問われたのは、その見開かれた記事の写真のこと。わざわざ読むまでもないそれは、ずばり俺だ。


「……あります」


　そこに載のっているのはモノクロで写りは悪いものの、俺と隣となりのモデルが、彼女のマンションへ入って行くという決定的瞬しゆん間かんの写真だ。


「これは本当にお前なんだな？」


「はい」


　重ねて問われて、素す直なおに頷うなずく。


　今日は珍めずらしくオフの日だったはずなのに、どうしてか今いるのは俺が所属する事務所。


　休みだったはずの日にこういう所に呼ばれたと言うことは、いい話ではないと言うのはわかっていた。そうじゃなくても、このピリピリとした嫌いやな雰ふん囲い気きを感じない人間はいないと思う。


　そんな事務所の中の一室、つまり今俺のいるこの部屋はその雰囲気が特に濃のう密みつ。前にはお偉えらいさんが厳しい顔をして座っていて、俺の隣にはマネージャーの城き戸どがやっぱり同じくらい厳しい顔をしている。


　テーブルの上に差し出されたのは、いわゆる芸能人のゴシップをネタに大げさに騒さわぎまくる雑誌。


　確かに彼女の家には行った。けど、実際の所はなにもしていないし、この後少しして帰ったのが真実。


　でもきっと俺の普段の行動から、今はそんなことを説明しても誰だれも信じてくれないだろうし、この後どうなろうと写真に撮とられたことは変わらない事実だから、認めるしかない。


「それじゃあ他ほかの噂うわさは？　写真こそ撮られてないが、ずいぶん遊び回っているらしいな」


「……」


　俺の相手として次々と挙げられていく名前は、知っているものもあったし知らないものもあった。正直、その頃ころのことはあまり覚えていない。


　……だって家に帰るのが嫌だったんだ。一人で夜を過ごしたくなかったんだ。


　そんな気持ちを紛まぎらわせたくて、誘さそわれるままについていった。結局、誰とも深い関係になりたいと思える気分になれなくてなにもしなかったけど。


　誰でもいい。ただ傍そばにいてほしかった。


　その寂さびしい原因が失しつ恋れんだなんて、誰にも知られたくない。なにより、それを口に出すのが嫌だった。なにより今ここで「寂しかったから」と言った所で、いつも明るく笑っている俺のイメージしか知らない人たちにはわかってもらえないだろう。


　それにまだ傷は、簡単に話せるほど治っていない。自分では吹ふっ切れたつもりでいたけれど、思っていたよりも深かったみたいだ。


　でも、誰かにそれを知られるのが嫌だ。誰にも弱みを見せたくないし、こんな情けないことも話したくない。


　だから、俺はいつも必要以上に強気な言葉と態度を返してしまう。この性格のせいで人を誤解させているかもしれないと理解していても、ついつい口から反発するような言葉が飛び出てしまうのだ。


　それでも、いくら落ち込んでいたってだらしない行動には注意しないといけない立場だとわかっているのに、どうしてこの時の俺はそんなことも考えられなかったんだろう。バカな行動をしてしまったんだと、後こう悔かいするしかない。


「とにかく、主役の舞ぶ台たいが控ひかえているのにこれはまずいだろう。自覚が足りなさすぎる」


　なにも答えず、平然として見える俺に焦じれたのか、雑誌の写真を指で叩たたいてため息混じりに呆あきれられた。


「どうする、和かず希き。代役の話も出ているが……」


　その、『代役』と言う言葉に俺の体がぴくりと震ふるえる。


「俺は降りません！　舞台の仕事はずっとやりたくて、ようやくできることになって、俺……」


　ずっと本格的に演技の出来る仕事がしたくて、ドラマももちろんだけど、特に舞台の仕事を望んでいた。やり直しが利きかず、反応が生で返ってくるその場所に憧あこがれていたんだ。


　それがやっと実現することになったのに。役に合わせて、明るく目立つ色だった髪かみも真っ黒に染め直した。自分なりに気合を入れて役に臨のぞみたい。それなのに、こんな所で降ろされるなんて絶対に嫌だ。


「じゃあこれはまずいだろう。どう反省する？」


　こつこつと指先で示される写真。


　真実がどうであれ、一枚の写真がひどい影えい響きようを与あたえてしまうことは確かなんだ。


　こんなことになるまで、どうしてそれに気づかなかったんだろう。


「……すみませんでした」


　それしか言えなかった。他に言える言葉がなかった。


「もちろん我々もこの件であの話をなくしたりはしたくない。だけど和希もわかるだろう。この仕事にはイメージが大事なんだ」


「……わかってます」


　なによりもイメージは大切だ。


　今回は、本当に自分が悪いのだ。


「……もちろん、和希は反省しているんですよね？」


「してる」


　俺の隣に座って、今まで黙だまっていた城戸が問い掛かけてきた。その言葉に、しっかりと頷く。すると城戸は俺の顔を覗のぞき込むようにして真っ直すぐ目を見つめてきた。


「もう二度としませんか？」


「しないよ。写真に撮られるようなバカな真似まね、もうしない」


　そう言い切ると、城戸は促うながすように前を向いた。改めて姿勢を正した俺の答えに対して返ってきたのは、また深いため息だった。


「仕方ない。そう言うのだったら、ほとぼりが冷めるまで謹きん慎しんしてもらおうか」


「……謹慎って、じゃあ仕事は？」


「もちろんちゃんと行ってもらう。穴は空けさせたりはしないし、今まで以上の頑がん張ばりを期待してるよ」


　突とつ然ぜん出てきたその話に首を傾かしげる。罰ばつを受けるのは仕方ないと思う。だけど、その意味がわからない。


　仕事をしながら謹慎？　一体どういうこと？


　理解が出来ずに戸と惑まどう俺の前で、お偉いさんは少しだけ肩かたの力を抜ぬいてから視線を俺の隣へと移した。


「今日から彼の家に住みなさい」


「……え？」


「これからしばらく仕事だけじゃなくプライベートも監かん視しする。彼の家に住んで、朝から晩まで見張っててもらえば妙みような噂は減るだろうからな」


「なっ……！」


　……言葉を失うとはこのことだ。


　俺のマネージャー、決して気が合うとは思えない相手の城戸の家に、住む、だって？


「そういうことです。金輪際夜遊びは出来ないものと思ってください」


　驚おどろいて見た俺に、城戸はいつもの丁てい寧ねいな口調でそう答えた。すべてを了りよう承しようしていたのか、決定事じ項こうだと言うことを強調するように。


「住むって……噓うそ、でしょ？」


「噓ではありません。むしろ罪に対して罰が甘いくらいです」


　あまりのことに口元が笑う俺の言葉を、城戸はぴしゃりと跳はね除のける。


　この男と住む？　朝起きて夜寝ねるまで、ずっと一いつ緒しよ？　そんなのありえない。


「ちょっと待って！」


「待ったは聞きません。嫌で結構。そうでなければ意味がありませんから」


　当然そんなおかしなことが受け入れられるはずもなく、抗こう議ぎする俺に城戸は取り合わずに立ち上がった。見下ろすようにしてメガネの奥から睨にらまれる。


「舞台、やりたくないんですか？」


　俺がこの提案を受け入れなければ、すぐに降ろされると言うような、いい方向に行かないことは確かだ。


　答えは、一つしかない。


「……わかった。行くよ。行きますよ。マネージャーと寝しん食しよくを共にすればいいんでしょ」


「よし、それじゃあ決まりだ。しっかりやってくれよ」


　なんとかむくれた顔を作り直して挨あい拶さつをすると部屋を出たけど、心の中はたくさんの悩なやみでいっぱいだった。


　誰にも話せない、たくさんの悩み。それがまた増えた。


「ストレスで倒たおれたらお前のせいだから」


「もちろんそんなことのないように体調管理はしっかりさせてもらいますよ」


　事務所を出て車へと歩きながら睨みつけた俺に、城戸は嫌いやみなくらいにっこりと微ほほ笑えんだのだった。











　……この前、俺は人生で最大の失しつ恋れんをした。


　相手は俺の双ふた子ごの兄、春はる希き。


　物心ついた時からずっと思い続けていたけれど、心のどこかでは無理だってわかってたんだ。春希は、ハルは俺のことを弟としてしか見ていないってわかっていたから。


　だから本人に振ふられたことでそれが決定的になって、納なつ得とくしたはずだった。


　だけどその思いが消えた分、胸にぽっかり穴が空いてしまったみたいにどうしても寂さびしくて、その穴を埋うめるために遊び回ったんだ。


　その結果がこれ。


　自分でもバカな真似をしたと思う。


　反省もしているし償つぐないもするつもりだけど、だからってなんでよりにもよって城戸の家なんだろう。


　ただでさえ時間や態度に厳しいマネージャーは、どんなに俺が反はん抗こうしようと笑え顔がおでかわしてしまうからとても苦手な相手だ。そんな男と一日中一緒にいるなんて、息が詰つまってしまいそう。











　失恋の傷を癒いやすには次の恋こいだなんて、噓に決まってる。


　忘れたくても忘れられないこの傷が、そう簡単に消えるわけがないのだから。
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「どうぞ」


　短く言ってドアを押さえている城戸の横を通り、俺は不機き嫌げんな顔のまま靴くつを脱ぬぎ捨てる。


「……思ったよりも綺き麗れいだな、城戸ん家ちって」


　家主より先に上がったその部屋の中は、こざっぱりとしていて住んでる人間そのままを表したような所だった。


　無む駄だな物があまりないせいか、片付いている室内にはシンプルな家具が揃そろっていて変にオシャレで腹が立つ。


　だからと言って生活感がないわけじゃない。モデルルームのような部屋の中は、確かに無駄のない城戸らしい雰ふん囲い気きだ。


「もしかして、彼女とかに掃そう除じさせてたりすんの？」


「残念ながら、私はあなたと違ちがって、睡すい眠みん時間を削けずってまで遊びに行くような悪い癖くせはありませんから」


「……あっそ」


　適当にバッグを放ほうり投げながら言った軽い皮肉は、倍以上の皮肉で返された。これだから城戸相手に話すのは嫌いやなんだ。


　むっとして、勝手にソファーに腰こしを下ろしてテレビを点つけたけど、城戸はそれぐらいでは動じない。軽く息を吐はいて脱いだジャケットをイスにかけると、そのままキッチンへ行ってしまった。その後ろ姿に舌を出してやる。


　正直言って、俺のマネージャーである城戸亨とおるは男前だ。俺としては認めたくないけど、それは誰だれから見ても明白な事実だから仕方がない。


　それでも物語の中のような出来すぎた完かん璧ぺきな男が傍そばにいるなんて、アイドルをやっている身としてはあまり認めたくない事実だ。


　だってかっこよくて仕事も出来るなんて、出来すぎじゃない？


　性格は別として、一いつ般ぱん的に甘いマスクと言われる顔にフレームなしのメガネはいかにも頭が良さそうで、おまけにスタイルまでいいとなるともう嫌み以外の何物でもない。


　マネージャーなんかやってないで本人がモデルでもすればいいのにと周りにも言われているけど、目立つのは好きじゃないとかで裏方に徹てつしている。


　有能も有能で、愛あい想そはいいしスケジュール管理も完璧。


　人当たりもいい。だけど、俺には別。しかもこいつの場合笑顔の仮面を被かぶるから性質たちが悪い。笑顔のままさらりと毒を吐くんだから、普ふ通つうよりも数倍威い力りよくがあって厄やつ介かいだ。


　例えば過か酷こく過ぎるスケジュールを告げられて文句をつける俺に、「これぐらいも出来ないのですか？」なんてにっこり笑われたら引き下がれないでしょ？　俺が、挑いどまれたら受けて立つような負けず嫌ぎらいだと言うことをわかっていてそういう言い方をするんだから、本当に性質が悪いと思う。


　近くにいる俺が一番被ひ害がいを受けているんじゃないだろうか。


　そんな奴やつと生活を共にしなきゃいけないだなんて、考えるだけで目眩めまいがする。


　これからしばらくは一日中こいつの顔を見て過ごさなきゃいけないんだ。そんなのありえなさすぎる。謹きん慎しんと言うよりかは拷ごう問もんだ。


「……城戸、コーヒー！」


「どうぞ」


　言うと同時に置かれたマグカップに、ほんの少し驚おどろいてからまた不機嫌になる。タイミングを読まれていたことが腹立たしい。


　しかも熱いとかまずいとか文句を言ってやろうと飲んだコーヒーは、俺が好きな味を再現していた。さすが長いことマネージャーをやってるだけあって、押さえるべき所は押さえてくるのがまた苛いら立だつんだ。砂糖二つにミルク一個、少し甘めのコーヒーは俺が一度だけ注文した言葉をしっかり覚えているからこそ作れるものだ。


「あーあ、最悪……」


　確かに写真を撮とられたのは俺が悪いと思う。誤解させるような原因を作った俺の責任だ。だからしばらくの間、城戸と住まなければいけないのは仕方なく納得する。


　だけど、どうして俺だけがあんな風に書かれるんだろう。そんなにだらしないイメージなんだろうか？


　今までだって付き合いで呼ばれたり、仲が良い奴と遊んだり、大勢の人と飲みに行くこともあった。それは特別なことではないのに、普ふ段だんから遊んでいるイメージなんだろうか？


　芸能界って派手で楽しいだけの世界に思われるけれど、生活は不規則になるし役作りや歌やダンスに、常に人目を気にしなきゃいけないことも含ふくめて大変なことも多い。


　なによりイメージはとても大切なのに、女性と付き合っているように見える写真を撮られた自分が悪いのもわかってる。


　でも、いつもそんなことしているわけではないし、なにより俺はこの仕事に誇ほこりを持っている。自分を好きだと言ってくれるファンに少しでも元気を分け与あたえたい。


　そう思っていたはずなのに、やけになっていたとは言え、俺はなんてバカなことをしてしまったんだろう。


　いつも気持ちとは違う行動ばかりしてしまう自分に、ひどく気持ちが落ち込んでしまう。


「和希」


　ソファーに座ったまま両手で顔を覆おおっていたら、城戸に呼ばれて仕方なく振り向く。


「部屋はそこを使ってください。一応一通り必要そうなものは揃えておきましたが、なにか足りないものがあったら……」


「別にいいよ。どうせ寝ねに帰ってくるだけなんだし」


　早く話を終わらせて寝てしまいたい。


　自分の気持ちを知られたくないし、暗くなる考えを止めたかった。


「謹慎ってことは、仕事して、ここに帰ってきて、それで大人しくしてればいいんでしょ？　じゃあこの家にいる時は仕事じゃないんだから俺のことには干かん渉しようしないでね」


　少し生意気な口調になったのは、相手が城戸だから。


　いつも厳しい城戸に対しては、なぜか反発的になるのが癖になってしまってるんだ。


　だからそんな風に城戸の顔を見上げて告げたら、わざとらしく大きなため息を吐つかれた。


　呆あきれたように首を振ふり、メガネを指先で押し上げる仕草がまるで生徒を叱しかる教師のよう。そういうのがまた俺を反発させるってわかってるんだろうか。


「さっき反省していると言った人がその態度ですか」


「反省してるよ。二度とあんな写真撮られないようにする。……それでダメなら他ほかにどうしたらいいんだよ」


　他になにが必要なんだと城戸を睨にらみ上げれば、城戸はまた大おお仰ぎようにため息を吐いてみせた。


「あなたは、本当に自分のしたことがわかってるんですか？」


　そして言い聞かせるような偉えらぶった言い方をするから、俺は唇くちびるを嚙かみ締しめる。


「……なんにも知らないくせに」


　どうしてあんなことしたかとか、俺の気持ちなんか、なにも知りやしないくせに。


　俺と四つしか離はなれてないのに、城戸はいつだって俺のことを子供扱あつかいする。まるで自分の方がいつだって正しいんだと言うように。


「少なくとも、あなたより状じよう況きようはわかっているつもりですけどね」


「俺だってわかってるよ、この状況が最低だって！」


　イライラしてる俺とは正反対に、冷静さを失わない城戸との関係はいつものことだ。だからより一層俺は一人で苛立ってしまう。いくら言っても城戸に敵かなわない気がして、余計ムキになってしまうんだ。


　その俺の言葉で、城戸が眉まゆをひそめたのが見えた。


「……和希、あなたは」


「俺がなにしたってお前には関係ないだろ！」


　このまま続けたらいけないってわかっているのに、勢いがついて止まらない。城戸が相手だとどうしてもこういう言い方しか出来ないんだ。


　なにかを言いかけた城戸の言葉を聞きたくなくて、それを遮さえぎって怒ど鳴なった。


　どうしてこうなってしまうんだろう。


　こういう態度がいけないってわかっているのに。


　でも誰かに弱い自分を見せるのが嫌で、強がっているうちにいつの間にかこんな言い方しか出来なくなっていた。


　俺がなにをどう頑がん張ばったって、遊んでいるってイメージを付けられてそういう目で見られる。


　じゃあ俺は一体どうしたらいいんだ？


　考えていたら目の奥がじわりと熱くなって、それを振り切るように勢いよく立ち上がる。


「和希、ちょっと話を……」


「もういい！　俺寝る！」


　そしてまだなにか言いたげな城戸を無視して、さっき指された部屋に入って思いっきりドアを閉めた。


　派手な音を立てたドアの向こうからはなんの言葉も飛んで来なかったから、城戸は説教を諦あきらめたんだろう。


　……どうせ、いつだってあいつの方が正しいよ。


　今回のことだって、俺が悪いのはわかってる。仕事上イメージは大事だし、どんな理由があろうともあんな雑誌に載のるようなことはしちゃいけないってわかってる。誰とも実際はなにもなくたって、記事を書かれるような行動をした俺が悪いってわかってるけど、誰かと一いつ緒しよにいないと自分の存在がなくなってしまいそうだったんだ。


　俺のことを認めてくれる誰だれかと一緒にいたかった。ただそれだけなのに。


　それに、城戸にだけは、考えるより先に口が動いちゃうんだ。悪いのはわかってるけどそれが素す直なおに認められなくて、気づけばああやって言い返してる。


　城戸には口じゃ勝てないって言うのも知ってるのに、売り言葉に買い言葉って感じでついついあんな言い方しちゃうんだ。


「……やっぱり俺って最低だ」


　勢いに任せてベッドに潜もぐり込んでみたけど、気分が沈しずみまくっているせいか眠ねむ気けは一向にやってこない。


　本当に、どうしてこんなことになってしまったんだろう。


　イメージは大切だ。だからどうしていいかわからない。だってみんなが見ている『高たか篠しの和希』は周りに作られたイメージだ。もちろんそれだって俺の一部だけど、すべてではない。


　だから、本当の自分をさらけ出すのが恐こわい。それが否定されたら、俺が俺でいられなくなってしまう気がして恐いんだ。


「本当に、最低……」


　そうやってしばらく考え込んでいる間に、どれだけの時間が経たったのだろう。


　テレビは消されたのかリビングの方から音はなく、人が動いてるような気配もなかった。城戸も寝てしまったんだろう。


　自分の吐と息いきが妙みように大きく聞こえる。それぐらいに部屋の中は静かだった。


　……こんな所、逃にげてしまおうか。


　ふと、そんな考えが浮うかんだ。


　幸い荷物はここにあるし、この部屋からなら玄げん関かんは近い。抜ぬけ出すにはいい条件が揃そろっている。


　なにより、とにかく一人でいたくなかった。空っぽの自分を意識したくない。騒さわがしい場所にいないと、自分が存在している気がしなくて恐いんだ。どこへ行くかはここから抜け出してから考えればいい。


　そっとベッドを抜け出しドアを細く開けて外を窺うかがえば、誰もいないリビングが見えた。どうやら本当に城戸は寝たらしい。


　俺は荷物を持って部屋を出ると、足を忍しのばせて玄関へと近付く。ツヤツヤの廊ろう下かはまったく音を立てず、これなら気づかれることはなさそうだ。


「……っ！」


　そう油断したのがいけなかったのか。


　あともう少しで玄関って所に来て、バッグに突つっ込んでいた携けい帯たい電でん話わがやかましく鳴り出した。いつもなら切ってあるのに、今日はオフの予定だったからそのことを忘れていた。


「……和希。そこでなにしてるんです」


　案の定その音を聞きつけた城戸が部屋から出てきて、玄関に向かおうとしている俺に気づいて目を細める。


　少し低くなった声こわ音ねは、あまり変わらない表情の代わりに静かな怒いかりを伝えてきた。


「また女の所ですか？　それとも春希さんの所？」


「……どこだっていいだろ。お前には関係ない」


　でも、それを感じたからこそ俺も引き下がれなくて、ぶっきらぼうに言い返した。


「本当に懲こりませんね、あなたは」


　ため息混じりの城戸の声は呆れきっていて、それがまた負けず嫌ぎらいの俺を刺し激げきする。


「今度は写真に撮とられないようにするし」


「……そうですね」


　口の端はしを上げて笑って見せれば、驚おどろいたことに城戸が頷うなずいた。そして俺以上の笑えみを浮かべると、メガネを指先で上げる。


「それはいい考えです。それは、どのように？」


「……え？」


　まさか城戸が俺の意見を肯こう定ていするなんて思ってもなかった。しかも「どのように？」なんて言われても、咄とつ嗟さにはなにも思いつかない。


「どうって言われても……」


　混乱して言葉が出てこない俺に、城戸は微ほほ笑えみを絶やさず続けた。


「噂うわさにならない最適の相手がいますよ」


「誰？」


「私です」


「お前、なに言って……」


　それって、……どういうこと？


「写真に撮られなければ、別に相手は誰でもいいんでしょう？　それなら私でもいいわけだ。違ちがいますか？」


「バカ、ち、違うって、そういうことじゃなくて、だって……わっ、城戸っ、ちょっと！」


　言っている意味がよく理解出来ず、戸と惑まどう俺の言葉は無視された。大おお股またで近寄ってきた城戸に痛いくらいきつく摑つかまれた手を、文句も言わせぬ強さで引っ張られる。


「痛いっ、バカ、痛いって！」


　わめく俺の抗こう議ぎにも構わず、城戸は今俺が抜け出した部屋に入ると俺をベッドに放ほうり投げた。


「城戸！　ちょっと待って、話を……っ」


「話を聞かなかったのはあなたでしょう」


「なっ……」


　ベッドの上に転がった俺は、さすがに焦あせりを感じて呼びかけた。けれど、城戸の様子はいつもと違って乱暴で。


　俺の肩かたを押さえつけベッドに縫ぬい止めた城戸は、フレームのないメガネを外しベッドサイドに置いた。そのせいでますます雰ふん囲い気きが変わった気がする。


　確かにメガネを外した城戸の顔はあまり見たことがない。でもフレームなしのメガネを外したくらいじゃそんなに印象が変わるはずないのに、なんだかそれは別人のようで戸惑う。


　言葉はいつも厳しい奴やつだけど、こんな風に力で無む理り矢や理り言うことを聞かせるような態度は取られたことがなかったから、どうしたらいいかわからない。


「わかった、お前の話も聞くから、だから待っ……」


「私が代わりにあなたの相手をしてあげますよ」


「ちょっ……んっ」


　真っ白になってしまった頭にはしばらくそれがなにかわからなかった。だけど、息苦しくなって開いた唇くちびるの隙すき間まから入り込んできたぬるりとしたものが舌だと気づいて、やっと触ふれているそれが城戸の唇だと理解した。


「ん！　んんっ」


　まさか本当にするなんて思っていなくてその体を押し返そうとしたけど、あまりのことに手に力が入らず逆にその手をベッドに押し付けられる。


「んん、ぅ……っ」


　絡からめられた舌の熱さに、思考が一緒に蕩とろけそうになって焦る。


　咄嗟にその舌を嚙かんでやったけど、あまり力は入らなかった。


　だって城戸がこんなにキスが上手うまいなんて、そんなの想像出来るわけがないじゃないか。しかも強ごう引いんにするなんて考えられない。


「はあ、はあ……な、にしてんだよ、お前！」


「あなたの好きなことですよ」


　息を荒あららげる俺から体を起こした城戸は、濡ぬれた唇を拭ぬぐって笑って見せた。いつもよりも、数倍綺き麗れいに。


「最初からこちらも面めん倒どうを見てやれば良かったな。悪いことをした」


「なっ……」


　いつもと違う雰囲気が恐い。城戸がこんな喋しやべり方をするのを、俺は今まで聞いたことがない。


　話しているはずなのになにを言っても言葉が通じない気がして、どうしていいかわからず頭が混乱する。


「城戸、お前、どうしたんだよ？」


　ここまでして懲らしめたいほど、実は怒いかり心しん頭とうだったんだろうか。


　肩を押さえられてるせいで見上げる格好のまま問う俺に、城戸はなにも言わずに小さく笑った。どんな時も冷静な城戸がここまで怒るほど、俺はなにをしてしまったんだろう？


「と、とにかく、そこから退どいて……」


「言ったでしょう？　あなたの相手は私がすると」


　城戸は自分のシャツのボタンをいくつか外して首元を緩ゆるめると、そのまま俺のシャツにも手をかけ、裾すそを捲まくり上げた。


「わっ、ちょっとお前……！」


「跡あとを残していないのは唯ゆい一いつ褒ほめられる所ですね」


　急に外気に晒さらされた肌はだにひんやりした空気が当たって寒気がした。


　跡なんて残っているわけがない。だって誰だれともなにもしたことがないんだから。


「もし取材が入ったら問題になってしまうと困りますね。私も跡をつけるのはやめときましょう」


「ゃっ……！」


　恐おそろしいほど笑顔の城戸は、身を屈かがめ濡れた唇を俺の胸に押し付けて、そのまま胸の粒つぶに吸い付いた。


　瞬しゆん間かん、俺の口から意図しない声が洩もれて驚いて口を塞ふさぐ。


　な、なに今の。俺の声？


　妙みように甘くて高いその声を自分の口が出したことが信じられなくて啞あ然ぜんとした。


　その間にも城戸の舌は動き続けて、そこを軽く嚙まれた瞬間跳はねるように体が震ふるえた。


「んん……っ」


　噓うそだ噓だ。


　こんなことされて変な声出していたら、まるで俺が感じてるみたいじゃないか。そんなの絶対ありえない。


　その体を押し返そうにも今、口から手を離はなしたら大変なことになりそうで動けない。


　それをいいことに、いつの間にかベルトを外されてしまった。


　膝ひざまでジーンズを下ろそうとする城戸に危機を感じて、その体を突つき飛ばそうとしたけれど、


「ひぁっ！」


　その瞬間つぅっと臍へそまで滑すべった舌の感かん触しよくに情けない声が洩れる。


「そう言えば、サイズを測られる時にもこの辺りがダメでしたよね。感じるんですか？」


「なっ、なにを……！」


　上げた声の恥はずかしさに思わず赤くなったら、それを見た城戸に意地悪く笑われた。だから思いっきり睨にらみつける。


「そんなに睨まれると、いじめたくなるでしょう？」


　だけどそれさえも余よ裕ゆうの微笑みでかわした城戸は、少し首を傾かしげて俺の反応を待った。それでも睨み続ける俺に、わざとらしくため息を吐つく。


　そして再び身を屈めた城戸は、よりにもよって臍の中に舌を差し込んできた。そのなんとも言えない感覚に、ぞくりと体が震えて重いため息が洩れる。


　あ、やばい。この感覚は絶対まずい。早くやめさせないと、大変なことになる。


「……口よりこっちの方がよっぽど正直ですね」


　弱い所への刺し激げきに反応してしまった下半身を隠かくすように膝を立てたけど、一歩遅おそかった。城戸がそこへと手を滑り込ませ、ゆるりと勃たち上がった俺自身を握にぎり込んだんだ。


「あ、な、なにして……は、放せ、って……！」


　掠かすれる声と震える手で焦ってその体を退けようとしたけど、城戸は放すどころか強く握ったその手を動かし始めた。


「あっ、ダメ……ぅあっ、あっ」


「……可愛かわいい顔ですね、和希」


　思わず洩れてしまった声に慌あわてて、再び両手を口へと戻もどす。


　すると俺からの抵てい抗こうを受けなくなった城戸は速いペースで手を動かし始め、そのどうしようもない強い刺激に目の前がチカチカする。閉じたくても膝を片手で押さえられ、もう片方の手を動かされるとその感覚から逃にげ出せない。


「ん、っふ、ん……ぅ」


　喉のど奥おくから洩れてくる声が大きくならないように必死に抑おさえて、目をつぶって高まる熱をなんとか静めようとしてみたけど、視覚がなくなった分、逆に熱さが増して、余計意識してしまった。


　段々と濡れた音を立て始めたそこに、感じてしまう羞しゆう恥ちと強すぎる快感で涙なみだが滲にじんでくる。


「こっちも意地っ張りなんですね、和希は。気持ち良いでしょう？」


　その言われ方に思わず目を開けた。


　まるで俺がドラマのセリフを忘れた時みたいに、肩かたをすくめて息を吐はく城戸に、ただただ睨み返すことしか出来ない。それでも口を押さえたままの涙目じゃ、大した迫はく力りよくはないだろう。


「ああ、そうか。欲しいのはこっちでしたか。気がつかずにすみません」


　しかも城戸はなにを勘かん違ちがいしたのか、ギリギリまで追い詰つめた俺自身をあっさり解放し、その濡れた手を奥へと滑らせた。


　触れられたその場所から、一気に恐ろしさが駆かけ上ってくる。


「き、城戸！　本当にそれ以上は……っ」


　ここまでで充じゆう分ぶんシャレにならないけど、これ以上は本当にまずい。


　やめるのなら今しかないだろうと一いち縷るの希望を抱いだいて呼びかけたけど、返ってきたのは冷たい双そう眸ぼう。


「何度言わせるんですか？　あなたの相手は私がします。あなたが外に行かなくてもいいように満足させてあげますから」


　呆あきれに怒いかりを混ぜたその声は俺の反論を受け付けない厳しさで響ひびいた。


「たまには全部任せて受け身になるのもいいものでしょう？」


「……っ！」


　口の端はしを上げてからかうように笑う城戸に、少しの間言葉を失う。それから首を振ふってその言葉を否定した。


「たまにもなにも、俺はやったことなんか……！」


「ここまできて、そんな噓をついてどうするんです」


「噓じゃない！」


　俺の言葉に、城戸は呆れたようにため息を吐いてみせる。


　本当に噓じゃないんだ。言ったって誰も信じないだろうけど、本当に抱くのも抱かれるのも経験がないのに。


　突とつ然ぜんこんな立場に立たされて、まともに頭が働かない。


「それじゃあ、こんな所でやめますか？」


「っあ」


　だけど俺が遊んでて経験豊富だと誤解している城戸は責める手を緩めず、濡れた指で固く締しまったそこをなぞってくるから、体がびくついてしまった。思考は再び散り散りになり、息は乱れて整わない。


　追い詰められて放ほうられた俺自身は快感に正直に解放されることを望んでいた。


　でも、こんな時でさえ俺は素す直なおに負けを認めることが出来なくて、余裕の表情で笑う城戸を睨みつけたまま唇くちびるを嚙かみ締める。


「……本当に、意地っ張りだな君は」


　なにも言わないという意思表示をする俺に、城戸は苦く笑った。諦あきらめが悪いとでも言うように。


「いいでしょう。わかりました」


「ぅあっ」


　つぷんと濡ぬれた指が入り込んでくる感触はなんとも言えず体を震わせ、体の中を探さぐられる感覚に背筋が仰のけ反って。


　逃げるようにもがいても、俺の膝の間に体を滑り込ませた城戸は俺の足を抱かかえて奥へ奥へと指を差し込んでくる。


　きついそこを解ほぐすように丹たん念ねんに抜ぬき差しを繰くり返されて、城戸が指を引き抜いた時には俺はもうすでに息も絶え絶えだった。その体を突き飛ばして逃げるどころか、起き上がる力さえ欠片かけらも残ってない。


「それぐらいじゃないと、張り合いがない」


　ぐったりとした俺の足をしっかりと抱え直した城戸は、そう呟つぶやいて腰こしを進めた。


「んんあっ！」


「そんなに力を入れないで。傷ついたらどうするんです」


　その次の瞬間、今まで散々いじられたそこにずるりと飲み込まれていった熱の塊かたまりに、完全に理性が飛んだ。


　そしてパニックを起こした頭は現実である痛みを無視し、都合のいい快感だけを選び取って俺の体に伝え始める。


　強く揺ゆさぶられ、声を抑え耐たえるためにシーツを力いっぱい握った。


　鬼おにだ。悪あく魔まだ。なんて最低のマネージャーだ。


「やだ……あ……っ」


「やだ、じゃないでしょう？　いい、と言うんですよ、こういう時は」


　でも、城戸が与あたえる快感に逆らうことが出来ない。


　意識と反して確かな嬌きよう声せいを上げてしまうのが悔くやしくて、せめてもの抵抗としてしがみついた城戸の背中に思いっきり爪つめを突き立てた。


「あっ、も、イ……っ！」


　それと同時に最さい奥おうへと突き上げられた俺は、その熱に負けてそのまま意識を飛ばした。


　意識を失う直前城戸がなにかを呟いたけど、俺にはわからなかった。




　─２─







「和希、起きなさい」


　体を揺さぶられて、その手から逃のがれるように寝ね返がえりを打つ。だけどその手が追いかけてきて、また俺の肩を揺さぶるから今度は布ふ団とんの中に潜もぐり込んだ。暖かい布団は俺を優やさしく迎むかえ入れてくれるから、まだこの中にいたい。


「んー、ハル、もうちょっとぉ……」


　その上で甘えた声でお願いすれば、ハルなら後五分くらい大目に見てくれる時もあるんだけど。


「……さっさと起きないと、仕事に遅ち刻こくしますよ。舞ぶ台たい、やりたくないんですか？」


「……っ！」


　返ってきた声はそんな可愛いものでなく、頭で理解するより早く体が飛び起きた。自分で言うのもなんだけど、寝起きは悪い方だ。その俺が、聞いただけで一いつ瞬しゆんにして覚かく醒せい出来るなんて、ものすごい威い力りよくの目覚ましだと思う。


　そうだった。昨日から城戸の家にしばらく住まなくてはいけなくて、そして俺はこいつに……。


「お、お前……」


「ほら、すぐに顔を洗って。いくら稽けい古こと言ったって、最低限の身なりは整えないと」


　慌てて警けい戒かい心を剝むき出しにして距きよ離りを取るけれど、城戸はそんな俺に取り合わずいつもの態度で、もう一度早くしろと声をかけて部屋を出ていった。


　寝起きの頭には色々なことが理解出来なくて、頭を抱えて考え込む。


　ちょっと待て。稽古って、今日の夕方からじゃなかったっけ？


　今何時だと枕まくら元もとに置いてあった時計で確かく認にんすれば、なんだかすごい時間になっていて……。


　きっと半日以上寝ていたことになるんだろう。どうりで頭がぼうっとするわけだ。


　その理由が段々と思い出されてきて、恥はずかしさと悔しさで顔が熱くなった。


　それもこれも、全部あの男のせいじゃないか。そうだ。あんな無む茶ちや苦く茶ちやなこと楽しそうにして、俺がどれだけ恥ずかしい思いをしたかなんて、あいつはちっとも考えてないんだろう。そうじゃなきゃ、今みたいに平然と接することなんか出来るわけない。


「和希。また寝てるんですか？」


「う、うるさいな！　今行くよ！」


　ぐるぐると回り始めた思考を遮さえぎるように軽くノックされたドアに声を張り上げる。


　このまま色々考えていたら、稽古の時間に間に合わない。俺は慌あわててベッドから抜け出した。











　ちょっと休きゆう憩けいと稽けい古こ場ばの端はじっこで壁かべに寄りかかったら、思ったよりも足に来ていたみたいでそのまま崩くずれ落ちた。


　いつもとは使ってる筋肉が違ちがうからか、それともドラマとは違ちがう稽古の様子にまだ緊きん張ちようしてるのか。たぶんそのどちらも当たりな気がする。


「はあ……」


　なにより、まだ体の調子がおかしい。


　そんなに支障があるわけではないけれど、やっぱりどこかいつもと違う気がしてそこが気になるせいで変な所に力が入るようで余計疲つかれた。


　そんな俺とは反対に、城戸はと言うと、まったくいつも通りの完かん璧ぺきなマネージャーの顔で仕事をしている。しかも俺への態度だって本当になにも変わらない、いつも通りの態度なんだ。まるであいつの中では昨日のことがなかったみたいに。


　もしかして昨日のは悪い夢だったのかと思いたいけれど、さすがにそこまで楽観的には考えられない。


　だって、認めたくないけどされたことは確かだし、あんなリアルな悪夢だったらそれはそれで嫌いやだ。


　……ていうか、これじゃあまるで俺だけが気にしてるみたいじゃないか。


　被ひ害がい者しやの俺一人がこんな風に頭を悩なやませているのに、加害者である城戸はまったく気にしていない。まるで本当にただの代役をこなしただけだと言うように。


　いや別に、俺だってあんなの……そう、犬に嚙かまれたようなもんだから、俺もそんなに気にしてるわけじゃない。気にしてるわけじゃないけど、もうちょっとなにかリアクションがあってもいいじゃないか。


　そのせいで俺はちゃんと覚えてるはずのセリフも心配になって、何度も台本に目を落としているっていうのに、その間あいつは他ほかのキャストとにこやかに話をしている。


　その笑え顔がおが今日はやたら腹が立つ。いつもそうだけど、今日は特に。


「良かったらどうぞ」


　そんな風に城戸を睨にらんでいた視線を遮るように、目の前に爽さわやかな声とともに差し出された冷たいタオルを見上げると共演者である沖おき直なお純ずみの顔があった。


　確か俺より二つ三つ年上で、劇団の公演をメインとして動いている、バリバリの演劇人。俺とは違うタイプの爽やか好青年って見た目で、実際この人目当てで舞台に通い詰つめるファンも多いらしい。


　そう言えば今まで一いつ緒しよのシーンがなかったから、顔合わせ以来ちゃんと喋しやべったことがなかった。


「ありがとうございます、沖さん」


「直純でいいよ。年も近いし、一緒に舞台を作っていく仲間なんだから」


　咄とつ嗟さに得意のスマイルを作ってお礼を言ったら、こちらもにこやかに返された。そして失礼と軽く声をかけて隣となりに座ってきた沖さんに、再び笑顔を作る。


「じゃあ俺も和希で」


　共演者なんだから仲良くなりたい。それに少しむっとした顔をするとすぐに恐こわいと言われる俺だから、笑顔は必要以上に振ふりまく癖くせがついてるんだ。


　そうやって笑いかけた沖さん改め直純は、ほんの少し困ったように頭を搔かいた。


「……なんか、君のファンに怒おこられそうだな」


「俺の？　どうして？」


「だって急に俺が、『和希』なんて名前で呼んだら、ファンのみんなは嫉しつ妬としちゃうんじゃない？　いきなり出てきた奴やつがなに呼び捨てにしてるのーって」


「あはは、大だい丈じよう夫ぶですよ。そんな子はいませんから」


「そう？」


「そうそう。大丈夫ですって」


　それはたぶん俺を名前で呼ぶことについてなんだろう。だからと言って、俺が年上の人間を呼び捨てにするのに、相手から逆にさん付けで呼ばれるのもおかしいと思う。


「そんなこと言ったら、こっちもそうですよ。『あたしの直純のこと呼び捨てにしてー！』ってファンの女の子に怒られたら守ってくれます？」


「そりゃあもう責任持って」


「じゃあ安心だ。ってことで、和希でよろしく、直純」


「……了りよう解かい」


　手を差し出しながら、ようやく打ち解けたような気がした。


　それからもう一度お礼を言って、受け取ったタオルで顔を拭ふく。冷やされたタオルは火ほ照てった顔に心ここ地ち良く、だいぶさっぱりした。


　さすがにこういうのを用意している所、舞台を多くこなしている人なんだなぁと思う。


　今度は自前で持ってこようと考えていると、顔を覗のぞき込まれた。


「まだ慣れない感じ？」


　隠かくれてため息を吐ついていたのを見られたのか、気き遣づかう声こわ音ねに一瞬だけどう答えようか迷う。


　実際の所、今日の不調の原因は他にあるんだけど、まさかそれを正直に言うわけにはいかない。


　だから俺は少しだけ眉まゆ尻じりを下げて控ひかえ目に頷うなずいて見せた。


「舞台、初めてだから緊張しちゃって」


「そりゃ誰だれだって最初は全部初めてだよ。特にいきなり主役じゃあね」


　バカにする感じじゃなくて、それぐらいの小さな不安なら問題ないとばかりに爽やかに笑われる。


「緊張して当たり前。逆に適度な緊張感を持っているからこそいい芝しば居いが出来るんだよ。いくら稽けい古こだからって、リラックスし過ぎちゃ意味がない」


　確かにそういうものかもしれない、と他の人が稽古している風景を見ながら思う。


　どこの現場だってそうだ。慣れは良くも悪くも人の気持ちを緩ゆるませてしまう。そうなると咄嗟の状じよう況きよう変化に反応することも出来なくなるし、感性も鈍にぶる。もちろん人や場所に慣れることも大切だと思うけど、そういう見方もあるんだと感心して直純を見た。


　仕事している場が違うと、やっぱり考え方も違うものなんだなぁ。


「さすがだね。なんか、先せん輩ぱいって感じ」


　笑いながら拍はく手しゆをすると、直純は口の端はしを上げて鼻を鳴らしてみせた。


「そうだな、君より少しは先輩だから、舞ぶ台たいのことなら俺に聞いてよ。なんて、俺も偉えらそうなこと言えないけど」


「あはは、じゃあ頼たよっちゃおうかな」


　わざとらしく胸を張って偉ぶってみせる直純に、また笑って手を叩たたく。それこそこういう所での経験の差なのか、直純は空気を作るのが上手うまい。やりすぎない程度に明るい話題の振り方をして、こちらの気分も上手く乗せてくれる。


　気づけばさっきまでの変な緊張は薄うすれていて、もう少し話を続けようとした時黒い影かげが目の前に落ちた。


「和希、次の現場に行く準備を」


「……わかったよ」


　見上げれば俺の不ふ愉ゆ快かいの原因、城戸が淡たん々たんとそう告げてくる。人がせっかく楽しい会話をしてるんだから、もうちょっとぐらい待ってくれたっていいのに。


　だからと言って時間は時間だし仕事に遅おくれるのは嫌だから、城戸に向かってこれ見よがしにため息を吐いて立ち上がった。


「じゃあ、直純、また明日」


「ああ、また明日。次の仕事も適度な緊張感でね」


　ひらりと振った手に笑顔でそんな別れの挨あい拶さつをされて、自然と笑みが洩もれる。頑がん張ばって、と軽く言わない所がなんとなく好感が持てた。











「……一体彼となにを話していたんですか？」


　次の仕事場へ移動する車の中、城戸が眉まゆをひそめてそんなことを聞いてきた。その窺うかがう言い方が感じ悪くて、目を細めて睨むように返す。


「なにって、別に世間話だよ。共演者なんだからそれぐらい話すだろ、普ふ通つう」


　普通の会話をしていただけなのに、それをまるで悪いことしているみたいに言われて、少し腹が立つ。


　必要以上に刺とげ々とげしくなった俺の言葉に対して、城戸は険しい顔で首を振った。


「あまり、彼と親しくなるのは感心しませんね」


「……あのさ、変なこと言わないでもらえる？　そんなの、お前に決められることじゃないし」


　予想外の苦言に、俺は不快感を全面的に押し出して答える。


　一いつ瞬しゆん返答に戸と惑まどったものの、よく考えなくても変な話だ。


　なんなんだ一体。自分がしたことを忘れたわけじゃないだろうに、直純に対してその言い方はないんじゃない？


　自分なんか、無む理り矢や理りあんなことしたくせに、ただ話していた直純には近寄るなだなんて。


　マネージャーだからって、そこまで言われる筋合いはない。特に今のこいつには。


「あなたは本当に自分の立場がわかっていないようですね」


　呆あきれたように深々とため息を吐く城戸に、むっとしてその顔を睨みつけた。


「なに、その言い方。自分はどうなんだよ？　俺に、感心しないことしたくせに」


　直純より問題なのは、城戸の方だ。


　相手をするなんて言って手を出してきて、危険なのは城戸じゃないか。


「まあ、別に俺はあんなの気にしてないけど」


「……気にしていないのは問題ですよ、和希」


　自分の言い方がひがみっぽくなった気がして、あれは俺にとってなんでもなかったことなんだと付け足した言葉に、城戸が眉をひそめる。


　そして細い路地に入り、人の居なさそうな所で車を停とめると、シートに手をかけた城戸がギリギリまで顔を近付けてきた。


　その勢いに、思わず体が固まる。


「本当に、気にしていないんですか？」


「き、城戸はどうなんだよ」


　一瞬にして口の中がからからに乾かわいてしまって、厳しい声での問いに対して強がるセリフはほとんど反射的に洩れたものだ。


「もちろん気にしていますよ。忘れるわけないでしょう？」


「俺は忘れたの！　お前にされたことも全部！」


「和希……」


　自分に言い聞かすように口調を強めれば、城戸はため息混じりに俺の名前を呼ぶ。呆れたような言い方が嫌いやで、首を振ってすべてを否定した。


「忘れたいから忘れたんだよ。大体、お前があんなことするのがおかしいんだ」


「和希、それはあなたが……」


「俺が悪いって言うのか？　俺は別に、誰かと寝ねたかったわけじゃない！」


　言い聞かすように城戸が口を開いたけれど、それを遮さえぎって俺は怒ど鳴なるように返す。


　写真のことに関して怒おこられるのはしょうがない。でも城戸とのあのことに関しては、どうしても気持ちが沈しずむ。


「あんな写真を撮とられたんだからそう思われるのはしょうがないのかもしれないけど、俺とあの人とはなんでもない。もちろん、他ほかの人も」


　みんなで飲んで騒さわいで、飲み直しするぐらいのつもりで家に行ったんだ。本当に軽い気持ちだった。誰かといたい。それだけの気持ちだった。


　それが、どういう目で見られるかなんてあの時は、考えていなかった。


「俺は本当に誰彼構わず遊び歩いているわけではないし、誰ともなにもしてない。なんなら、全員に確かめてもらってもいい」


「……」


　俺の言葉を聞いて、城戸はほんの一瞬だけ驚おどろいた顔をした。


　俺が遊び回ってたくさんの人間と関係を持っていたわけじゃなかったのが、そんなに意外だったんだろうか。


「俺は、ただ家に行っただけ。……そりゃあ、誤解されるような人の家についていったのは悪いと思うけど」


　黙だまったままの城戸に、続けた自分の言葉がなんだか言い訳じみているように思えて段々と声が小さくなった。


　原因が俺なのだから、罰ばつも受けるし反省もする。二度とあんなことがないように気をつける。


　だけどなにもないのは事実なんだ。


　直純のことだって誤解だ。あくまで俺は、直純と舞台の共演者として付き合っている。だから仲良く話していても、城戸が心配するようなことではない。


「では、どうしてそんなことを？　どうして急に遊ぶようになったりしたんです？」


「それは……」


　マネージャーとして当然の疑問だと思う。だけどそれに対して俺はすぐには言葉を返せず口くち籠ごもってしまった。


　本当は誰にも言いたくない。失しつ恋れんが原因だなんて知られたくない。だけど、すべて黙っているわけにもいかない。ここで説明しないと、またいつ同じ過あやまちを繰くり返すか疑われても仕方ないのだから。


「……一人でいたくなかったから」


「一人で？」


　結局俺が口に出来たのは、そんな理由だった。俺にとってはとても大きな理由。


「そうだよ。俺だってそんな時ぐらいあるんだ」


　俺の答えがよほど意外だったのか、驚いたように聞き返す城戸に答える声はやっぱりぶっきらぼうになってしまった。それに城戸は難しい顔をして黙り込んだ。


　そんなに驚かなくてもいいのに。


　確かに俺のイメージではないかもしれない。


　だから言いたくなかったんだ。失恋のことも、それで犯おかした過ちも、早く忘れたいと思っていることなのだから。


「……わかりました」


　実際には短い沈ちん黙もくだったのかもしれない。だけど俺にはひどく長く思える時間の後、城戸が深く息を吐はき出しながら答えた。


「信じますよ」


　俯うつむいていた俺が顔を上げると、城戸はこちらを向いてにっこりと笑う。


「……本当に、なにもなかったから」


「だから、信じますって」


　多くを聞かず、ただ笑え顔がおで信じると頷うなずいてくれた城戸の視線が妙みようにくすぐったくて、俺は誤ご魔ま化かすように目を逸そらせた。


「それならば、必要な時に言ってください。好きな時に、また私がお相手しますよ」


　そこに飛んできた言葉は、これ。


　あまりにもさらりと言われたために、その言葉が意味を伴ともなって脳に届くのに少し時間がかかった。


「……い、いらない！　相手なんかいらない！」


　理解したと同時に慌あわてて首を振ふって断る。


　それはあの日と同じことをもう一度すると言われているようなもので、到とう底てい受け入れられる話ではない。城戸はあくまであれを『誰だれかの代わり』だと言うけれど、俺にとってあれは誤解されるような行動をした『お仕置き』だ。


「和希、これは冗じよう談だんではないんですよ？」


「え、じょ、冗談、だろ？」


　睨にらむようにして言う城戸に、俺は上うわ擦ずった声を返してしまった。


　こんなこと冗談と言ってほしい。それなのに、城戸はゆっくり首を振ると軽くメガネを上げる。


「疑った私も悪かったと思います。すみませんでした。しかし、あなたも悪いことをしたんだと、自覚してください。どんな事情や理由があろうと、写真は説明してくれません。ああいうものは撮られたらいけないんです。傷つくのはあなたなんですよ。わかってるでしょう？」


「……うん」


「うん、じゃありません」


「はい。すみませんでした」


「次は、こうなる前にちゃんと相談してください」


「はい、ちゃんと相談します」


　おうむ返しに答えるのは、なにも良い子の振りをしているからではない。


　こうやって答えることで、自分に言い聞かすためだ。もう二度と間ま違ちがいを犯さないために。


「そうしてください。いつだって、私が傍そばにいるんですからね？」


「うん。……ん？」


　……それって、一体どういう意味なのだろう？


　優やさしげな、とは言いがたい意味深な笑みと一いつ緒しよに送られた言葉に、返す顔が強こわ張ばる。


　それは傍にいるから相談しろと言うことなのか、それとも傍にいるからそんな問題はもう起こさせないと言うことなのか、はたまたなにかあったら覚かく悟ごしろと言うことなのか。


　どういう意味に取っていいのか判断がし辛づらい言葉に戸と惑まどっているうちに、城戸はその笑みを消して、代わりに俺の手に手を重ねて距きよ離りを近づけるように顔を覗のぞき込んできた。


「それから、これだけはきちんと確かく認にんさせてください。これからは、今まで以上にしっかり稽けい古こに打ち込みますか？」


　逸らすことができないぐらい真っ直すぐに目を見つめられ、ほんの少し鼓こ動どうが速くなる。


　触ふれられた手を振りほどけないほど硬こう直ちよくしたまま、俺はゆっくり息を吸い込んだ。


「……もちろん。ずっとやりたかった舞ぶ台たいなんだから」


　言われなくても当然そのつもりだ。


　そう答えた俺から、まだ城戸の視線は外れない。


「代役の話はいつでもあるものですから気を抜ぬかないように。舞台をやりたいのなら真面まじ目めに稽古に励はげむこと。もちろん他の仕事も、です。いいですね？」


「わかってる。もう遊びに行かない。誤解されるような真似まねはしない」


　頷いて、それだけでは足りないかと言葉を重ねる。


　まだ、視線は外れない。


「約束出来ますか？」


「約束、する」


　心の奥底まで覗かれてしまいそうな瞳ひとみに戸惑いつつも、しっかりと自分の言葉で約束した。


　噓うそじゃない。俺だってちゃんとあのことは悔くいているんだから。


「それなら結構。約束ですよ」


　そこで、城戸はやっと納なつ得とくしたように微ほほ笑えんでみせた。それから軽く俺の手を叩たたいて体を戻もどす。


　距離が離はなれた途と端たん、俺は隠かくれて大きく息を吸い込んだ。知らず知らずのうちに息を止めていたみたい。


「そ、その代わり！」


　車を出そうとする城戸を、今度は俺が引き止める。


　俺も、ちゃんと約束してもらいたいことがあるんだ。


「その代わり、お前ももうこれから俺に変なことをするなよ」


「……例えば？」


「た、例えば？」


　城戸との約束は、俺に原因があるもの。だから『その代わり』なんて通らないと思っていた。それとこれとは話が別だと突つっぱねられるのを覚悟して言ったのに、予想外の返答があって言葉に詰つまる。


「約束するなら、その内容をしっかり確かめないと」


「だから……！」


　口元が笑っている城戸に負けたくなくて、勢いで言いかけたけれど言葉が止まった。


　なんて言ったらいいんだろう、あのことを。俺にとっての『お仕置き』は、とても言葉にしづらいもの。


「だから、それは、つまり……この前お前が、俺にしたこと」


　頰ほおがじわじわ熱くなっていくのを自覚してしまい、より一層言葉に迷う。


　俺のこと抱だくな？　そんな恥はずかしいこと言えるわけがない。


「誰かの代わりとか、そういうの」


　結局、そんな風に曖あい昧まいに濁にごした俺に、城戸はひどく楽しそうに笑い声を洩もらした。可愛かわいいですね、なんて余計な言葉もおまけに付けて。


「わかりました」


　それでも城戸は頷いて、約束ですと俺の小指に自分の小指を絡からませた。


　今時しない指きりは、まるで小さな子供を相手にしているみたい。


「城戸、お前なぁ……。とにかく、約束したからにはちゃんと守れよな」


　その態度に文句はあったけれど、ここで言い争っていても仕方がない。


「はい。これから私は、和希が正しい時は、和希の嫌いやがることはしません」


　そんな宣言をしてにっこりと笑ってみせた城戸に、俺はもう一度守れと念を押してから窓の外に視線を外した。




　─３─







「ダメダメダメ！　ストップ！」


　それは今日何度目かのことだった。怒ど鳴なり声に近いその声に、俺は役に入り込んでいた意識を戻して動きを止める。


　大声を出したのは長机に頰ほお杖づえをついて俺たちの稽けい古こを見ていた演出家。結構な年ではあるけれどその分威い厳げんはたっぷりで、そこにいるだけで怒おこられている気分になるぐらいの迫はく力りよくがある。


　その演出家が今は間違いなく俺を怒っていて、常に視線も言葉も俺に向けてくる。なにがいけないのだろう？


「全然ダメだ。役の気持ちがさっぱりわかっていない。君はちゃんと台本を読んだのかね」


「読みました」


「読んだ割には理解していないようだな。気持ちがまったく伝わらない」


「……すいません」


　シンとしてしまった稽古場の中に、今日だけで何度も聞かされた言葉が響ひびく。手元の台本を叩いて呆あきれたようなため息を吐つく演出家に、何度同じセリフを返したか。


　読んだし、ちゃんと一つ一つのセリフについて考えていた。この時にどうして、どんな気持ちでこのセリフを言うのか、俺なりに考えてこの役を理解していたつもりだった。


　だけどその答えに返ってくるのは毎回無言での首振ふり。それは俺の理解と演出家の考えている理解が違ちがうという証しよう拠こ。


「まったく、このままじゃ先に進めないな。……仕方ない。今日はこれで終しゆう了りよう」


　演出家がぱたんと台本を閉じたことで、暗あん黙もくの了りよう解かいのように全員が荷物を片付け出す。疲つかれたようなため息がどこからか聞こえて、俺は居たたまれなくなって稽古場を抜け出した。


　知ってる。どんなに努力をしたって、結果が出てなくては意味がないんだ。経過が大事と言ったって、最終的に人に見られるのは結果なんだから、それが出来てなきゃどれだけ努力したって意味がない。


　それはこの芝しば居いだけじゃなくて全部がそうだから、結果を出すことの大事さは身に染しみている。


　だからこそ、それが出来ない自分が悔くやしかった。


　舞台の芝居が初めてだから、なんて言い訳だ。出来たつもりじゃダメなんだ。名前だけのメインだとしても、そんなの関係ない。


　だからと言って、反省すればすぐに演技が上手うまくなるわけでもなく、頭を冷やすために風に当たろうと外に出た。


　俺が選んだのは人が来なさそうな非常階段。そこに出て大きく深呼吸をする。


　だけど吐く方が長くて、それがまるでため息みたいに聞こえてまた気分が落ち込んだ。


　今までしてきたのが、完かん璧ぺきな演技じゃないのはわかっている。その時の精せい一いつ杯ぱいだったかもしれないけれど、本格的に役者をしている人たちから見ればまだまだ甘いものだっただろう。それがわかっているからこそ今頑がん張ばりたいのに、気持ちが空回るばかりでうまくいかない。


　演技って、思ってた以上に難しい。


　なにが正しいのか答えがないだけに、考え過ぎると思考のループに陥おちいってしまう。


　一体俺の演じる役にはなにが足りないんだろう？


「ひゃっ！」


「お、ナイスリアクション」


　その時、首筋になにか冷たいものが当たって、驚おどろいて飛び跳はねると軽い笑い声が響いた。振ふり向けば直純がペットボトルを片手にそこに立っていた。


「直純……」


「あんまり気にしない方がいいよ。あの人、誰だれにでも厳しいから」


「ん、ありがと」


「どういたしまして」


　はい、なんて軽い調子で冷たいペットボトルを渡わたされて、暗くなっていた顔を笑え顔がおに変えて受け取る。稽古場を飛び出してきてしまったから、気にしてくれたんだろうか。


　もらったペットボトルを手に階段に座り込むと、直純はその前の踊おどり場ばの手すりに寄りかかり、それから少しわざとらしく伸のびをしてみせた。


「気晴らしに、飯でも食いに行こうか」


　そして、何気ない風を装ってそんな誘さそいをしてくれた。どうやら俺はよっぽどへこんだ顔をしていたみたい。


「明日に響かない程度に酒でも飲めば、嫌なこと忘れちゃうよきっと」


「そうかなぁ……」


　そう言えば最近仕事が忙しいのと城戸が厳しいせいで、そういう酒の席とは遠ざかってる。夕飯は外で食べるけど、次の日の仕事のためにってあんまり遅おそくまでいることもない。ただバカ騒さわぎしている所に呼ばれるのは好きではないけれど、たまにはワイワイしたい気分だし、なにより直純と一いつ緒しよなら楽しい席になりそうだ。


「この後仕事ないんだろ？　たまには息抜ぬきも必要だし」


「そーだね。じゃあ行こうかな」


「よし決まり。そうと決まったら戻もどりましょーか？」


「……うん」


　まだ気は重いけど、逃にげてばっかりじゃいられない。少し気持ちも浮ふ上じようしたしと、気合を入れて立ち上がった。


　非常階段の重い扉とびらを開けて中に入り、直純と並んで稽古場へと戻る。


「近くによく行く居酒屋があるんだけど、そこのつまみ全部いけるんだよね。だから和希にぜひ食べてもらいたいんだ」


「じゃあすぐ用意して……」


「和希」


　着き替がえてすぐ行こう、と続けるつもりの言葉は、第三者の声によって遮さえぎられた。


　いや、それは予想通りとでも言うのか。


　稽古場への入り口の所で待っていた城戸が、俺たち二人を見てメガネの奥の目を細める。そして呆れたように肩かたをすくめた。


「わかっているでしょう？」


　なにが言いたいのかは、それだけでわかった。つまり、謹きん慎しん中の俺が居酒屋行きは禁止ってこと。


　厳しい表情の城戸に対して深くため息を吐いた俺に、直純が苦く笑う。


「厳しいなぁ、城戸さんは」


「申し訳ないですが、そういうことなので」


「ちょっとくらい、いいじゃないですか」


　俺の腕うでを摑つかみ、その場から立ち去ろうとする城戸に、直純はなおも声をかけた。ただ稽古の後にご飯に行くだけだと言うのに、こんな風に話を切り上げられたら納なつ得とくも出来ないだろう。


「すみませんが、和希は今大事な時期なので」


「そんな遅くならないようにするし、ちょっともダメなの？」


「ダメです」


　だけど城戸はにべもない。


　あまりにはっきりと断るものだから、俺も直純も少しの間二の句が継つげなかった。


「……わかりました。じゃあ誘うのはまた次の機会にします」


「次の機会がありましたら」


　せっかく大人になってこの場を引いてくれた直純の言葉も、城戸は笑顔で切り捨ててしまう。


　そして俺の腕を摑んだまま歩き出すから、俺は引きずられるようにして稽古場に戻ったのだった。


　これで、楽しい予定もパー。まったくこいつはどこまで俺のこと監かん視ししたら気が済むんだ。











「なんだよ、ご飯ぐらい食べに行ったっていいじゃん」


　結局真っ直すぐ家に帰ってきた俺は、荷物を乱暴に置いて不満を態度で表す。


「ダメです。大勢ならまだしも、二人きりなんでしょう？」


「……別に直純はそんなんじゃないし」


　それに対しての城戸の見当違ちがいの忠告に、低い声で答えた。


　大きなお世話と言うか余計な心配と言うか。


　別にそういう意味で出かけるんじゃないし、俺だってあんな思いをするのは二度とごめんなんだ。これでもこの前のことは後こう悔かいしてるんだから。


「俺、そろそろお前と外食するの飽あきたんだけど」


「それなら私が作りますよ」


「……え？」


　だから居酒屋ぐらい行ってもいいでしょと持っていくはずが、予想外のセリフに口が開いた。


　その言葉のあまりの意外性に驚いて、腹が立っていたことも忘れて目を丸くする。


「お前が？　飯を作る？」


「不満ですか？」


「不満って言うか……」


　力いっぱい疑問を込めた問いにあっさり返され、いつものように皮肉で返すことも出来ずまばたきを繰くり返した。


　だって、なんとなくこいつと料理っていう単語が結びつかない。こいつが積極的になにか食べている所をあまり見たことがないし、一緒に外食をしている時だって、食事を楽しむと言うよりかは栄養を摂とっているという感じだった。


　極きよく端たんな話、実は電気とか電池で動いてるって言われた方が納得出来る気がするぐらい食とは無む縁えんの男。


　その城戸が夕飯を作るだって？　エプロンつけてキッチンに立っちゃったりするんだろうか？　それはちょっと、意外過ぎて面おも白しろいかもしれない。見て笑ったりしてもいいんだろうか。


「それってさ、まずかったら、家帰してくれたりする？」


「それとこれとは話が別です」


　ちょっとかわいこぶってみても軽く切り捨てられて、しかもそれで話は終わりとばかりに城戸はキッチンに向かった。


　やっぱりチャレンジにはペナルティが必要だと思うんだけど、ペナルティとして城戸の家にいる俺としてはあまり強く言えないから仕方ない。


　……城戸が夕飯を作る、なんてありえないにも程ほどがあるけど。まずかったらとことん文句言ってやろう。そんでもってずっとそのネタを引きずってやるんだ。


　そうだ。これは城戸の弱みを握にぎるチャンスじゃないか。











　そう思っていたのに。


「……まずくない」


　たぶん俺は今、とても複雑な顔をしているはずだ。


　意外と手て際ぎわ良く城戸が作ったのはご飯にみそ汁しる、それに俺の好きな鶏とりのから揚あげとナスの甘あま辛から炒いためっていうメニューだった。


　悔くやしいことに味は文句なし。むしろよっぽど変な味覚をしているのでなければ、これを美味おいしくないと言う人間はいないと思う。しかもむかつくことに全部俺好みの味付けなんだ。


　そのさり気ない隙すきのなさがいかにも城戸らしく、素す直なおに美味しいと認めるのがなんだか癪しやくで。


　だからと言ってまずいと言う噓うそをつくことも出来ず、結局そんな感想になった。


「それなら良かった」


　それに対して思い切り安あん堵どしたわけでもなければがっかりしたわけでもない、いつもの顔でにこりと笑った城戸は、俺がまた食べ始めたのを確かく認にんしてから自分も食事を始めた。


　食事を進めながら、ちらちらと城戸の様子を窺うかがってみる。


　城戸が料理出来るなんて、本当に意外だった。そんな話、したことなかったから。


「城戸って、料理出来たんだ」


「簡単なものしか作れませんが」


「……充じゆう分ぶんだと思う」


　結構長い付き合いなのに、そんな姿も知らなかったなんて一体今までなにを見てきたんだろう。


　考えてみたら俺って、城戸のことなんにも知らないんじゃないか？


「これってさ、俺が好きなメニューだって知ってた？」


「楽屋に置いてあるお弁当も、ロケ弁も、入っていると喜んで食べていたでしょう？」


「そうだったかもしれないけど……」


　そんなところまでちゃんと見ていたなんて知らなかった。


　城戸はさり気なくこんなことが出来るくらい、少なくとも俺の味の好みを知っているのに、俺ってこいつがなにを好きなのか嫌きらいなのかなんて知りやしない。


　城戸はなんでもないことのように言うけれど、それってすごいことではないだろうか？　人の食べ物の好みなんて、かなり注意して見なきゃ気づかないと思う。


「……なんか悔しいな」


「悔しい？　どうしてですか？」


「なんとなく！」


　自分でもわからないけど、なんとなく悔しい気がする。


　いくらでも食べられそうな美味しいご飯を口に出して褒ほめる代わりに、どんどん箸はしを進めた。食べ過ぎて太ったらどうしよう。


　そんなことを考えつつ城戸の様子を窺いながら食を進めていたら、なんだか違い和わ感かんがあることに気づいた。


　いつもはさっさと食べ終える城戸なのに、今日はなぜか箸の進みが遅おそい。


　しかも目に見えて減りが遅い皿があることに気づいて、一つの可能性が浮うかんできた。


「もしかして、城戸ってナス嫌ぎらい？」


「……別に、嫌いじゃありませんよ」


　思いつきをそのまま口にしてみれば、答えまでに妙みような沈ちん黙もくが出来た。そして続いた言葉は城戸らしくない言い訳のような口調。


「このお皿だけ、妙に残ってる気がするんだけど？」


「……そんなことはないでしょう」


　俺がナスの甘辛炒めが盛られているお皿を指して言うと、城戸は低く呟つぶやいて急に食べ始める。


　その様子はとても不自然で、だからこそ俺は確信した。


「俺が好きだからって作ったけど、城戸は嫌いなんだろ？　そう言えばさっきから全然ナス食べてないし」


「……嫌いじゃありません。苦手なんです」


　絶対こいつ、ナスが嫌いに違いない。


　確信を持った俺が身を乗り出して追及すると、城戸はとても素直じゃない認め方をした。でもこの場合、嫌いも苦手も一いつ緒しよだ。


「えー、城戸がナス嫌い？　お前、なんか好きそうなのに。そういう渋しぶいの」


　料理が出来る人って、好き嫌いがないものだと思ってた。それに城戸のイメージとしては、こういうのを嫌いな人間を怒おこって、なんとか食べさせるタイプかと思っていたんだ。


　それなのに城戸がナス嫌いだなんて、とても意外。


「なんで嫌いなわけ？　味？」


「……野菜としてこの色はないでしょう」


「え、そこなの？　見た目の問題？」


　観念したのか苦い顔をして嫌いな理由を告げる城戸に、呆あつ気けに取られる俺。それは思った以上に単純な、まるで子供みたいな理由。


　例えば昔好きだったけど、嫌いやと言うほど食べて嫌いになった、とかもう少しそれらしい理由があるかと思ったのに。


　見た目が紫むらさきだから嫌いだなんて、そんなのってあり？


「見た目は問題でしょう。あの紫はどうもいただけません。それにナスには栄養ありませんから」


「え、あるでしょ？　野菜だもん。栄養あるって」


「私がないと言ったらないんです」


「……意外と子供っぽいのな、城戸って」


　意地を張ってるというか強がっているというか、とにかくなんだか子供っぽく感じる。


　自分が嫌いだからって栄養がないだなんて、へ理り屈くつにもなってない。


　俺が好きで、城戸が嫌いで、なんて普ふ通つうは逆のイメージなのに、変なの。


「あなたに言われたくありませんよ。グリーンピースが嫌いだなんて、典型的なお子様に」


「な、なんでそれを……！」


「いつも器用に残しているじゃないですか。チャーハンで弾はじいてシューマイで残して」


「あ、あんなの食べる必要ないの！　食べるとぷちっとしてなんか嫌じゃん、あれ」


　俺に子供っぽいと言われたことに気分を害したらしく、少しむっとした城戸に言い返された。


　それは別の話だ。あんな緑の豆、全国共通で苦手とされてるものなんだから、元々料理に使うものではないと思う。あれはナスと違ちがって料理に入れなくたって問題ないんだ。


「じゃあさ、ピーマンは？　食える？」


「それはあなたの嫌いなものでしょう」


　色が紫だから、なんて理由で嫌いなものがあるのなら、他ほかにも嫌いなものがあるかもしれない。


　そう思ってとりあえず俺の嫌いなものを挙げてみたら一いつ蹴しゆうされた。やっぱり俺の嫌いなものはちゃんと頭に入っているのか。


「それなら、にんじんは？」


「あなたは私のことをなんだと思っているんです」


　子供が嫌いそうなものを挙げる俺に、城戸は眉まゆをひそめる。さすがに少し子供っぽかったかもしれない。


「じゃあヒントちょうだい、ヒント」


「……和希、これはいつからクイズになったんです」


「今から！」


　こうなればもう一つぐらい当てたいと身を乗り出して聞くと、城戸が肩かたをすくめてみせた。それから少し考えるようにメガネを人差し指で上げる。


「そうですね……ヒントはなしで、当ててみてください」


「えーずるい！」


　ヒントがないなんて、範はん囲いが広すぎる。でも意外にもナスがダメだったと言うことは、やっぱり見た目に合わない子供っぽいものが嫌いなのかもしれない。


「キノコは？　ブロッコリー？　それとも納なつ豆とうとか？　後は、セロリとか？　あ、しいたけ？　ワサビでどうだ！」


「全部外れです。ちなみにしいたけもキノコでしょう」


「どうでもいいじゃん、そんなの。お前って細かいなぁ」


　とりあえず手当たり次し第だい思いつくものを挙げたけれど、あっさりと返されてしまった。その上冷静に指し摘てきされて、誤ご魔ま化かすように頭を搔かく。今はそういう問題じゃないと言うのに。


「んーじゃあ……トマト！」


「……生じゃなければ」


「あ、ダメなんだ」


　それでも再び考え直して、これならどうだと挙げた名前に反応があった。


　そっと視線を逸そらして気まずげに返してくる城戸に、口元が笑ってしまう。なんだ、思ったよりも嫌いなものがあるんだ。


　完かん璧ぺき超ちよう人じんだと思っていた城戸に、そんなに嫌いなものがあるとは思いもしなかった。


「トマト、俺も嫌いっ。トマトソースとかケチャップは大だい丈じよう夫ぶだけど、生はダメ」


「サラダに切ったトマトが添そえられているのは反則です」


「だよなー。どうしてトマトってあんなにでっかく切るんだろ」


　思わぬ所で意見が一いつ致ちして、しみじみ頷うなずいてしまってから噴ふき出すように笑った。


　なんでも完璧にこなすように見える城戸なのに、ナスとトマトが嫌いだなんて言う子供っぽい好すき嫌きらいがあるなんてなんだか面おも白しろい。しかもそれを俺だけが知っているかと思うと、余計変で面白いじゃないか。


「……他の人には内ない緒しよですよ」


「そーだね。内緒。城戸のイメージ壊こわれちゃうもんね」


「そうですね」


　しーっと唇くちびるに人差し指を当ててイタズラっぽく笑う城戸に、何度も頷いた。なんてバカらしいやり取りだろう。でも、それがなんだか楽しくてまた笑う。


　ああ、本当に意外。


　食べ物の好みもそうだけど、城戸とこうやって喋しやべれる自分が。


　ただの、厳しいだけの奴やつだと思っていたから、最初から嫌な奴っていう前提で城戸のことを見ていた。だっていっつも俺のちょっとした可愛かわいらしいわがままを笑え顔がおでばっさり切り捨てるから。


　それになにより、『あんなこと』した奴だ。


　……あの件に関してはまだ許せないけど、こうやって仕事と関係ないことを喋ってみると、なんだかちょっと印象が違って見えるから不思議だ。


　普ふ段だんの態度からしてものすごく年上みたいに思えるけど、そんなに年は変わらないんだよな。こうやって普通にご飯食べて話してても、おかしくないんだ。


　……まあ、だからと言ってすぐに『苦手』が『大好き』に変わるものでもないんだけど。


　俺も城戸のイメージを勝手に決めてしまっていたのかもしれない。


　会話しているうちに意外と食べ物の好みが似ていることにも気づいたりして、そんなことを話しながら箸を進めていたらいつの間にか和なごやかに食事が終わってしまった。


　そのことを喜んだらいいか嫌がったらいいか判断がつかないまま風ふ呂ろに入って、ベッドには入らずソファーに寝ね転ころんだ。


　体は疲つかれているけど、すぐには寝る気にならなかった。頭の中が妙みように冴さえて、眠ねむ気けが訪おとずれなかったんだ。


　そして一番大事なことを考える。


　なんにも解決してない今日のこと。


　怒られたのはもちろんだけど、思うように出来ない自分の演技にもため息が洩もれる。自分に与あたえられた役の理解と、自分の演技力と、そして周りからの見られ方と、すべてがバラバラになっている気がする。全部が、上手うまく繫つながってくれないんだ。


　わかっているつもりでも上手く出来ない。つもりじゃダメなんだ。どんなに悩なやんだ所で、出来なきゃ意味はない。


「もっと頑がん張ばんなきゃなぁ……」


　最近、時間があればすぐに台本を持ち出して読み返してしまう。セリフはすっかり覚えているけど、まだまだ不安はなくならない。


　横向きになってパラパラそれをめくっていると、そこに影かげが落ちた。


「和希？」


「……もう寝るよ」


　シャワーだけしか浴びてないのか、さっき入ったばかりの風呂からもう出てきた城戸が問い掛かけるように俺の名前を呼んでくる。


　ここで寝てると思ったのか、それともさっさと寝ろと言うことなのか。


　どっちにしろ説教だろうと先手を打って答えて、立ち上がろうとした。


「……あなたは難しく考え過ぎなんです」


「え？」


　そのタイミングで、城戸がそんなことを言ってきた。


　なんのことかわからずその顔を見上げると、ふっと笑った城戸は俺の手元の台本へと視線を落とす。


「考え過ぎって、だって俺……」


「大丈夫。あなたの頑張りは、その台本を見れば誰だれだってわかりますから」


　そう言われて、改めて自分の手の中にある台本を見る。


　自分のセリフに線を引いて、何度も何度も読み込んで細かく動きや気持ちを書き込んだせいでぐしゃぐしゃになった台本。


　ああ、なんだ。わかってたのか。俺がああやって言われたことをまだ悩んでるって。


　これにも気づいてたんだってもう一度顔を上げたら、城戸はひどく優やさしく笑ってみせた。


「あなたなら出来ますよ。……おやすみなさい」


　これで話は終わりだとばかりに俺の肩をそっと叩たたいて、城戸はそのまま部屋に引っ込んでしまった。


「……おやすみ」


　城戸らしくない優しい言葉を、俺に元気が出るようにとかけてくれたことにワンテンポ遅おくれて気づいて、でもお礼を言うのもなんだか変で。


　結局呟つぶやいたその言葉さえ妙に照れ臭くさくて、聞かれなくて良かったと安あん堵どする。


　でもそれだけでなんだか少し、心が温かくなった気がした。




　─４─







　雑誌の取材をいくつかこなした後、途と中ちゆうから参加した稽けい古こ。とりあえず着き替がえて軽くストレッチを、と思いながら運動していたら、隅すみに立っていた城戸が女の人に囲まれているのを見つけて思わず体がぴくりと動いてしまった。


　……あいつって、あんなにモテるんだ。やっぱり。


　そう言えばあの人たち、ことあるごとに城戸のことをかっこいいと褒ほめていたっけ。そうか、あの人たち城戸狙ねらいだったのか。


　今まではそんなこと気にもならなかったのに、なぜかあいつの態度が気になってもやもやする。


「……だからって別に俺には関係ないけど」


　いいんじゃないの、別に。みんなしてあの笑顔に騙だまされればいいよ。


　人当たりいいのは、仕事関係だからなの。少し話したらあいつが笑顔で毒吐はく奴だってすぐわかるんだから。担当の俺にだって遠えん慮りよなくびしばし言うし、全然言うこと聞いてくれないし。


「あ、でも……」


　そう言えば昨日は少しだけ印象が違ちがった。


　なんだか、俺のことを真しん剣けんに考えてくれてるって、本当にわかった気がした。あれはきっと慰なぐさめてくれたんだろう。俺が、演技が上手く出来なくてへこんでいたから。


　あの時、大だい丈じよう夫ぶと笑ってくれた顔は、いつも浮うかべてる笑みとは違っていた。もっと優しくて、思い出すと少し心臓がドキドキするような……。


「あれ、和希、顔赤いけど大丈夫？　熱あるんじゃない？」


「えっ？　あ、だ、大丈夫！」


　唐とう突とつに顔を覗のぞき込まれ、一いつ瞬しゆん上うわ擦ずった声を出してしまった俺は慌あわてて笑顔を作る。


　俺の額に手を当てて熱を測る仕草をしたのは直純だった。変なことを考えていた時に話し掛けられたせいでドキドキうるさい心臓が聞こえやしないかと心配したけど、直純はただ首を傾かしげただけで。


「んー熱はなさそうだけど、本当に平気？　あんまり無理しない方がいいよ」


「だいじょーぶ。全然まったく問題ないからっ」


　手を振ふってなんでもないからとアピールをする。


　ああ、驚おどろいた。


　別にやましいことを考えていたわけじゃないんだからうろたえる必要はないんだけど、城戸のことを考えて赤くなっていたのだろうか？


　いや、たぶん赤くなってたって言うのは直純の見み間ま違ちがいだ。そう思わないと、このドキドキの理由がわからない。


「なんか上の空みたいだったけど、どうしたの？」


「いや、本当になんでもないから。ただストレッチしてただけだって」


　なにか悩み事でもあるんじゃないかと心配してくれる直純には悪いけど、本当に話すようなことじゃないんだ。


「でもさ、今日はなんだか調子良さそうだね。はりきってる感じがする」


「そう？」


　確かに、いつもより調子はいい。なにより気持ちが軽い気がする。


　もちろん昨日注意されたことを忘れたわけではないけれど、なんだか気力が溢あふれている気がするんだ。


　昨日の夜のことが良かったのかもしれない。城戸にああやって言われたことで、気持ちが楽になったから。


「和希？」


「あ、なに？」


　そんなことを思い出していたら、直純に不思議そうに呼ばれてしまった。


　話している途中に考え事なんてするものじゃない。


　また恥はずかしい所を見せてしまったことに微かすかに動どう揺ようしつつ出来るだけ平静を装って首を傾げると、直純は微ほほ笑えみながら入り口の方を親指で指してみせた。


　そこにはちょうど城戸が電話をしながら出て行く所で。


「城戸さんは忙いそがしいみたいだし、今日こそ飯行ける？」


　わざと声を潜ひそめて聞いてきた直純に昨日の誘さそいを思い出し、そしてこれからのことを思って苦笑いを返す。


　本当は嬉うれしいことだし、誘いに乗りたいけれど。


「ごめん。今日はダメなんだ」


「そうなの？　それは残念」


「うん、せっかく誘ってくれたのにごめん」


「謝るなら誘いに乗ってくれた方が嬉しいんだけどなぁ、俺は」


　顔の前で両手を合わせて謝ると、直純はわざと拗すねた顔をしてみせた。


「そうだよね。うん、悪い」


「ちょっと息いき抜ぬきするだけでもダメなんだ？」


「あー、ほら、城戸に見つかるとうるさいし」


　息抜きに誘ってくれる気持ちはとてもありがたいけど、今日はその言葉に乗るわけにはいかないんだ。だから、今出て行った厳しい厳しいマネージャーの名前を出すと、直純は微び妙みような微笑みを見せた。


「城戸さんは心配なんじゃない？」


「心配？　なにが？」


「俺が和希を取っちゃわないか」


「……はあ？」


　くすくすと肩かたを揺ゆらしながら笑う直純に、あんぐり口が開いた。


　……さすがにそれは違ちがうと思う。そんな心配する意味もないし、別に俺はあいつのものでもないし。


　いやまあ、心配は心配だろうけど、どっちかって言うと、俺自身の心配と言うよりかは『高篠和希』ってイメージの心配だと思う。


　昨日の夜のことだって、仕事に影えい響きようがないようにモチベーションを上げるのはマネージャーの役目だし、きっとあいつはその務めを果たしただけなんだ。


　だから直純の考えはまったくの見当違い。


　それで納なつ得とくしたらしい直純は、大おお仰ぎように肩をすくめてみせた。場を和なごませるような大げさなおどける仕草は、たぶん直純の優やさしさ。


「ま、しょうがない。じゃあ今日も潔いさぎよく諦あきらめましょうか。城戸さんに睨にらまれんのも恐こわいしね」


「俺も恐い」


「……ぶっ」


　思わずぽつりと返した言葉に、噴ふき出した直純と声を合わせて大笑いした。


　こうなったら未いまだ帰ってこない城戸のことは忘れて、稽古に励はげんでやる。


　いいよ別に。うるさく言う奴やつがいない方が、俺も稽古に集中出来るってもんだ。


　……いや、俺は最初からまったく城戸のことなんか気にしてないけど。


　だから長い電話の相手が誰だれかなんて、全然知りたくないんだ。本当に、全然。











「……やっぱ、前の方がいいかな」


　一人頷うなずいて、台本に書き込みを増やす。そしてまた次のセリフをいくつか調子を変えて言ってみて、一番良かったのを残していくと段々と役やく柄がらが見えてくる。


　この役はこういう性格だからこう言うはず、と決め付けずに色々試ためしてみれば良かったんだ。


　セリフだけじゃなく動きも一いつ緒しよ。足を一歩踏ふみ出すか踏み出さないか、視線をどこに置くか、そんな小さなことで感情の違いが出る。


　わかっていたはずなのに、改めて意識してやってみるといくつも見落としがあったことに気づいた。


　難しく考えていないで、まずやってみれば良かったんだ。


　考えすぎて動けなくなることが多いのは自分でもわかっていたけど、演技までそうだとは思わなかった。


　人に失敗を見られたくないって言うのがあって、考えないとセリフが言えなかったのが、今は人目がないせいか自由にやれて気がつけた。


　一人で残って練習した甲か斐いがあった気がする。


「あれ、もうこんな時間か」


　ふと壁かべにかかっている時計を見れば、いつの間にか夜も遅おそい時間になっていた。


　徐じよ々じよに周りが帰っていって一人になったことは気づいていたけど、こんなに時間が経たっていたのには気づかなかった。


　他ほかの人の動きとセリフは全部頭に入っていたし、全部の流れを意識して熱中していたらいつの間にか時間が過ぎてたみたい。


　嫌いやな時はとろとろと過ぎていく時間だけど、こういう時だけ妙みように速く感じる。それだけ集中していたと考えれば、悪いことではないだろう。


「体を休めるのも仕事のうちですよ、和希」


　もうひと頑がん張ばりしようと足を踏み出した時、そんな声がして驚いてしまった。


　当然と言えば当然なんだけど、そこには城戸がいて、少し呆あきれたように俺にタオルを渡わたしてきた。


「……まだいたんだお前」


「マネージャーですから」


　至し極ごく当たり前のことだと返す城戸に、俺は渡されたタオルで顔を拭ふきながら表情を隠かくした。途と中ちゆうちらりと様子を見に行った時には電話先の相手となにかを揉もめていたみたいで、仕事でトラブルでもあってそっちへ行ってしまったのかと思っていた。


　もしかしてずっと見てたんだろうか？


「根を詰つめたって、すぐにどうなるものでもないでしょう」


　もちろん最終的には人に見せるものだけど、一人だと思っていた練習風景を見られた気き恥はずかしさに、逃にげるように着き替がえを取りに行った俺の背中に投げられた言葉。


　それに思わず振ふり返って眉まゆをひそめた。


「……それって、頑がん張ばったって上手うまくなれないって言いたいのか？」


「あなたには出来るとわかっているからこそ、無理をしてもらいたくないんです」


　反射的に尖とがってしまった俺の言葉に、城戸はやはり変わらぬ顔でさらりとそんなことを言う。


　その変わらない表情に気を取られて、言われた言葉の意味を理解するのが少し遅おくれた。


「あなたが気にしていたシーンも、前よりも気持ちが籠こもっていい演技になっています。だからそんなに焦あせらないで。今日は休みましょう」


　そしてその間に城戸は俺を安心させるように笑って見せ、肩を叩たたいて着替えを促うながす。


　……今のって、褒ほめられたのか？


　褒められること自体は好きだけど、なんか城戸に言われると妙にくすぐったい。


　嫌いやみを言われるのなら慣れているから言い返すことも出来るけど、こうやって真っ直すぐに褒められるとどうしていいかわからない。今まではほとんど一言だけで、こんな風にちゃんと褒められたことはなかったから。


　反論するのも変だし、かと言ってお礼を言うのも今さらだ。


「……わかった」


　結局頷くことしか出来なかった俺は、大人しく着替えを始めた。


　火ほ照てった頰ほおは、きっと稽けい古このせいなんだってことにして。











「おおっ！」


　一日のシメとして風ふ呂ろ場ばに足を踏み入れた俺は、目に飛び込んできたお湯の色に驚おどろいて声を上げてしまった。それが思った以上に浴室内に響ひびいたことにまた驚いて、口を押さえてから浴よく槽そうを覗のぞき込む。


　真っ白に染まった湯船からいい匂においがする。普ふ段だんは入っていない入にゆう浴よく剤ざいの存在に、ふと思い出したことがあった。


　そう言えばだいぶ前、確か俺が過労で倒たおれた後だから高校の時だ。城戸が教えてくれたんだっけ。疲つかれた時にはいい匂いの入浴剤を入れたお風ふ呂ろにゆっくり浸つかるといいって。そうすればリラックス出来て心にも体にもいいらしい。


　きっとそれだ。だってあいつ、わざわざこんな入浴剤入れて風呂に入るような乙おと女めな性格じゃないし、実際今までも入っていなかったと思う。


「……なんだよ、気利きくじゃん」


　きっと、俺が疲れてると思ってわざわざ入れてくれたんだ。


　自然と浮うかんでくる笑え顔がおを誤ご魔ま化かすために、わざとぶっきらぼうな言葉にしてみた。


　俺が一人で残っていたことで、まだ落ち込んでると思ったんだろうか。


　帰ってくる時もなにも言わなかったけど、これを見る限り気を使ってくれたのかもしれない。


「うー、気持ちいいっ」


　手早く体を洗って飛び込んだ浴槽の中は柔やわらかないい香かおりで、それをいっぱいに吸い込むと確かに心が落ち着いた。疲れた体にもそれが染しみ渡って癒いやされるみたい。


「あいつ、結構いいとこあるのかも」


　普段は厳しくて俺の言うこと全然聞いてくれなくて嫌な奴だけど、こういうことされるとちょっと嬉うれしい。


　今日怒おこられた所も、一人で練習して少しなにかが摑つかめたような気がしたし、また違ちがう解かい釈しやくの仕方が出来るようになった。


　すぐにうまくはいかないかもしれないけれど、違う考え方を持てたのは一歩前進だ。


　明日はまた朝から稽古した後に取材とテレビの収録があって忙いそがしいけど、気分が前向きだとどんなこともこなせそうな気になるから不思議だ。


　……これも、城戸のおかげかもしれない。


　城戸が作ってくれたご飯を食べながら話したことがきっかけになったのか、だいぶ話す機会が増えて、仕事の合間に色んなことを話した。


　それは俺たちの間に今までなかった時間で、改めて話すと俺は本当に城戸のことをなにも知らなかったのだと気づかされた。


　冷たくて仕事人間だと勝手に抱いだいていたイメージと違って、意外と自分と考えが似てる部分もあって、話してみたら面おも白しろかったんだ。


　ずっと嫌な奴だと思って見ていたけど、話してみて印象が変わった。


　勝手に『遊んでいる』とか『だらしない』と言うイメージを付けられて落ち込んでいたけれど、俺も城戸のことを見た目で判断していたようだ。


　反省しなくてはいけない。少なくとも城戸はちゃんと俺の性格をわかってくれているようだし、俺ももう少しちゃんと城戸のことを見ないと。


　温かくていい匂いのお湯に浸かってそんなことを考えていたら、段々と頭がふわふわしてきて、そのままゆっくり目を閉じた。











　次に目を開けた時、目に映ったのはぼやけた天てん井じようだった。


「……あれ、俺……？」


　掠かすれた自分の声がどこか遠くから響き、霞かすみがかった記き憶おくを辿たどろうと頭に手を当てると冷たいものが触ふれる。


　取ってみればそれは濡ぬらしたタオルで、起き上がれば頭がくらりとした。俺どうしてソファーになんか寝ねてたんだ？


「起きましたか？」


　不思議に思ってもう一度頭に手を当てていると、すぐ傍そばで城戸の声がした。


「えっと、俺……」


「風呂の中でのぼせてたんですよ、あなたは」


　どうしてこうなってるのかいまいち状じよう況きようのわからない俺に、水の入ったコップを渡わたしながら城戸が安心したようにため息を吐つく。


　どうやら傍にいてくれたらしい。と言うか、風呂でのぼせていた俺を助けてくれたらしい。


　ああそうか。あんまりに気持ち良くて、あのまま寝ちゃったんだ。


「私が気づかなかったらそのまま溺おぼれている所でしたよ」


　あまりにも俺が静か過ぎることが気になった城戸が中を覗いて、そこでのぼせていた俺を発見したようだ。もし見つけてくれなかったら、溺れるどころかそのまま永遠に目覚めなかった可能性だってある。そう考えると、今さらながらぞっとした。


「自分が思っている以上に体は疲れてるんですから、気をつけないと」


「……ごめん。それと、ありがとう」


　怒るよりもたしなめるその言い方に、コップを両手で包みながら謝った。


　もしかしたらあのまま目覚めなかったかもしれないって考えは、自覚がない分想像したらすごく恐こわくて、城戸が気にかけてくれて良かったと思う。


「あれ」


　そんな風に改めて自分の状況を考えていると、自分がきっちり服を着ているのに気づいた。


　当然だけど風呂に入っていた俺は裸はだかだった。でも今はちゃんと服を着てる。だけど俺は寝ていた。……ということはつまり。


「この服お前が着せたのか？」


「ええ、もちろん」


　恐おそる恐る聞いた疑問に、城戸はあっさりと答えてくる。なんで俺がそんなことを聞くのかわからない表情をしている城戸に、少しだけ顔を近付けた。


「……見たのか？」


「なにをですか？」


　声をひそめて聞くと、疑問で返される。


「決まってるだろ！　俺の裸だよっ」


「当然です。見ないで着せられませんから」


「そういうことじゃなくて！」


　それしかない結果に行き着いて、思わず赤くなってしまった。


　だって、もちろんそれしかないとわかってるけど、城戸が服を着せてくれたってことは、風呂から引き上げたのも城戸だろ？


　それって、ものすごく恥はずかしい格好を見られたってことじゃないか。


「なに照れてるんですか。今さらでしょう？」


　耳の先まで熱くなってしまってうろたえる俺に、城戸は平然とそんな言い方をするけど、それが俺にはまた恥ずかしくて、余計熱を上げた。


「い、今さらって！」


「実際その通りじゃないですか」


　確かに男同士、目の前で着き替がえることなんていくらでもあったけど、それとこれとは話が違ちがう。


　裸を見られたことになんで自分がこんなに動どう揺ようしているのかわからなかったけど、とにかく真正面から見つめてしまった城戸の瞳ひとみに、ふと思い出したくないことを思い出してしまった。


　裸を見られる以上に恥ずかしいことをされたあの日。


　そこまで考えて、より一層自分が赤くなったのがわかった。


　俺のバカ。どうしてこんなこと今思い出しちゃうんだろう！


　そうだよ。あんなことした後じゃ、着替えさせるくらい、なんてことないだろう。確かに『今さら』だ。だけど！


「は、恥ずかしいものは恥ずかしいんだから仕方ないだろっ」


「なにをそんなに恥ずかしがっているんです？」


　俺が真っ赤になったのが面白かったのか、城戸がわざとらしく首を傾かしげてみせる。だけど口元が笑っているから、本当に疑問に思っているわけではないんだろう。


「ああ、もしかして裸を見られたと聞いて思い出したんですか？」


「お、思い出したって、なにを……」


「もちろん、あの日のことですよ」


　ソファーの上で後ずさる俺を簡単に捕つかまえた城戸は、にっこり笑って俺の肩かたを強く押した。そのせいでバランスを崩くずした俺はソファーに倒たおれ込み、そのまま肩を押さえつけられて身動きが取れない。


　そう言えばあの時もこんな目線だったと思い出してしまったら、余計頰ほおが火ほ照てったのを感じた。


「こんなに赤くなって。暑いなら脱ぬがしましょうか？」


「いい！　余計な気を使わなくていいから！」


　熱くなった頰に体温の低い城戸の手が触れて、ぞくりと背中をなにかが走った気がする。その感覚から逃にげたくて首を振ふったけど、城戸は構わず俺のシャツをはだけてきた。


　そして晒さらされた首筋に城戸の唇くちびるが触れて、今度こそまずいと焦あせって胸をなんとか押し返そうとする。


「城戸……っ、ちょっと……」


　こんなの、もうしないんじゃなかったの？　そう、約束したのに。


　でも、考えてみればこれは誰だれかの代わりではない。だから約束を破ったことにはならないのかもしれない。


　そう思うと、あの約束の仕方は城戸にとても有利なものだったんじゃないか？


「ちょ、ちょっと待って、……んっ、城戸っ」


　そんなことを考える頭とは別に、火照った体に城戸の冷たい手や唇が触れるのが妙みように気持ち良くて、押し返す手が弱まった。


「ぁ……」


　そうやって、危あやうく流されかけた時だった。城戸の携けい帯たい電でん話わが呼び出し音を響ひびかせたのは。


　一いつ瞬しゆん二人とも動きが止まって、それからゆっくり城戸が体を起こす。


「……また、か」


　そしてほんの少し気まずげに口を閉じて携帯に目を落とした城戸が、一瞬眉み間けんにしわを寄せたのが見えた。嫌いやそうに歪ゆがんだ顔が、好ましくない相手からの電話だと告げている。城戸らしくない、珍めずらしい表情。


　微かすかに呟つぶやかれたその声に、苦いものが混じっていた。


「……残念。今日はここまでです。おやすみなさい」


　そして俺に向かって笑いかけると、城戸は鳴りっ放しの電話を手にしたまま自分の部屋に引っ込んだ。電話ならここですればいいのに、わざわざ自分の部屋に行くなんて、俺に聞かせたくない電話なんだろうか。


　それに城戸にあんな顔をさせるなんて、一体誰からだろう。夕方に電話していた相手だろうか？


　すごいタイミングで鳴った電話が妙に気になって、城戸が消えたドアを見つめてしまう。このまま部屋に帰ったら逃げたみたいで引くに引けないっていうのもあるけど、なによりその表情が気になった。


　あんな城戸、初めて見た。


　煩わずらわしそうな、だけどそれだけじゃない、なにかを隠かくしているような顔。


　それが気になって考えていたら、しばらくしてドアが開いた。


「……まだ寝ねてなかったんですか」


「城戸」


　長い電話を終えたのか、部屋から出てきた城戸は俺がまだそこにいたことに気づくと、切れていたスイッチを入れるようにメガネを上げた。一瞬だけ見えた、城戸らしくない疲つかれた顔がそれで消える。だからこそ逆に、そんな顔をさせるなにかが気になった。


「誰から電話だったの」


「……仕事の話ですよ」


「噓うそつけ」


　俺の問いに答えた城戸の、そのメガネの奥の瞳がほんの少し伏ふせられたのを見てためらわずにつっこんだ。


　もし本当に仕事の話だったら、そんな顔はしない。どんなに嫌な奴やつでも笑え顔がおでかわせる城戸がそんな煩わしい顔をして電話に出る相手って誰なんだ？


「それ昼間と同じ奴？　こんな時間になんの用だったの？」


「あなたには関係ないことです」


「……！」


　言わないなら話すまで聞く、といつもの調子で身を乗り出して矢や継つぎ早ばやに問い掛かけたら、いつにない強い調子で言い切られた。


　あまりにもきっぱりと告げられたものだから、二の句が継つげずに口を開け閉めさせる。


　俺には関係ない。それは城戸のプライベートだから？　確かに俺はただの仕事上の付き合いだけで、その他ほかには城戸のことをなにも知らない。だけど、だからってそんな言い方しなくたっていいのに。


「早く寝なさい」


　言われた言葉にすぐに応こたえることも出来なくて、俺は空のコップをシンクの中に置くと、部屋に向かった。


「……ごめん」


　それは、たぶんひどく情けない声だったと思う。


　城戸に拒きよ否ひされたことにショックを受けてるなんて、そんなことあるはずないのに。


　なぜだか胸の奥がぎゅっと痛んだ気がした。




　─５─







　音楽番組の収録のためにやってきたテレビ局。


　だけど俺は今、衣装を中ちゆう途と半はん端ぱに着たままで楽屋にいたりする。機材のトラブルとかなんとかで予定がずれているらしく、今は長い待ち時間の最中だ。


　きっちりメイクをして髪かみも整えて、衣装もばっちり着込んだ後に知らされたその事実に、すっかり気持ちが緩ゆるんでしまった。


　本当なら少しでも睡すい眠みんを取りたい所だけど、寝たら顔がむくんじゃうしメイクも崩れちゃうからうたた寝したくない。


　だからいつも持ち歩いている台本を開いて、しばらくの間気になっているシーンを繰くり返してみた。


　その後は、今日の歌の確かく認にん。歌詞に集中していると、振りを忘れてしまう時があるから気をつけないといけない。


「あーあ……」


　そんなことを城戸の顔色を窺うかがいながら考えていたら、城戸の携帯電話が着信を告げた。表示された名前を見てほんのちょっと面めん倒どうそうな顔をしたってことは、また例の相手なんだろうか。


　急いで楽屋の外に出て行く城戸を見て、昨日のことを思い出す。


　……城戸の様子がおかしい。


　こういう時、本当に俺は城戸のことをなんにも知らないんだと思う。城戸は思っていた以上に俺のことをちゃんと見てくれていて、仕事上だけだとしても俺のことをわかってくれているのに。


　本当に俺って城戸のなにを見てきたんだろうとため息を吐ついたら、昨日言われた言葉が頭の中に甦よみがえってきて気分が沈しずんだ。


　あなたには関係ない、か……。


　確かに俺には城戸のプライベートは関係ないかもしれない。だけど……。


「ちょっとトイレ」


　このまま考え込んでいたら暗くなってしまいそうで、その気分を紛まぎらわせるために外に出た。


　楽屋の外で話していた城戸にそれだけ断ってトイレを目指す。さすがにそこまではついてくる気がなかったのか、わかったと目で答えただけで電話に戻もどった城戸に手を振って返す。


　収録まではまだまだ時間があるだろうし、少しぶらついたっていいだろう。別にどこかへ抜ぬけ出すわけじゃないし、悪いことするわけでもない。ただちょっと一人になりたいだけ。


　だってなんだか変なんだ。


　あの言葉や城戸とのことを考えると、妙に気持ちが落ち込んでいく。なんでこんな暗い気分になってしまうんだろう。


　城戸のことをなんにも知らない。その事実を考えるだけで、わからないけど胸がもやもやする。


「……あれ？　ここ、どこだ……？」


　そんな風にぐるぐると考えながら歩いていたら、いつの間にかまったく見たことのない場所に来ていた。


　本気で知らない場所だ。しかもまったく人ひと気けがない。


　どこかに人がいるのが当たり前のテレビ局にここまで静かな場所があるなんて驚おどろきだ。がらんとした廊ろう下かが妙に白々とした電灯に照らされている。


　とりあえず軽い休きゆう憩けい所のような所を見つけよう。そこで少し時間を潰つぶしてのんびりしてから帰るんだ。……帰れたらの話だけど。


　楽屋への道を聞こうにも周りに人はいないし、なんだか少し不安になってきた。このまま帰れなかったらどうしようなんて、迷子の子供みたいな気持ちになって、それからいやいやと首を振ふってその思いを否定する。


　そうやってしばらく歩いて見つけたのは、小さなスペース。自じ動どう販はん売ばい機きと長イスが置いてあるだけの場所だった。


　そこで飲み物を買い、イスに座って一口飲んでみたけれどなんだか気分が晴れない。


　静か過ぎる辺りはひどく孤こ独どく感と不安感が募って、全然落ち着かなかった。もっと晴れ晴れした気持ちになると思って来たのに、これじゃあ逆効果だ。


　こんなことなら空き室でも借りて一人で稽けい古こすれば良かった。


「城戸に、連れん絡らくしようかな……」


　きっと、すごく怒おこられるだろう。勝手に抜け出しておいて迷ったから迎むかえに来てだなんて、都合が良すぎるって説教されるかもしれない。


　でも、こういう時に頼たよれるのはやっぱり城戸しかいない。


　もし誰だれかがやってきたとしても、その人に迷ったから道を教えてくださいと聞くよりも、怒られたって城戸に来てもらう方がいい気がする。だって、城戸の方が確かだし。


　……でも、やっぱり怒られるのは嫌いやだ。


「どーしよっか……うわぁ！」


　携帯の画面に呼び出した城戸の名前とにらめっこして、どうするべきか悩なやんでいた時、急に電話が鳴り出した。そこには今睨にらんでいた城戸の名前が表示されている。


　あまりにすごいタイミングで鳴り出したせいで、ドキドキとうるさい心臓を宥なだめてから電話に出た。


「も、もしもし」


『和希？　今どこにいるんです？』


　その途と端たん、耳に飛び込んできたのはまくし立てるような城戸の声。


「今、その……ちょっと迷っちゃって」


　本当は局内で迷ったなんて恥はずかしいから言いたくなかったけど、隠かくしても仕方がないことだし、素す直なおに状じよう況きようを説明した。


　そして、とにかく目に付いたものを色々説明すると、そこから動くなと一言残して城戸は電話を切ってしまった。


　これは、かなり怒られるだろうな。


　いつも冷静な城戸がほとんど状況も聞かず電話を切ってしまったんだ。出会い頭がしらに説教は確実だろう。


　とりあえずこの手の中にある缶かんの中味を片付けてしまおうと、ゆっくりと缶を傾かたむけていた俺の耳に、こちらへ向かって駆かけてくる足音が聞こえた。電話を切ってすぐのタイミングで人が通りかかるなんてついてない。もう少し早く来てくれれば、城戸に迎えに来てもらうことなく楽屋の場所を聞けたのに。


「和希、なんでこんな所に……！」


「……っ！」


　そんなことをのんびり考えていた俺は、叫さけぶように響ひびいたその声に、口の中に含ふくんでいたジュースを危あやうく噴ふき出す所だった。それを堪こらえた反動で、変な所に入っちゃって息が詰つまる。


「ゲホッ、ゲホッ……！」


「ああもう、なにしてるんですかまったく」


　派手に咽むせる俺に慌あわてて駆け寄ってきた城戸が、落ち着かせるように背中を撫なでてくる。


　咳せき込みながら、涙なみだ目めで見上げたのはやっぱり間ま違ちがいなく城戸。


　こんなに早いとは思わなくて驚いてしまった。


「き、城戸？　なんか早いね？　ここって楽屋から近いの？」


「急いだんですよ。あんまり走らせないでください」


「走った？」


　城戸の様子から言って、角を曲がってすぐそこに楽屋があるってわけでもなさそう。それなのにこんなに早く現れたってことは、よっぽど急いだってことだ。


「なに、もう時間？」


「いきなりいなくなったら心配するのは当たり前でしょう？」


「……局内で変なことするほど落ちぶれてないけど」


　城戸がそこまで急ぐってことは収録がもうすぐ始まるのかと思ったんだけど、それも外れ。


「そうじゃなくて」


　局内で姿が見えなくなって慌てられるなんて、そんなにまで疑われているのかとため息を吐こうとしたら、真しん剣けんな顔の城戸に遮さえぎられた。


「トイレに行くと言っていなくなったのになかなか帰ってこないから、どこかで倒たおれでもしていたらどうしようかと」


「……そういう、心配？」


「ええ。それに、なんだか元気がなかったので」


「いや、だって……」


　焦あせった表情の城戸に驚いて、それからその考えにも驚いて目を丸める。てっきりまたスキャンダルのことで心配されてるのかと思ったのに、俺のことをそんなに心配していただなんて。


　もしかしたらマネージャーとして当たり前なのかもしれないけれど、城戸がそうだって言うのが意外で、なんだか申し訳なくなった。


　軽い気持ちで抜け出したのに、ひどく悪いことをした気分。


「あの、ごめん」


「大だい丈じよう夫ぶならいいんです。具合が悪くないならスタジオへ行きましょう。本当に、あなたは私を落ち着かせてくれませんね」


　純じゆん粋すいな心配を誤解したことも居たたまれず、控ひかえ目に謝る俺に城戸はやっと安心したように笑って。


　その笑え顔がおに少し気持ちが軽くなって、ごめんともう一度謝った。それから、さあ気合入れて歌いますかとスタジオに向かうために城戸と一いつ緒しよに廊下を歩く。


「これが終わったら次なに？　稽古？」


「次は演劇雑誌の取材ですよ。いい加減自分のスケジュールぐらい覚えなさいと何度言ったらわかるんです」


「だから、そのためにマネージャーがいるんだろって言うのを何回言ったら理解すんの」


　さっきの心配そうな顔はどこへやら。


　厳しいマネージャーは呆あきれたように俺に説教をし、俺はいつもの答えを返す。俺がいちいちスケジュールを覚えなくたって、城戸が全部把は握あくしてるんだからいいじゃないか。むしろそんなの二度手間だ。


　この件に関してはいつも平行線。


　それをわかってる城戸は適度な所で諦あきらめて、だから俺も黙だまってやってきたエレベーターに乗り込んだ。


「わっ？」


　そこまではいつも通りだった。


　扉とびらが閉まり、動き出したと思った次の瞬しゆん間かん、がくんとエレベーターが大きく揺ゆれた。


「なんだ……？」


　普ふ段だんのエレベーターの動きじゃないその振しん動どうに、不安になって壁かべに手をつく。階数表示を見たけれど動いていなくて、どういうことだと城戸を振り返ろうとした矢先、目の前が真っ暗になった。


「なっ……噓うそだろ……」


　あまりのことに、愕がく然ぜんと呟つぶやく。


　妙みような音を立ててエレベーター内が真っ暗になった。階数表示もボタンのランプももちろんエレベーターの中を照らす電灯もすべて。


　動いているような振動もしないし、どうやら完全に止まってしまったみたいだ。


　地じ震しんでもないのに乗っているエレベーターが止まるなんて、どこのドラマだ。


「最低……」


　なんでこのタイミングなんだよ。ありえないだろ。


「どこまでついてないんだよ俺……」


「あなたのツキとは無む縁えんでしょう。この建物は古いですからね。メンテナンスの問題ですよ。明かりも消えていますし電気系統のトラブルかなにかでしょう、まったく」


　壁に手をついてうな垂れる俺の後ろで、城戸が冷静に答えてからため息を吐つく。さすがの城戸も参ってる様子だ。


「連れん絡らく用のボタンとかは」


「押してますが、ダメそうですね」


　携けい帯たい電でん話わを開いた城戸を見て、俺も同じように開いてみたけど圏けん外がいの表示が出ていたから早々に諦めた。


　城戸はそのままどこかに電話をして、この場所を告げている。城戸の電話は通じて、一応外には知らせることが出来たみたいだ。


「まあすぐに誰だれかが気づくでしょう。幸いと言うかなんと言うか、収録前ですしね」


　手て際ぎわ良く今の状況を伝えて通話を終わらせた城戸がぱたんと携帯電話を閉じて、またエレベーターの中が暗くら闇やみに戻もどる。


　確かにそのうち俺たちがいないことは気づかれると思う。それも早いうちに。だけどそれまでここにいなきゃいけないかと思うと、辛つらい。


「落ちたりしないのかな、これ」


「大丈夫でしょう。ワイヤーは別物ですから」


　ふと心配になって、摑つかまる所のないエレベーターの中で手を泳がしてみるけど、城戸は俺の心配を簡単に収めてみせた。


　はっきり言い切るのは、自信があるからと言うよりかはきっと俺を不安がらせないためなんだろう。さっき心配してくれた城戸とのやり取りを思い出して、なんとなくそう思った。根こん拠きよはなんにもないんだけど。


　そして、普ふ通つうならもっと動どう揺ようしているだろう事態なのに、自分が案外うろたえてないことに気づいた。


　エレベーターが止まったことに煩わずらわしさは覚えるのに、不思議と恐こわさはあまりない。


　もちろん一人でこんな事態に陥おちいったら恐おそろしくてたまらなかっただろうけど、冷静な城戸が傍そばにいるからか、俺も平気でいられるみたい。


　いや、エレベーターが止まっても平気だからって、喜べることじゃないけどさ。


　それでも一人でいることに比べたら、城戸がいる分マシだと思う。


　ああ、でも本当にどうしてこうなるんだろう。


　なんだかここしばらく自分が思ってもみないことが多くて、なにがいけないんだろうと考えてしまう。


「本当、最近ダメだなぁ俺」


「珍めずらしいですね、和希がそんな弱音を吐はくなんて」


　どうしようもなくブルーになってしまって、ぽつりと呟いた言葉は狭せまいエレベーターの中に響ひびいてしまい、それを聞き取った城戸が意外そうな声を出す。


　珍しいって、どんなイメージなんだよ。


「俺だって弱る時ぐらいあるんだよ」


　普段なら、見せないけど。


　最近頭を悩なやますようなことが嫌いやってほど続いている。自分でも思っている以上に弱っていたのだろう。


　だからと言ってその姿を誰かに見せたってどうなるものでもないから、いつもは悩みなんてない、みたいな顔をして誤ご魔ま化かしている。なにより弱みを見せると負けた気がするから嫌なんだ。


　今は、真まっ暗くら闇やみで姿が見えないからと思って、油断して本音がちらりと洩もれてしまったんだ。


「あなたなら大丈夫ですよ」


　それに対して答えのように返された城戸の真剣な声が照れ臭くさくて、俺はわざととぼけたように話題を変えた。


「……いつ、動くかな」


　暗くて良かった。上手うまく表情の作れない顔を見られなくて済むから。


　でも、逆に暗いとなると俺だけじゃなく相手のことも見えない。そのことが少し不安に感じる。


「……暗いからって変なことすんなよ」


「変なことってどんなことですか？」


　城戸と暗闇の組み合わせって、実は危ないんじゃないかってことに気づいて忠告のために言った言葉だったのに、城戸の楽しげな声が聞こえた。


「それは……」


「例えば、こんなこととか？」


　いつの間に距きよ離りを縮めたのか、ふわりと抱だき寄せられた次の瞬間、唇くちびるを塞ふさがれた。


「んっ、……ん」


　暗闇の中で施ほどこされるキスの音が、やけに大きく聞こえる。


　濡ぬれた音をさせて入り込んできた舌に、頭がついてこなくて翻ほん弄ろうされてしまう。


　いくらエレベーターの中に閉じ込められているとは言え、きっと外にはたくさん人がいるのに。


「んん……もう！　なにしてんだよっ！」


「なにって、例示しただけですよ。あなたが言う、変なことの例えをね」


　なんとか胸を押して顔を離はなすと、城戸は変わらず楽しそうな声で言ってきた。本気なのかからかわれてるのか、暗闇の中じゃ区別がつかない。


「わざわざ試ためさなくていいっ」


　ともかく離れてくれと胸を押す手に力を込めるけど、意外と力強い城戸にはあまり効果はないようだ。


　人目がないのをいいことに、城戸はさらに耳元に唇で触ふれてくる。


「知ってますか、和希。人間って視覚を閉とざされると他ほかの感覚が鋭するどくなるんですよ。例えばほら、触しよつ覚かくとか」


「ぁっ……」


　耳に直接囁ささやきを吹ふき込まれ、ゆっくりと無防備な唇をなぞられて、変な声が洩れた。甘ったるい、あの時みたいな声。


　それに一番慌あわてたのは俺。


　力いっぱい城戸を突つき飛ばすと、その気配から一番遠ざかる位置に逃にげる。


「バ、バカ！　変なことするなって言ったのに！」


「別に唇を触さわっただけでしょう。そんなに怒おこらなくても」


　俺の唇をなぞったのは、たぶん城戸の指。唇に指で触れただけだ。だから大したことをしてないと言えばそうなのかもしれない。


　けど、そういう度合いの問題じゃなくて、城戸がそういうことをするっていうのが問題なんだ。


「それとも、そんなに慌てるってことは気持ち良かったんですか？」


「真面まじ目めな声でそういうことを聞くな」


　見えていたらきっと神しん妙みような面おも持もちをしているだろう城戸の問いに、恥はずかしすぎて低く唸うなる。


　……確かになんだか普通とは感覚が違ちがった。


　視覚に頼たよらない分、触れた感覚がダイレクトに伝わってきて、正直背筋がぞくりとした。やけにリアルなその感かん触しよくに。さっきみたいなキスをされたわけではなく、ただ指で触れられただけだったのにすごくドキドキした。もしかしたら、キス以上に。


「もっと試してみますか？　本当に感覚が違ちがうか」


　冗じよう談だんなのか本気なのか判断がし辛づらい声こわ音ねで問い掛かけながら、もう一度、さっきとは違う強さで手を摑んでくる城戸に、引き寄せられる。


「城戸……」


　摑まれた手首が妙みように熱くて、それに戸と惑まどって掠かすれた声で名前を呼んだその瞬しゆん間かん。


「おわっ！」


　一気に明かりが復活して、唐とう突とつな眩まぶしさに視界が真っ白になった。


「大だい丈じよう夫ぶですかー？」


　そして何事もなかったかのように動き、扉とびらを開くエレベーター。


　その向こうからかけられた第三者の声に、今の状じよう況きようを思い出す。変な誤解をされたらたまらないと慌てて離れようとしたけど、滲にじむ視界にくらりときてよろけてしまった。


「ほら和希、行きますよ」


　そんな俺の手を取り、あっさりと歩き出す城戸。動揺なんか一欠片かけらもしていないその声に、理り不ふ尽じんな思いが浮うかんでくる。


　城戸から変なことを仕し掛かけてきたくせに、どうして慌ててるのが俺だけなの？


　そうは思ったけど人がたくさんいる中では聞くに聞けなくて、俺はただただ首を傾かしげながら城戸に引っ張られていく。


　戸惑ってる俺がおかしいのかな……。
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「……ふむ。良くなってきたな。もう一歩と言う所だろう」


　そうぽつりと呟つぶやいたのは、俺を散々怒っていた演出家。


　いつもの長机に頰ほお杖づえをついて俺の演技を眺ながめていたその人が洩らした言葉に、思わず動きが止まってしまった。


「どうした？　次のシーン」


「は、はい！」


　促うながされて、言葉を待っていた時の緊きん張ちよう感かんが、噓うそみたいに解ける。


　褒ほめられた。たぶん、あの人に褒められたのは稽けい古こが始まって以来初めてだ。


　でも、良くなってきたってことはまだ完かん璧ぺきではないと言うこと。


　それでも少し道が開けたような気がして、俺はより一層気合を入れてその後の稽古に臨のぞんだ。


　もう一歩。そのためにはなにが必要？


　少し前に進めば、より前へ行きたいのが人間って言うもの。


　どうしたらより上手くあの役を表現できるのだろう。


　それがずっと頭の中を回っていて、考え事をしながら歩いていたものだから何度か壁かべにぶつかりかけて城戸に注意された。


　それでも頭の中はいっぱいで、帰る車の中では台本を読み返した。


　後はなにが足りないんだろう？


「城戸、後で……」


「あ、おかえり、カズ。おかえりなさい、城戸さん」


「……ハル？」


　そして帰ってきた城戸の玄げん関かんで、開けられたドアをくぐった俺は、あるはずのない声を聞いた。


　ぱたぱたと廊ろう下かを駆かけてくるスリッパの音は聞き慣れたリズム。それと共に現れた顔に、勝手にその名が口から洩もれる。


　可愛かわいらしく笑う、ここにいるはずのない人。


「あ、どっちかって言うと、僕がお邪じや魔まします、かな？」


「いやそうじゃなくて」


　どうしてここにいるのという意味の呼びかけに対し、首を傾げて見当違いの答えを返してくるハルに即そく座ざにつっこんだ。


　このボケっぷりは間ま違ちがいなくハルだ。俺と同じ顔で、だけどまるっきり正反対の性格の双ふた子ごの兄、春希。それは俺が失しつ恋れんをした相手。疲つかれのせいで見えた幻げん覚かくじゃない。


「なんで？　どうしてハルがいるの？　え、ここ城戸の家だよね？　俺なんか間違った？　それともこれってリアルな夢かなんか？」


「カーズっ。そんなに一いつ遍ぺんに聞かれても答えられないよー」


「あ、ごめん……」


　驚おどろいて思うままに疑問をぶつけたら、困ったように苦笑いをされてしまった。だって、まさかハルがいるとは思わなかったから、本当にびっくりしたんだ。


「カズにご飯作りに来たんだよ」


「え、わざわざ？　どうして？　なんで来てくれたの？」


「……とりあえずさ、上がろうよカズちゃん。話はそれから。そこに立ってたら城戸さんが入れないよ？」


　にっこり微ほほ笑えむハルを前にしてまた質問攻めを繰くり返してしまい、それもそうだと慌てて靴くつを脱ぬいだ。


「はい」


「……あ、うん」


　当たり前のように手を出されて、一いつ瞬しゆん戸と惑まどってからその手を握にぎる。そしてその手に引っ張られて、廊下を歩いた。今まで自然としていたことなのに、そんなこと考えもしなかった。


　ハルの手を握る自分の手が、少しぎこちない気がする。


　いつも俺からしていたことなのに、今は意識しないと手も繫つなげない。


　……俺、まだハルのこと引きずっているんだろうか？


「……カズ、どうしたの？」


「え？　あ、なんでもないよ。お腹なか空いたなーって思っただけ」


　黙だまって歩いていた俺に、ハルが心配そうな顔をして問い掛けてきたからすぐさま笑え顔がおを作って答えた。








「城戸さんって、本当にカズのことよく見ててくれるいい人だね」


　久しぶりにハルが作ってくれた食事を堪たん能のうしながら楽しい夕食の時間を過ごした。それでもまだ喋しやべり足りなくて皿洗いをしているハルに向かって話していたら、ハルが突とつ然ぜんそんなことを言い出した。


　あまりにも唐突に言われたそれに、最初頭がついていかずに変な間が出来る。


「あ、あいつが？　いい人？　ハルぅー、相変わらず見る目なさすぎだよー」


　ハルに言わせると、ご飯を残さなきゃどんな悪人だっていい人に変わっちゃうんだからその目は当てにならないと思う。


　しかも城戸とは俺と一いつ緒しよに行く現場でしか会ってないようなものなのに、それでそんなこと言い切るんだからすごい。


　そんな風に笑って軽くいなそうとしたら、予想外に真しん剣けんな顔したハルが俺のことをじっと見てきた。そして洗っていた皿を置いて、しっかりと俺へ向き直る。


「なに言ってんの。今日だって、カズが頑がん張ばり過ぎて疲れてるみたいだから会いに来てやってって城戸さんに言われてご飯作りに来たんだよ？　そんなに見ててくれてるのに心配してないわけないでしょ？」


「……あいつが？」


　半ば怒おこってるような口調で言われたそれに、驚いてまばたきを繰り返す。城戸がハルを呼んだって？　俺に元気がないからって、わざわざ？


「だってそうじゃなきゃ僕が先にここに来られるわけないでしょ？　先に鍵かぎを渡わたしてもらって、用意して待ってたんだよ。ちゃんと帰る時間も教えてくれたから、夕飯間に合うように作れたし」


　ただただ口を開けっ放しにして呆ぼう然ぜんとしてる俺に、ハルが言い聞かすように言葉を重ねる。確かにそうだ。家主じゃないハルが中に入るためには鍵が必要だけど、それを持ち主から借り受けたんだ。


　じゃあ、本当に城戸がハルのことを呼んだの？


「カズ、ちゃんとお礼言いなよ？　あんなにちゃんとカズのこと見てくれる人、他ほかにいないんだから」


　すっかり叱しかるモードになってるハルに勢いだけで頷うなずくと、ちゃんと言うんだよともう一度念を押された。


　だけどそれをしっかり約束するのはなんとなく嫌いやだったから、曖あい昧まいに頷き返す。


「……カズちゃんはまだまだ子供ですね」


　そしたらハルがなんだか意味ありげに笑った。その言い方はわざとらしくてむっとしたし、含ふくみのあるその言葉の意味を知りたかったけど、ハルはぴんと人差し指を立てて俺を制して首を傾かしげた。


「わかった。きっとあれだ。カズはチルチルなんだよ。それともミチルかな？」


「なにそれ。お菓か子し？　それともアニメのキャラ？　なんかの名前？」


「さぁねー。そのうちわかるよ、きっと」


「なんだよそれ！　ハルの意地悪！」


「こういうのはね、自分で気づくことに意味があるんだよ」


　一人で言うだけ言って満足してしまったらしいハルは俺に取り合わず、鼻歌を歌いながら皿洗いに戻もどってしまう。


　今までだったら、俺が少し駄だ々だをこねればハルはすぐになんでも教えてくれたし言うことを聞いてくれたのに。


　ハルが俺から離はなれて少し大人になってしまったみたいで変な気分だ。


　……ハルに失恋して、顔を見るのが少し辛つらかった。会いたいのに会いたくなくて、だから家に帰らなかったくらいなのに、今はこうやって顔が見られるし普ふ通つうに話が出来る。


　まだどれぐらいの距きよ離り感かんを取ればいいのかわからないけど、こうやって傍そばにいても胸がざわつかない。城戸と生活するようになって、今までハルに対する寂さびしさとか辛さを忘れていたことに気づいた。


　……これって、城戸のおかげなんだろうか？











「本当にお前がハルのこと呼んでくれたの？」


　ハルが帰ってすぐ。前振ふりもなにもなく唐とう突とつにそう問い掛かければ、一瞬戸惑った城戸はそれでも優やさしく微笑んでみせた。


「あなたは少し頑張りすぎるところがあるから。それで倒たおれちゃ元も子もないでしょう？」


　しっかりと頷きはしなかったけど、それは肯こう定ていの印だった。


　……城戸がわざわざ俺のためにハルを呼んでくれた。


　なんでこいつってこうなんだろう？


　面と向かって優しくするわけじゃない。わかりやすく大切にされるわけじゃない。むしろその言葉はいつだって厳しかったりからかったりで、長い間一緒にいるのにさっぱりわからないビジネスパートナーだったはずなのに。


　気づけば城戸はいつでも俺のことを気き遣づかっていてくれる。


　その言葉に励はげまされたり、見えない所での行動に支えられたりしていた俺は、今までそのことにまったく気づいていなかった。


「ハルに、いつ鍵かぎ渡わたしたの？」


「あなたの取材中にですよ。先に入っていてもらった方がいいかと思って、スタジオまで来てもらって渡しに行ったんです」


「そっか……」


　そう言えば今日の取材の途と中ちゆうで城戸が抜ぬけた時があったっけ。別に撮さつ影えい中だったから気になんなかったけど、その時ハルに会ってたんだろうか。


　そこまで、してくれたんだ。


「あなたが頑張っているのは私がよく知っています。だからこそ、たまには気を抜いてください」


　なんて言っていいのか迷いながら、それでもなにかを言わなきゃと口を開いた俺を遮さえぎって、城戸はなんのためらいもなく言い切る。


　どうしてここまで言い切れるんだろう。俺のことなのに、どうしてそんなに自信持って言えるんだろう？


　どうしよう。そんな風に急に優しくされたら調子が狂くるってしまう。


　いつもは嫌きらいなはずのその笑顔が妙みように頼たのもしく見えて、どう反応したらいいのか困ってしまった。


　いつものように冷たくて問答無用で厳しくしてくれないと、嚙かみ付いたり逆らったり出来ないじゃないか。


　なんて返そうか口を開け閉めさせながら考えていたら、それを見ていた城戸がメガネを指先で押し上げ軽く笑った。


「まあ、私に出来る息いき抜ぬきなら手伝いますが？」


「へ？」


　一いつ瞬しゆん本当にその意味がわからなくて目を丸めた俺を見て、城戸は口の端はしを上げて微ほほ笑えむ。


　城戸に出来る息抜き？


「……あ、いい。それはいい、いらない！」


　その表情から未いまだに忘れられない『息抜き』の心当たりが浮うかんできて、慌あわてて否定する。


　そんなものいらない。城戸にしてほしくなんかない。


「さて、和希は赤くなってなにを期待してるんですかね？」


「き、期待なんかしてない！　自分で言い出しといて、俺だけ変なことを考えてるみたいに言うなっ」


「私は別になにも言ってませんけど」


　真っ赤になって慌てる俺の様子をくすくすと笑った城戸が、いらない追い討うちをかけてくるから尚なおのこと焦あせった。


　少し優しいと思って見直したらすぐこれだ。


　あんなもの息抜きになるわけないのに。ただ城戸が楽しんだだけじゃないか。……それとも、あれも城戸にとっては仕事なんだろうか。


「……」


　自分で考えたことで妙に胸がざわついて、顔を上げたらこっちを見ていた城戸と視線が合った。どちらも一瞬にして笑いが抜け落ち、視線に磁力があるみたいに目が離せなくなる。


　そして視線を絡からみ合わせたまま、城戸が近付いてくる。


　自然な仕草でメガネを取った城戸に、俺はどうしてか逆らう気が起きず、なにも言わないままに唇くちびるが重なる。


　角度を変え、深くなるキスに、俺は縋すがるように城戸の肩かたを摑つかんだ。それと同時に城戸の腕うでが背中に回され、距きよ離りが縮まって余計キスが深まる。


　息が出来ずに苦しいと思った次の時にはついばむようなキスを落とされ、考えるより先に与あたえられる熱に思考が蕩とろけそうだ。


　何度も何度も、唇の熱が同じになるくらいキスを繰くり返し、力が抜けそうになる手で肩を摑み直す。


「ぁ……ちょっ……と待てっ！」


　そして背中を滑すべった城戸の指先が腰こし元もとで止まり、シャツの間から潜もぐり込んできて肌はだに触ふれた瞬しゆん間かん、我に返った。


　危あやうく意識が飛んだまま流される所だった。


「き、城戸！　ま、待った！　ストップ！」


　俺、なにしてるんだろう。


　慌ててその体を引き離して距離を取る。城戸はなにも言わず離れてメガネをかけ直した。そして濡ぬれた唇を拭ぬぐう。


　それにつられて、俺もごしごしと手の甲こうで唇を拭いながら最初の時とも、エレベーターの時とも違ちがう雰ふん囲い気きに戸と惑まどった。


　どうして俺は城戸とキスなんかしてしまったんだろう？


　どうしてこんなギリギリの所まで流されてしまったんだろう？


　妙に張り詰つめた空気にどうしていいのかわからず、俺はもう一歩分後ろに下がると気まずい雰囲気を吹ふき飛ばすために息を吸い込んだ。


「本当にもういらないから！　ハルが息抜きになったからなんにもいらない！　ありがとう！　城戸はよく出来たマネージャーだな！」


　勢いに任せて言葉を叩たたき付けるように、半ば棒読みに大声で叫さけぶと、張り付いた微笑みでそれを受け止めていた城戸が、ほんの少しだけ目を伏ふせた。


「……やっぱりあなたには春希さんが必要なんでしょうね。私なんかより」


　さっきまでと同じトーンに聞こえはしたけど、その言葉に含ふくまれた自じ嘲ちよう的な響ひびきに思わず息をのむ。


　今まで城戸がそんな風に言ったことがなかったから、ひどく驚おどろいた。


　なぜだろう。城戸にそんな言い方をされると、胸の奥が締しめ付けられる。そんな顔、見たくない。


「城戸も……っ」


　そして、気づいたら口が勝手に動いていた。別に慰なぐさめるつもりなんてなかったけど、口が動いてしまったんだから仕方ない。言いかけてやめるなんて思わせぶりな真似まね、したくなかったし。


「城戸も、俺には必要、だよ」


「……ありがとうございます。今だけの言葉でも、嬉うれしいですよ」


　勢いは落ちたけど、それでも告げた言葉に、一いつ時とき驚いたように目を丸めた城戸は、柔やわらかに微笑んでそう返してきた。


　安い慰めに聞こえたかもしれないけど、本当にこれはお世辞じゃない。


　なんだかんだ言いながらも、やっぱり俺のマネージャーはこいつ以外考えられない。


　それはこの場のための噓うそじゃなく、俺の本心。


「今だけじゃないよ。今、改めて思っただけ」


　こうやって言葉を重ねるのは城戸のためじゃない。俺がその場の雰囲気を良くするために口からでまかせを言う男だと思われたくなかったからで、つまりは俺のイメージのため。だから、本当に城戸がどうとかじゃないんだ。


「そう思ってくれるなら、明日はしっかり私の言うことを聞いてくださいね。わがまま言わずに、ちゃんと」


「……明日？　明日は休みだろ？」


「だから、です。明日は私に付き合ってもらいますよ」


「付き合うってどこに？」


「それは明日のお楽しみです」


　だけど、にっこりと微笑んで部屋に戻もどっていった城戸のセリフに、後こう悔かいの念が押し寄せてきた。


　自分で言ってしまった手前、即そく座ざに拒きよ否ひ出来なかった俺を見て楽しそうにメガネを光らせる城戸に、なんだか少しはめられた気がした。




　─７─







「和希」


　肩を叩かれ城戸に声をかけられてるのはわかってるけど、俺は座席の手すりを握にぎったまま動けなかった。


「和希、和希。出ますよ」


「うー……」


　本当はカーテンコールの前に出て行かなきゃいけないのに、明るくなってしまった今俺がいることに気づかれ始めて、騒さわがれ出しているのもわかっている。だけど。


「城戸ぉー、感動しすぎて立てないー」


「……まったくあなたは」


　あまりにも集中して見ていたせいで、体に力が入らない。城戸はため息を吐ついて、涙なみだをぼたぼた垂らして唸うなる俺の脇わきに手を入れて立たせてくれた。


　だってだって、本当に最高の舞ぶ台たいだったんだからしょうがないじゃないか。


　その中でも憧あこがれのあの人は演技も存在感も飛び抜ぬけていて、出てきただけでがらりと雰囲気が変わる。それなのにその空気は一いつ切さい他の人を否定せず、不思議と馴な染じんでしまうのだからすごい。


　そんな演技に魅み入いってしまっていたら、いつの間にか時間が経たってしまってこの状態。








　そもそもこんなことになっているのは、城戸が言い出したことからだった。








「不ふ破わ将しよう吾ごの舞台？　本気で言ってるのそれ？」


　いつもならぼんやりしてなかなか頭が働かないはずの寝ね起おきに言われたのに、驚きですっかり目が覚めてしまった。


　不破将吾。それは俺がずっと憧れていて目標にしている俳優。


　ドラマはもちろんだけど、彼の存在が一番際きわ立だつと感じるのは特に舞台での演技で、一度見るとどんな人でも必ずと言っていいほど虜とりこになる。


　そんな人の舞台が、今日見られると城戸は言った。


「冗じよう談だんとしては面おも白しろくないでしょう？」


　当然疑問を抱いだく俺に対して、城戸はあっさりとそう言い放つ。確かにこんな冗談言った所でなんのメリットもないし面白くもない。


　だからと言って、冗談じゃないって言う理由にもならないけれど。


「昨日、私の言うことを聞くと約束したでしょう？　今日は演技の勉強のために観劇してもらいます」


「勉強？」


　それだけのために、発売された日に即そく完売で入手困難って言われるチケットを取ったって言うのか？


　ソファーに座ったまま、まだ疑う目をして見上げてる俺に、城戸は肩かたをすくめてため息を吐いた。


「まあ早い話、これからまだまだ和希に頑がん張ばってもらうのに、残念ながら私の言葉では力不足なようなので」


　ひらりと妙みように華か麗れいに取り出されたのは二枚のチケット。


「手っ取り早く物で釣つろうと思いまして」


「うそ、すごい！」


　そこに、実はチェックしていた舞台のタイトルが書かれていることを読み取った俺は、飛び跳はねてチケットを取りそのままの勢いで城戸に抱きついた。


　公演があると知ってからずっと見たかったけれど、チケットは取れないしスケジュールは空かないしと絶対無理だろうと諦あきらめていた。その舞台に本当に行けるなんて。


　不破さんの舞台が見られる。それが俺の中でどんなにすごいことか、言葉では足りなくて、思わず城戸に抱きついてしまった。


　突とつ然ぜん飛びついた俺にも慌あわてず騒がず受け止めた城戸は、ぽんぽんと子供にやるみたいに背中を叩たたいてくる。その仕草がちょっと子供扱あつかいされてるみたいで気になったけど、今はそれどころではない。


「ほんっとうに本物のチケットなんだよね、これ」


「一時の噓のためにこんなものは用意しませんよ」


　確かに今日の日付、しかも印字されている席番は一番前とはいかないけれど、見るからにいい席のようだ。


「どうやって手に入れたの？　超ちようプレミアムチケットじゃん」


「まあ、ちょっとした伝つてですよ」


　意味なく裏返したり透すかしたりと一枚のチケットを堪たん能のうしている俺とは正反対ながらも、城戸は俺につられたのか口の端はしがちょっと笑ってる。


　自分でも過か剰じような反応だと思うけど、無理だと思っていたからこそ嬉しくてしょうがないんだ。


「ああもうどうしよう！　超嬉うれしい！」


　初めて見た時から、ずっと憧れて目指してきた不破さん。演技をすることの楽しさを見み出いださせてくれた俺の憧れの人。


　いつもスケジュールの都合がつかなくて泣く泣く諦めては、不破さんが出ているＤＶＤを買い集めて何度も繰くり返し見てたんだ。それが今日は生で見られるなんて！


「なあなあ、いつ出る？　もう出る？　俺なに着てこうかなー。城戸もやっぱりオシャレしとく？」


「……私でいいんですか？」


「え？」


　飛び跳ねながら着ていく服を悩なやんでいた俺に、戸と惑まどうような城戸の声がかかって驚おどろいた。見れば城戸は困ったような顔をしている。


　なにを言っているのかわからずまばたきを繰り返していると、城戸は少し気まずげに微ほほ笑えんでみせた。


「春希さんと一いつ緒しよに行かれるのかと思っていたんですが」


「え、あ……」


　その言葉で、城戸の戸惑いの訳を知る。


　二枚のチケットは、俺がハルと一緒に行くだろうと思って用意してくれたのだろうか？


「いや、ハルは、きっとほら、大学忙いそがしいだろうし、他ほかのことでも忙しいだろうし……あ、ほらお前さっき勉強って言っただろ？　だからマネージャーがついてくるのが当たり前だろ？」


　考えれば、自分のスケジュールより把は握あくしていたハルの時間割でいくと、舞台の公演時間は空いているはずで、前までの俺ならたとえ空いてなくたって強ごう引いんに誘さそっていたはず。


　だけど俺は当たり前のように城戸と行く気だった。


　どうしてだろう？　最近、城戸のことが苦手じゃない。少し話す機会が増えたおかげで、今までより城戸のことが嫌いやじゃなくなったからだろうか。


　……別に深い意味はないんだ。ただ、なんだか城戸と行くことしか考えられなかった。


　そう必死で訴うつたえている俺がおかしかったらしく、城戸はくすくすと笑って頷うなずいた。そして俺が一枚しか取らなかったせいで残っていたチケットを掲かかげる。


「それじゃあお言葉に甘えてお供させていただきます」


「そうそう。だってお前、俺の監かん視しなんだろ？」


「そうですね。それじゃあ不破さんの舞台に感動して泣くだろう和希をしっかり監視しますよ」


「……お前って本当嫌な奴やつ」


　せっかく俺が喜んでるって言うのに、余計なことを言うんだ。


　そりゃ俺はＤＶＤ見るたびに泣いてますよ。


　セリフも動きも全部覚えてる舞台やドラマの映像を見て毎回泣いてる。それを知っていてしかも、俺がそれを言われたくないのもわかっていてからかうなんて、嫌な奴だ。


　そう素す直なおに口にすれば、城戸は微笑みをたたえたまま首を傾かしげて見せて。


「おや？　それならこのチケットはいらないんですか？」


「くっ、卑ひ怯きよう者……！」


　油断していたわけじゃないのに、気づけば一いつ瞬しゆんにして俺の手から抜ぬき取られていたチケットを片手に言われれば、強い態度に出られるはずもない。


　俺が歯を食くい縛しばって拳こぶしを握にぎり締しめると、城戸はひらひらとそれを振ふって見せる。


「なんて冗談はさておいて、気合入れて支し度たくしてきてください。二に度ど寝ねは禁止ですよ」


「それこそ冗談。しろって言われても出来ません！」


　それからまったく表情を変えないままに平然と話を元に戻もどした城戸に、俺も慣れた調子で答えた。


　そして俺は再び手元に戻ってきたチケットにキスをかましてスキップで部屋へと戻ったのだった。








　そんな訳でやってきた舞ぶ台たいを見終わり、俺は感動の渦うずの中にいた。


　感動しすぎて完全に体の力が抜けきってしまい、なんとか立ち上がっても足元が覚おぼ束つかない。でも、帽ぼう子しもサングラスもなにもないせいで、周りの人に顔はばれているし、あんまりかっこ悪いところは見せられないと気合を入れて座席から離はなれる。


　すると、城戸が俺の顔を覗のぞき込むようにして少し苦味のある笑いを見せた。


「憧あこがれの人にそんな情けない姿を見せるつもりですか？」


「……え？」


　城戸の指先が、俺の濡ぬれた頰ほおを拭ぬぐう。それにほんの少し気を取られて、言われた言葉が一度頭の中を通り過ぎた。


　憧れの人？


「挨あい拶さつ、していくでしょう？」


「……っ！」


　言われてはっとする。


　不破さんに挨拶？　直接、会えるってこと？


「俺顔洗ってくる！」


「そのままの顔の方が、わかりやすく感動が伝わっていいじゃないですか」


　こんなに涙なみだでぐしゃぐしゃの顔を憧れの人に見せるなんて出来ない。初対面の印象は大事なんだ。


　そう思ってトイレへと駆かけ出そうとする俺に、城戸はなんだかやたらと楽しそうに笑ってそんなことを言ってきた。


　確かに本当に感動して泣いた顔だから、隠かくす必要はないだろう。でもそれを素直に受け入れられない理由がある。


「お前がそう勧すすめるってことはよっぽどひどい顔してるんだな、俺」


「……確かにひどい顔をしていますが、私は今の方が好きですよ」


「な、なに言ってんだよ。やっぱり俺、顔洗ってくる」


　俺の顔をじっくりと見つめてから笑え顔がおで言った城戸に、不覚にもどきりとしてしまった。


　それが本心なのかそうじゃないのかはわからない。だけど妙みようにドキドキとうるさい心臓を押さえ、俺は誤ご魔ま化かすようにトイレへと走っていった。


　本当に、あいつは一体なにを言っているんだ。


　こんな風にひどく泣いた顔を好きだなんて……。


「ああもう！　バカ！」


　こんな顔見せられるはずないんだから、変なことを言わないでほしい。


　ひどい顔って認めたのに、その上でそれでもいいなんて、意地悪だ。


　手早く顔を洗って城戸の所に戻りながらも、まだ心臓はドキドキと騒さわぎ続けていた。











「城戸！　城戸！　乾かん杯ぱいしよう！」


　家に帰って来ても興奮状態だった俺は、勝手にグラスを持ち出して城戸に向けて差し出した。


「家で飲むくらい、いいでしょ。ね？」


　別に酒を飲むことが禁止されているわけじゃないけど、だからと言って推すい奨しようされているわけでもないから最近はほとんど飲んでない。外で食事する時は大たい抵てい城戸が車を運転するために飲まないし、そうなると俺だけ飲むのも微び妙みようで結局はほとんど禁酒状態なんだ。


　別に元からそんなに飲むのが好きなわけじゃない。ただみんなで騒いでる所にあるから飲むぐらいだったんだけど、今はとにかく乾杯したい気分なんだ。


「仕方ないですね。明日に響ひびかないようにしてくださいよ」


「わかってるって！　ほら」


　その俺の勢いに負けたのか、城戸は肩かたをすくめて了りよう承しようしてくれた。


　その言い方からして俺一人に飲ませるつもりだったようだけど、そうはいかない。はいこれとグラスを押し付ければ、一度受け取った城戸はそれをテーブルに置いて、どこからかワインを持ってきた。飲めればなんだって良かったんだけど、確かにこれなら乾杯って雰ふん囲い気きかもしれない。


　ワインの注がれたグラスを手に、城戸の隣となりに座ると体を捻ひねって向かい合う。そしてなにに乾杯するのか考えさせる隙すきを与あたえず「不破さんに乾杯」とグラスを合わせると、一気にそれを呷あおった。


「あーもう、ホント最高だった！　想像していた以上にかっこよくて、渋しぶくて、いい人だった。すごいよな、演技で人を感動させられるって、本当にすごい」


　あの後、城戸に連れられて不破さんの楽屋に行った。


　普ふ段だんの俺からじゃ考えられないくらい緊きん張ちようして話せなかった俺に、不破さんはとても優やさしく接してくれた。その上俺のことを知っていて、ドラマまで見てくれたことがあるって言われたんだ。


　そして、俺の演技がいいから、そのまま伸のばしてほしい。いつか共演したいと言ってくれて、せっかく洗った顔を再び涙で濡らすことになった。


　とにかく感動と興奮で頭が真っ白で、あまりにも緊張しすぎて、残念ながら話した記き憶おくはほとんど飛んでしまったけど。


　その興奮がまだ続いていて、今はとにかく喋しやべりたい気分。


「あなたは本当に不破さんが好きなんですね」


「そりゃああの人は俺の目標だもん」


　メガネを指先で上げ、一口ワインを飲んで言う城戸の言葉に、俺は意気込んで答えた。


「本当はさ、俺、この仕事を長く続ける気なかったんだ。だって流行はやり物だと思ってたし、大して面おも白しろいこともないと思ってたから」


　自分で注いだワインを一口含ふくみ、唇くちびるを湿しめらせるといつもは口にしない気持ちがすんなり洩もれた。


　興奮のせいで少し気持ちの蓋ふたが緩ゆるくなっているのかもしれない。


「でも、たまたまハルと一いつ緒しよに見に行った舞ぶ台たいに不破さんが出てて、それで考え方がまるっきり変わった。あの人みたいになりたいって思ったんだ。そんなの初めてだった」


　城戸が先を促うながすように頷うなずいてくれる。その顔に、驚おどろきを覚えた雰囲気がなかったことに少しびっくりした。


「……城戸って、俺が不破さんのことを好きだって知ってた？」


「もちろん」


「なんで？」


　当然のことのように頷く城戸に、俺の方が驚いてしまう。だって、そんな話を城戸としたことはなかったし、俺がはっきりと不破さんのことを好きだと言った覚えもない。


　それなのに城戸は、俺が不破さんに憧れていると言うことをちゃんと知っていた。


　そう言えば舞台に行く前も、俺が不破さんの演技を見て感動して泣くと言うことをわかっていたようだった。


　それって、俺がかなり好きだと知っていたからだよね？


「彼の舞台の映像は何度も何度も繰くり返し見ているし、舞台のポスターがあれば必ず足を止めて見ていたでしょう？　それに、舞台をやっている日になると、普段は気にしないスケジュールのことを気にしだして。今まで時間を空けてあげられなかったことを申し訳なく思ってるくらいですよ」


「……そこまで気づいてたんだ」


　口にはしてなかったけど、態度には出ていたんだ。それを、城戸はしっかり見ていてくれた。


「うん、俺、不破さんの演技に憧れてる。あの人の演技を見てから、ただその場でセリフを言うだけの役者じゃなくて、その人を人としてしっかりと存在させることの出来る演技力が欲しいと思った。それから、どの仕事も無む駄だなもんなんか何一つないって気づいたんだ。どれもが大事な経験になる。だからどれにも手を抜ぬかない。そう決めた」


　俺の言葉を、ただ受け止めて優しく笑う城戸。その笑い方が優しくてくすぐったくて、無駄になみなみとワインを注いでやった。


　きっと、後で素すに戻もどったらものすごく恥はずかしくなると思う。こんなのわざわざ人に語ることじゃないし、なにより今までの城戸になら言わなかったことだ。


　だけど、なぜだか今は城戸に聞いてほしかった。


　俺のことを、こんなにわかってくれていたなんて知らなかったし、思ってもみなかった。


　だって俺は誰だれに対しても自分を隠していたから。


　本当の自分を隠かくして見せずにきたのに、城戸はちゃんと俺のことを見ていてくれた。そのことがなんだか嬉うれしかった。


「俺もあんな風になりたいって思う。人の気持ちを動かせるような役者に。……でも、今少し自信ない」


　今日、感動した分、余計にそんな思いが生まれた。


　自分の立場を改めて振ふり返ると、苦い気持ちになって自然とため息が洩れる。


「舞台だって、せっかく与えてもらったチャンスなのにうまくいかないし……」


「なにがです？」


「……城戸だって知ってるじゃん。役の気持ちをちゃんと理解してたつもりなのに、すごい注意されるし、そんなのまだ出来てない証しよう拠こだろ。ちょっと褒ほめられたって他ほかの所でその倍ダメ出しされるし、それだけじゃなくて……」


「だから、あなたは難しく考えすぎなんだと言ったでしょう？」


　愚ぐ痴ちっぽくなってしまった俺に、城戸は少し怒おこったように口を開いた。それは愚痴に対してじゃなく、俺の考え方に対してのようだった。


「悩なやむのは大事です。だけどその思いに囚とらわれて動けなくなったら意味がないでしょう？　だから考えるのは程ほどほどにして、まずやってみればいいんです。あなたが出来ると信じて頑がん張ばれば、必ず出来ます。大だい丈じよう夫ぶ。あなたにはその力があるんですから」


「……なんで城戸がそんなに自信持って言うんだよ？」


　俺のことなのに、あまりにもはっきり城戸が断言するから、少し戸と惑まどってから低い声で返した。


　少し拗すねた口調になったのは、その気持ちが恥ずかしくてくすぐったかったからだ。


「何年あなたを傍そばで見てきたと思うんです？　言わせてもらうなら、あなたよりもあなたのことはわかっているつもりです」


　そして城戸は当然だとばかりに言い切る。


　城戸は、俺のことを俺以上に知っている。今までだったら不愉ゆ快かいだったはずのそのことが、今は妙みように恥ずかしい。


「その私が言うんだから間ま違ちがいありません。あなたは出来ますよ」


　あまりにも優しく柔やわらかい声で言う城戸に、胸の奥のどこか深い所がぎゅっとした。よく知ってる笑えみのはずなのに、初めて見たかのようにドキドキする。


　こいつって、こんな柔らかい顔して笑っていただろうか？


　もっと張り付けたような営業スマイルじゃなかった？　それとも、俺がそう思って見ていただけ？


　そんなことを考えてドキドキしている自分に気づかれるのが嫌いやで、俺は慌あわてて話を逸そらすことにした。


「えっと、城戸はさ、どうしてマネージャーになったの？」


　勝手に話したとは言え、俺だけ憧あこがれの人の話をバラしたんだからずるい、と前なら口を尖とがらせて言ったかもしれないけれど、今は純じゆん粋すいに疑問に思ったから問う。


　そう言えば今まで城戸に興味を持ったことがなかったから、その理由を聞いたことがなかった。


　どうして城戸はマネージャーになったんだろう。ルックスがいいんだから、誰かの補ほ佐さにつかなくたって、自分が前に出られるだろうに。そうじゃなくたって、もっと向いている仕事がありそうなのに。


「……そんな大層な理由はありませんよ。たまたまバイトでこの世界に関かかわって、そのまま就職しただけです」


　俺があまりにも興きよう味み津しん々しんのように顔を覗のぞき込んで聞いたからか、城戸は少し困ったように肩かたをすくめた。


「本当に？」


　あっさりしたその答えに、思わず聞き返してしまう。すると城戸は不思議そうにまばたきをした。


「なぜ噓うそだと思うんです？」


「いや、別に意味はないんだけど」


　なんとなく、城戸だからもっと深い理由があるのかと思っていた。


　例えば俺みたいに誰か憧れの人がいたとか、どうしてもこの世界でやりたいことがあったとか、そういう理由があるような気がしたんだ。


　だけど城戸は少しだけ笑って首を振った。


「まあ、ある人の影えい響きようではあるんですけどね」


　その言い方がとても意味ありげで、俺は身を乗り出して城戸を見た。


「影響？　城戸が影響受ける人なんているの？　誰？　それ誰？」


「内ない緒しよですよ」


　だけど笑って誤ご魔ま化かされてしまう。


　城戸が影響を受けるような人がいたなんて、そんなの初耳だ。


　どんな人なんだろう。城戸が憧れるくらいなのだから、よっぽど立派で完かん璧ぺきな人なんだろう。名前ぐらい教えてくれてもいいのに。


「とにかく、元気が出たみたいで良かったです。だいぶ落ち込んでいたみたいだから」


「……俺が？」


「ええ、だいぶ」


　今度は城戸が話を変え、俺が首を傾かしげる。


　確かに写真を撮とられたり、演技のことを叱しかられたりして落ち込んではいた。だけど、色んなことで気持ちを引き上げてもらってだいぶ復活したんだけどな。


　でも、それで城戸は色々してくれたのか。俺が落ち込んでると思って、直接わかりやすいものではないけど、色々世話を焼いて優やさしくしてくれた。


　きっと今日の舞台のチケットも、気晴らしとやる気アップを合わせた、城戸からのプレゼントだったに違ちがいない。


「別に俺、そんな落ち込んでませんけど？　だって超ちよう人気のアイドルだし」


「知ってますよ。和希のことはなんでも。だからわかるんです」


「なにそれ」


　かっこよくて可愛かわいくて、人気があって仕事もあって、落ち込むことなんか一個もないでしょとうそぶく俺に、城戸はなんの自信からかそうきっぱりと言い切った。


　普ふ通つうなら冗じよう談だんと笑う所だけど、こいつだけにありえそうで、仕方ないから笑う代わりに鼻を鳴らした。


　本当にこいつ相手ってやりにくい。


　厳しく言われるのも苦手だけど、優しくされるのも実はやりにくくて困る。どういう態度を取ったらいいのか、まったくわからなくなってしまう。


　ただ優しいだけの城戸の態度にはどうしたらいいか、慣れてないからわからない。自分の心の中のことなんて、誰にも語りたくないのに。


「話すだけでもだいぶ違ちがうと思いますよ？」


　こんな風に優しく声をかけられたら、弱い俺が出てきてしまう。


「……自信ない」


　口から零こぼれ落ちたその言葉は、とても小さく聞き取り辛づらいほど弱々しいものだった。


　それはずっと誰だれかに聞いてほしかったけど、誰にも言えなかった俺の本音。


「それは、なにについてですか？」


「演技も、なにもかも。みんなが言う『高篠和希』でいられる自信がない」


　だけど城戸が柔らかい声で返してくれるから、動き出した口が止まらなくなる。


　たぶん城戸は、俺が一番弱った姿を見せたくなかった相手なのに、その相手に向かって俺はその気持ちを話していた。


「イメージが大事だってわかってる。だからみんなの望む通りの俺でいたい。そう思ってたら、段々本当の自分がどれなのかわかんなくなっちゃったんだ。違うって言われるのが恐こわくて、自分をどう出したらいいのかわかんなくなって、いつの間にかなにも飾かざらないで誰かの前に立てなくなった。素すの俺でいられないんだ……」


　普ふ段だんからずっと他人を意識している。誰かに見られることばかりを考えて、それが空回りしている気がする。


　俺はこうじゃないとか、こんな時はこうしなきゃなんて、仕事じゃない時は考えなくてもいいはずなのに、どうしても意識してしまう。


「城戸のことも、勝手にイメージ付けて、勝手に嫌きらってた。中味なんか全然見てなくて、すごく表面的な所で判断してた。こんなの、俺の方がよっぽど嫌な奴やつだ」


　そんな自分が嫌なのに、俺は城戸に対してまったく同じことをしていた。


　本人がどういう人間かなんて知ろうともしないで、厳しくて嫌な奴って嫌っていた。


　こんなのダメだと思う。こんな俺だから、誰にも本当の姿を見せたくないんだ。


「……あなたはあなたのままでいいと思いますよ。無理をしない、そのままの姿で」


　けど、少し考えるように首を傾げた城戸は、そんなことを口にする。怒おこるでもなく偉えらそうに説くわけでもなく、あくまで城戸の意見として。


「むしろ、勝手に『高篠和希』のイメージを付けているのはあなたじゃないんですか？」


「え？」


　俺が、俺のイメージを付けてる？


　どういうことだと戸惑う俺に、城戸はしっかり目を見つめてきた。ただ優しいだけじゃない、俺のことを思ってくれているのが伝わる視線にどきりとする。


「自分はこうでなくちゃいけないと、決め付けすぎなんですよ。誰だって本当の自分を表に出すのは恐いんです。そんなの当たり前でしょう？」


「でも……」


「こうでなくちゃいけない、なんてないんです。誰でもないあなたの存在こそが『高篠和希』なんですよ。無理する必要なんかない。そのままでいいと、私は思いますけどね」


　苦手だったはずの微ほほ笑えみが、今は心を落ち着かせる。


「だってあなたはちゃんと考えているでしょう？　調子のいい振ふりをして、思ったままを口にしているように見せていますが、きちんと言葉を選んでいるのはわかりますよ。大だい丈じよう夫ぶ。そういうのはちゃんと伝わるんです」


「城戸……」


　城戸は、なんでそう簡単に驚おどろくことを言うのだろう。そんなに俺のことを見ていてくれるのなんて、きっと城戸しかいない。


「そうだと、いいけど」


　だけどその城戸が大丈夫だと言うと、そんな気がしてくるから不思議だ。


「……話してみて、少しは楽になりましたか？」


　城戸に言われて気づく。


　自分の中で溜たまっていたもやもやを吐はき出したら、確かに気持ちが軽くなった。


　城戸が、俺のことを否定せずに認めてくれるから。


「それと、稽けい古こ場ばで特別厳しくされるのは、あなたが出来る人だとわかっているからですよ。それに応こたえて悔くやしがらせてやってください。あなたらしい演技をすれば、絶対にそれが出来ます。私が保証します」


　自分のことだってこんなに自信持って言えないのに、城戸は俺のことを胸を張って褒ほめるからくすぐったくてどうしようもないんだ。


「だから、俺のことなのに、なんで城戸がそんな自信持ってるんだよ。変でしょ、それ？」


「でも本当ですよ」


　俺のぼそぼそした口調にも構わず、城戸は軽く言い放つから本当に嫌いやになる。


　こんなの褒め殺しよりも数倍威い力りよくがある。絶対新しい嫌がらせだ。


「それに、もう二度とあんな写真を撮とられるような真似まねはしないでしょう？」


「しない。誓ちかいます」


「これで、うまく行かない理由なんてないでしょう？」


　不意に感じた胸の動どう悸きを隠かくすように早口で答えたら、なんだか噓うそっぽく聞こえてしまって眉まゆをひそめる。その上、こんな時に思い出してしまった余計なことが頭を過よぎってさらに顔をしかめる。


　写真を撮られた罪に対して与あたえられた罰ばつ。


「ん、もうお仕置きであんなことされんのやだし」


「……別にあれは嫌がらせのつもりでしたわけじゃないんですけどね」


　それをぽつりと呟つぶやいたら、なぜか妙みような苦笑いをされた。


　嫌がらせじゃなかったらなんだって言うんだ、と睨にらむようにその目を覗のぞき込んだら、城戸が空になったグラスをテーブルに置く音が聞こえた。


　少しだけ戸と惑まどったような微笑みが近付く。


「言ったでしょう？　他ほかの人の代わりに満足させるって。満足、しませんでした？」


「っ……」


　すっとメガネを外した城戸の瞳ひとみに魅み入いられるように、目を合わせた途と端たん動けなくなってしまった俺。城戸の行動が見えているのに、頭も体も動かないせいで反応が出来なくて。


　近付いてきた城戸の指が俺の顎あごを持ち上げ、そのまま口付けられた。あまりにも自然で優しいキスに、抵てい抗こうも忘れて受け止めてしまう。


　そしたら二度三度と触ふれてきた唇くちびるが、今度は首筋へと滑すべる。そこでさすがに口を開いた。微かすかに香かおるワインの匂においに、わずかな可能性が漂ただよう。


「……もしかしてお前、結構酔よってる？」


「そうですね、ほんの少々。理性に歯止めが利きかなくなるくらいには」


「それ全然『少々』じゃないから！」


　思ったよりも強い力で肩かたを押されてソファーに倒たおれ込んだ俺は、声を荒あららげて城戸を見上げた。そしたら城戸は場ば違ちがいなほどにっこりと微笑んで。


「冗談ですよ。和希が本当に嫌ならやめます」


「……本当にって、どれぐらい？」


　俺の肩を押さえたままの手を気にしつつ、一応聞いてみたら、城戸が考えたのは一いつ瞬しゆん。


「明日からの仕事が、全部キャンセルになっても仕方がないって言うくらい、ですかね」


「それ、一いつ般ぱん的に脅きよう迫はくと言うって知ってますか城戸さん」


　笑ったまま恐おそろしいことを言う城戸に、自然と声こわ音ねが低くなる。なまじ顔が整ってるだけに、こいつのセリフは笑っててもなんだか恐い。いや、むしろその笑え顔がおが決まってるだけにより一層恐いのかもしれない。


　だけど本気じゃなかった証しよう拠こに、体を強こわ張ばらせた俺を見て城戸は声を立てて笑った。


「だから、冗じよう談だんですって。和希は、私があれぐらいの酒で酔うと本気で思ってるんですか？　たかがワインで？」


「……思わないけど」


「でしょう？」


　じっくり考えるまでもなく、城戸がこんな少しの酒で酔うとは思えない。それどころか、ワインぐらいじゃ何本空けても平気そうだ。


　城戸の酒さけ癖ぐせなんて知らないはずなのに、そう思えるのは俺が城戸に抱いだいているイメージのせいかもしれないけど、たぶんそれは当たってる。こいつ、絶対酒に強い。


　だって、飲んだ分ワインの香りはするけれど、その目は至って正常で、酔っているような頼たよりなさはない。


　そう言えばかなり前に、事務所のスタッフみんなで飲んだ時にちらりと聞いた気がする。こいつが酔った所を誰だれも見たことがないって。


　……だけど、これで酔ってないとなると逆にもっと性質たちが悪い気がする。


「城戸、あのさ……」


「あなたに嫌がらせをしたいわけじゃない。私はただ、和希に元気になってほしいんですよ」


　囁ささやいた唇がそのまま俺の唇にくっついて、驚いて薄うすく開いた隙すき間まから熱い舌が入り込んできた。ワインのせいなのかなんなのか、やけに熱い舌に捕とらえられて思考が溶とけていく。


　……どうしてだろう。城戸のキスは嫌じゃない。


　悔しささえ浮うかばない頭は息苦しさもあって段々とぼーっとしてきてしまう。もしかしたら俺の方が少し酔っているのかもしれない。


　腰こし元もとに滑った城戸の指がシャツを捲まくり上げ、そこに這はった指の熱さにぞくりとした。


　やばい。もしかして俺、感じてる？


「待った待った城戸！　ひゃっ……あ」


　なんだかとてつもなくやばい気がして、今さら慌あわててストップをかける俺だけど、正直遅おそかったみたい。城戸は止まらず、シャツを捲り露ろ出しゆつした肌はだをなぞってからベルトに手をかけた。


「ちょ、ちょっと……！」


「和希の心と体のケアもマネージャーの仕事ですから」


　俺がうろたえている間に、城戸は片手で器用に俺のベルトを外してしまう。


　手て際ぎわ良く、当然のように取り出されたのはさっきからの興奮のせいですでに熱くなってしまっている俺自身だった。直じかに手で触れられただけでもやばいのに、城戸はそれを見てにこりと笑う。


「すぐ良くしますから、力を抜ぬいていてください」


「あ、バカ……っ！」


　最初から速いペースで動かされる手に、一気に体から抵抗する力が抜けた。背筋を駆かけ上った妖あやしい痺しびれが体を支配して、考える力が弱まっていく。


「ふぁ……あ」


　城戸の手が動かされるのに従って、段々と濡ぬれた音が混じり始めた。見なくてもわかる自分の状態が恥はずかしくて、腕うでで顔を覆おおう。


　すると微かに笑った声がして、もう片方の手と唇がシャツを捲り上げられ晒さらされた胸をいじり始めた。器用に全部違ちがう刺し激げきを与えてくるから、俺は変な声を上げてしまわないように必死に唇を嚙かみ締しめる。


「……硬くなってますよ、ここ」


「い、言うなよ、いちいちっ。そんなとこ触さわられたら、誰だって……」


「感じてしまう？」


「あっ！」


　それなのに意地悪な城戸はわざわざその状態を言葉で伝えてきて、その上で胸の先を爪つめで摘つまんでくるから思わず声が上がってしまった。話している途と中ちゆうにそんなことをするなんて卑ひ怯きようだ。


　それに気を良くしたらしい城戸が、今度は軽く嚙み付いてきて体が揺ゆれた。


　狭せまいソファーの上はほとんど身動きが取れなくて、少し動くだけで転げ落ちてしまいそうだ。


　だから城戸の手から逃のがれることが出来ず、俺は着々と不自由な快感に追い詰つめられていった。


「あ、城戸、それは……っ！」


　しばらくして城戸の濡れた指が痛いくらい張り詰めた俺自身を解放し、躊ちゆう躇ちよなく奥へと潜もぐり込んできた。すんなりと入り込んだ指が丹たん念ねんに中を探さぐっていく。


「そ、それ、やだって」


「でも、しっかり解ほぐさないと」


　指が増やされるたび中を丁てい寧ねいに擦こすられ解されて、気持ちがいいのと恥ずかしいのとで頭の中が混乱する。たまに意識が飛びそうになるほど気持ち良い所に指が掠かすめる時があって、そのたび口が勝手に甘ったるい声を洩もらした。


「城戸……俺、もう……っ」


「……力抜いて」


　城戸の手が俺の足を持ち上げ腰こしが浮く。そして指の代わりに別の熱が宛あてがわれた。


　力なんか、入れたくても入れられない。


　同じレベルの痛みと違い和わ感かんと快感が襲おそってきたけど、俺にも酒が入ってるせいか、体は気持ち良さを取った。


「あ、ぁあ……っ」


「和希、大だい丈じよう夫ぶだからこっちを見て」


　場違いな優やさしい微ほほ笑えみに、気が抜ける。


　城戸が入り込むのと一いつ緒しよに押し出される声にもがいていたら、城戸が俺の手を取って自分に抱きつかせた。


　それから抱かかえるようにして距きよ離りを縮めて、また唇が塞ふさがれる。


「んん」


　やっぱり、城戸ってキスが上手うまい気がする。だって抵抗出来ない。舌を絡からめられるとすぐに頭が考えることをやめてしまう。


　唇くちびるを離はなされてもまだぼんやりとしたままの俺の頰ほおにもう一度キスを落とし、城戸はゆっくりと律動を始めた。


「ゃっ、あんまり、動くなよ……っ」


「気持ちいい時は素す直なおに言っていいんですよ？」


「ん、別に、気持ち良くなんか、ないし」


　自分でもわかるくらい甘ったるい声での強がりは、きっと城戸には通じない。


　案の定、俺の様子を見ながら速められた動きに、俺も自分が喘あえいでしまっていることを認めざるを得なくて、揺さぶられるたびに起こる痺れは目眩めまいがするほど気持ち良かった。


　……たぶん、これは酔よっているからだ。


　調子に乗ってワインを飲みすぎてしまったから、こんなに体が過か剰じよう反応するんだ。


　力が入らないのも体が火ほ照てっているのもこんなことされて気持ち良く感じてしまうのも、全部ワインのせい。


「ぅ、んっ、そこ、やだ」


「噓うそはいけませんよ」


「噓じゃ、なくて、ビリッとするから、やだって……」


　さっき指が掠めた所を擦られると、目の前が真っ白になる。


　だから嫌いやなのに、城戸はわざとそこに当たるように突ついてくるからたまらない。


「もう、ほんとに、ダメだってば……！」


　もうそれが快感なのかなんなのか判別出来ないほどに強い刺激に、俺は息を喘がせて城戸に訴うつたえたけど結果は逆効果だった。


　答える代わりにより一層奥へと突き上げられて、城戸のバカと心の中で叫さけんだ俺はそのまま意識を手放してしまった。


「……和希？　大丈夫ですか？」


　呼びかけられて我に返る。どうやら一いつ瞬しゆん本気で意識が飛んでいたみたいだ。


「……大丈夫じゃない」


　掠れた声で返すと、城戸が眉まゆを下げる。


　まだ解放されていない俺自身は硬く張り詰めたままで、それを意識したら余計にどうしようもなくなった。


「ちょっと待ってください。今楽にしてあげますよ」


「ぁ……」


　その時ずるりと体の中から城戸が抜け出ていく感覚に、思わず声が洩れてびっくりした。縋すがるような求めるような、そんな情けない声を出してしまったことに慌てる俺を見て、城戸が少し困ったように笑う。


「その表情は、あまり外では見せないでほしいですね」


「……なに？」


　下半身に集中している熱を吐はき出してしまいたくてまだ半分意識が飛んでいる状態の俺に、城戸は髪かみを搔かき上げてみせる。


「気持ち良くなかったら遠えん慮りよなく言ってください」


「え……わわわ、ばかっ！」


　そしてありえないことに、体をずらすとそのまま頭を下げて痛いほど熱を持った俺を咥くわえ込んでしまった。


　突とつ然ぜん与あたえられた熱い熱い口内の濡れた感かん触しよくに、元から力の入らない体が抗あらがうことを放ほう棄きする。やめろと叫ぼうとした声より先に洩れたのは、言葉にならない吐と息いき。


　だって、こんな感覚とにかく初めてで、急激に与あたえられた快感に頭がオーバーヒートしそうになった。


　頭を動かされるたび擦すれる唇の感触と絡まる舌の熱さに目眩がした。


「あっ、やっ、くぅ……っ」


　閉じようとする膝ひざを押さえて、城戸は口で俺をいじめるのをやめない。声を抑おさえようにも、強すぎる刺激はどうにもならず体が震ふるえてしまって。


　結局やめさせるための言葉は声を抑えるために閉じた口の中に封ふうじられ、後には城戸が立てる淫みだらに濡れる音しか聞こえない。


「和希、無理に堪こらえると体に悪いですよ」


「あ、ばか、俺にも、プライドが……っ」


「そういうのは、他ほかに取っておいてください。たまには少し正直になったらどうです？」


　咥えていたそれを一時離して、濡ぬれた唇で笑う城戸に涙なみだ目めで訴える俺。


　例えば痛みとかなら戦いようがあるのに、ただ気持ちいいだけの快感相手は本当に分が悪い。


　抵てい抗こうしたい頭とは別に、体がどんどん快楽の方へと流されていくのがわかってしまう。


「あっ、あ、ダメっ、城戸、ダメ、放して！」


　そして意思とは別に跳はねてしまう腰と、咥えられたそこに集中してしまう重い熱に泣きそうになって訴えた。


　こんなの恥はずかしすぎる。


　だけど城戸は楽しそうに熱く湿しめった舌で俺のことを追い上げるからたまらない。


「まずいって！　お願いだから、ホントに放してっ」


　行き場を失って、どんどん下半身に溜たまっていくマグマみたいなどろりとした快感が俺を追い詰める。


　涙を溜めて悲鳴のような切せつ羽ぱ詰つまった声で頼たのんでも、城戸はきつく吸い上げることをやめない。


「……っ！」


　耐たえに耐えた限界は、呆あつ気けなくやってきた。


　ソファーの背もたれを摑つかんで堪えようとした快感は俺の中を通り抜ぬけていき、結局放さなかった城戸の口の中へ放たれてしまった。


　これが嫌がらせじゃなくなんなんだと涙目で睨にらみつけた城戸の喉のどが動いたのを見て、今度こそ本気で慌あわてた。


「の、の、の……っ！」


　こ、こいつ、本当に飲んだ。俺の出したの、飲んだ！


　信じられない。口で咥えただけでも信じられないのに、それを飲んでしまうなんてありえない。


「城戸のバカ……！　放せって、言ったのに……っ」


　それはあまりにも恥ずかしい光景で、堪えていた涙がぼろりと零こぼれる。


　そしたらやっと顔を上げた城戸が、口を拭ぬぐってからすまなそうに肩かたをすくめた。


「泣かせちゃいましたか？　すみません」


「……バカ。城戸の変態」


　俺が泣いたことじゃなくて、飲んだことを謝れ。


　そう言ってやりたかったけど、それをそのまま口にするのはさすがに恥ずかしくて、結局呟つぶやくように言えた文句はそんな迫はく力りよくのないもの。


　噓じゃないし、それはそれで当たってるとは思うけど、全然足りない。


　それでもまったく応こたえてない城戸は、泣いてる俺を慰なぐさめるように優しく頭を撫なでてくるから嫌になる。


　けれどその手があまりにも気持ち良くて、俺はいつの間にか眠ねむりに落ちていた。





　そんな驚おどろくほど気持ち良く訪おとずれた眠りの中の、どこか遠い所から電話の音を聞いた気がした。




　─８─







　夢のような夢じゃないような、そんな心ここ地ちいいまどろみに久しぶりに出会った。


　それを打ち破るように鳴る電話に気づいたのは、その音が意識に入り込んでだいぶしてからだった。


「うるっさいなぁ……」


　思わず低く唸うなって適当に手を伸のばす。確かここに充じゆう電でん器を置いたはず。


　いつもならハルか城戸の声で起こされるものだから、この起き床しようの仕方は非常に不快だ。それでも出ないわけにはいかず、なんとか摑み取った携けい帯たい電でん話わに、相手が誰だれかも確かく認にんせずに出た。


「もしもし」


『高篠さん、そろそろ仕事に向かうお時間ですが……』


「……誰？」


『あ、申し訳ありません。今日、城戸の代わりに高篠さんの担当になりました岩いわ崎さきです！』


　知らない相手からの電話。寝ね起おきの不機き嫌げんさも相あい俟まって低い声で誰すい何かすると、相手は慌てて名乗りだした。よっぽど俺の声が機嫌悪く聞こえたようだ。


　それにしても、城戸の代わりだって？


「え、じゃあ城戸は？」


『城戸は、今日は別の仕事に』


「別の仕事？　なにそれ」


『さあ、ちょっとわかりません。詳くわしくは聞いていないんですが……』


　なんだか要領を得ない話に首を傾かしげながらも、仕事の時間が迫せまってると急せかされて電話を切った。もう下で待っているらしい。


　せめてもうちょっと早く電話を入れてくれればいいのにと思いながらも部屋を飛び出した。髪やメイクは向こうでやってくれるだろうし、最低限の用意だけすればすぐに出られる。


「本当にいないじゃん」


　出かけ際、ぺたぺたと早足で見て回った家の中には、本当に誰もいなかった。


　城戸の奴やつ、出て行くなら一声かけていけばいいのに。


　……なんて考えて、自分で驚いた。なんで城戸が違ちがう仕事に行く時にわざわざ報しらせてもらわなきゃいけないんだ。そんなことで起こされたら怒おこるじゃないか、俺。


　でも、なんとなく黙だまって行かれたことに胸がもやもやして、その気持ちがやけに強かったから、後で時間が出来たら電話で文句を言ってやろうと決めて家を飛び出した。


　こんなことで遅ち刻こくしたらどうしてくれるんだまったく。


　……けど、城戸が俺を放って行くほど大事な他の仕事って、なんなんだ？


「あの、朝はすみませんでした。こちらも朝に急に言われまして……」


「別にそれで怒ってるわけじゃないから」


　俺の機嫌が悪いのは、朝の不手て際ぎわのせいだと思っている岩崎が真しん剣けんに謝るものだから、頰ほお杖づえをついたまま手を振ふってみせた。


　一応笑え顔がおを作ってみたものの、岩崎はよっぽど恐きよう縮しゆくしたのかなにか飲み物を買ってくると楽屋を出て行ってしまった。そんなに謝らなくてもいいのに。


　……どれもこれも、あいつのせいだ。


　文句を言うために電話をしてみても出ないし、岩崎はなにも詳しい事情は知らないと言うし、一体城戸はどこへ行ってしまったんだ。


　直前まで寝ねていたせいで顔のむくみが取れないとメイクさんに言われるし、寝ね癖ぐせのついた髪を直すのに時間がかかるし。


　その上発散されないイライラがどんどん募つのっていくものだから、油断するとカメラを睨みつけてしまってもっと笑ってくれと指示されること幾いく度ども。


　この後にもまだいくつか取材を受けて、似たような質問の数々に答えなきゃいけないって言うのにこんなんじゃそのうち顔を見ただけで逃にげ出されてしまう。高篠和希は小こ悪あく魔ま的な笑顔が魅み力りよくだって言うのに、今のまんまじゃ悪魔になっちゃうよ。


　……城戸が傍そばにいた時は、こんなことなかった。


　体調管理についてはうるさいくらい言われたけど、そのおかげでいつでもどこでも撮さつ影えいされても平気なくらい整った状態でいられた。


　意識していない所で頼たよりきりだったんだなぁと、城戸がいない今、それを実感する。


「あ、城戸……じゃないんだった」


　かちゃりと開いたドアに反射的に声をかけて、覗のぞいた別人の顔に苦笑いする。そうだよ。城戸がいなくてこんなにイライラしてるのに、なんで俺普ふ通つうに呼びかけちゃったんだろ。


　すまなそうに入ってきた岩崎は、紙コップに入ったコーヒーを置いて電話をしてくるとまた出て行ってしまった。


「……苦い」


　一口飲んだコーヒーは当たり前だけど好みの味ではなくて、それが口の中に広がるとやけに悲しくなった。


　城戸から与あたえられるものはすべて俺好みだった。コーヒーもご飯も、全部。それが当たり前だと思っていたけど、この方が当たり前なんだ。


　ずっと城戸が離はなれたことがなかったから、こんな時どうしていいかわからない。


　スタッフ相手にも、もっといい笑顔で対応出来るはずなのに、なぜだかうまくいかない。笑顔が上手うまく作れない。


　どうしてだろう。城戸がいないだけで、俺自身はなんにも変わらないはずなのに。


　小さな違い和わ感かんが溜たまっていって、大きな不安になる。胸がもやもやする。


　俺どうしちゃったんだろう？　城戸が傍にいないと、全然調子が出ないなんて……。











「和希！」


　結局その後もなんとか仕事をこなして、やっとの思いで稽けい古こ場ばに辿たどり着いた。


　妙みように疲つかれきってふらふらだった俺は、それでも呼びかける声に反応して顔を上げた。


　一番初めに俺を見つけた直純が走り寄って来て、俺の後ろに知らない人間がついているのを見た。


「今日、城戸さんは？」


「知らなーい。いくら電話しても出ないし、俺のこともう飽あきたんじゃないのー？」


「そっか、いないのか……」


　俺が口を開く前に、なにより先に城戸のことを聞かれて、気にしていると思われないようにわざと軽い口調で言った。


　あれから何度も電話したのに出ない城戸のせいで、今日の俺はなぜか本当に散々で、やんなっちゃうくらいの不調だ。


　そんな俺に、珍めずらしく戸と惑まどうような顔を見せた直純が気になった。


　そして直純は一人納なつ得とくしたように頷うなずいて俺の手を取り部屋の隅すみへと引っ張って行った。


「和希、これ知ってた？」


「なにが？」


　その妙に真剣な顔に黙っていると、目の前になにかを広げられる。直純らしくない神しん妙みような表情に、気持ち体が引いた。一体なんなんだろう。


「城戸さんの記事」


「……城戸の？」


　よく見ればそれは週刊誌のようで、見開きで書かれたその記事には気になる名前が二つあった。


「？　俺が売れた理由って？」


　直純の手から雑誌を受け取り、張り付くようにして目を通す。


『高篠和希が売れた理由』、そう銘めい打うって書かれていた記事に、俺は言葉をなくした。


　特別に才能があるわけじゃない俺がこんなにも売れているのは、社長のお気に入りで贔屓ひいきされているから。


　だから全面的にバックアップを受けて待たい遇ぐうもいいし、ＣＤもコンサートのチケットも買い上げているから人気があるように思われているだけ、という意味の言葉がとにかく悪意を持って書かれている。


　正直、そういうのは言われ慣れているのでそんなにショックはなかった。もちろん腹は立つし気分も悪いけど、芸能人ならよくあることだと納得するしかない。


「城戸が、社長の息むす子こ……？」


　そこに書かれていた、その言葉に啞あ然ぜんとする。


　記事によると、事務所の社長の息子である城戸がつけられているのが贔屓の証しよう拠こで、その上城戸は近々見合いをして結けつ婚こんしたらすぐ会社を継つぐから、城戸がマネージャーを辞やめれば、作られた俺の人気も落ちるだろうという話で。


　息子？　見合い？　そんなの一言も聞いたことがない。


　城戸が社長の息子ってどういうこと？　これもまた作られた話なの？　でもこの記事にそんな噓うそをつく意味ないよね？　じゃあ見合いは？　結婚って本当の話？


「和希、知ってた？　城戸さんが、事務所の社長の息子だって」


「知らない……、知らなかった」


　色々な言葉が頭の中を回って、何一つはっきりしない。


　週刊誌を持ったまま固まってる俺に、直純が心配そうに問い掛かけてくる。


　知らない。俺はこんなこと知らない。


　さすがに俺だって社長の名前は知っている。社長の名字は大だい堂どう。城戸ではない。名前も違うし、顔だって似てないと思う。


　それに見合いってなんだよ。そんな話、俺は一言も聞いてない。


「和希、大だい丈じよう夫ぶ？　ひどい顔色してる」


　俺は広げていた週刊誌を直純に返すと、携けい帯たい電でん話わを取り出して今日何度目かのコールをした。だけど電話は繫つながらない。


　どうしよう。目の奥が熱くて、涙なみだが出そうになって、たまらず駆かけ出した。


「すぐ戻もどるっ」


　それだけ残して、俺はトイレへと走った。


　なにがショックなのかわからない。


　城戸が社長の息子だったってことなのか、結婚をするってことなのか、それとも全部を俺に隠かくしてたことなのか。


　わからないけどとにかく不安で泣きたくて、俺はただただ繫がらない電話を握にぎり締しめて涙を堪こらえていた。


　その後の稽けい古こは、自分でも最低だと思う。


　あまりにもひどいから、怒おこられるどころかどこか具合が悪いんじゃないかと心配までされる始末だった。


　結局ほとんど練習にならなくて、あまりに出来ない自分にうんざりした。


　もう本番も近いし、昨日あんな素す晴ばらしい舞ぶ台たいを見て、俺も頑がん張ばるって決意を新たにしたばかりだって言うのに、次の日にはもうこんな状態だなんて情けなさすぎる。


　こんなんじゃダメだ。もっとしっかりしないと。


「まだ、繫がらない？」


　携帯電話を握り締めたままの俺の顔を、すでに着き替がえ終わった直純が心配そうに覗き込んできた。


　俺が勝手にダメになっているだけなのに、こうやって細かく気にかけてくれるなんて直純って本当にいい奴やつだ。


　まだ稽古着のままの俺が緩ゆるく首を振ふると、慰なぐさめるように優やさしく笑ってくれた。


「城戸さんもきっと色々忙いそがしいんだろうしさ、今日は仕方ないよ。あ、ほら和希もたまには気晴らしが必要だろうから、今日これから飲みに行かない？　今日なら止められないでしょ」


　俺を気き遣づかってか、爽さわやかな笑え顔がおを作って誘さそってくれる直純に曖あい昧まいな微ほほ笑えみを返す。


　ちなみに岩崎は、事務所から連れん絡らくが入って違ちがう仕事場へ行ってしまった。急に俺につけられたせいで仕事の調整がうまくいってないようだ。ここからなら帰れるしと俺も了りよう承しようしたから、珍しく今日は誰だれの監かん視しの目もない。


　だからもちろんこのまま直純と飲みに行くことも出来る。


「……ごめん、直純。俺、事務所行ってくる」


　だけど、やっぱりこのままにしておけない。


　もしかしたら後で詳くわしく説明されるのかもしれないし、なにも言われずにこのまま担当が代わるのかもしれない。明日になったらまた普ふ通つうに城戸がマネージャーをやってる可能性だってある。


　だけど、俺が今の状態に耐たえられなかった。


　だから聞きに行く。それだけだ。


「でも、和希が今行っても仕方ないだろ」


「うん。わかってる。けど、ちゃんと本人の口から説明聞きたいし」


「……明日でいいんじゃないの？」


「うん、でも今聞きたいから」


　自分でもどうしてなのかわからないけど、城戸に直接会って、なにが本当か確かめたいんだ。


　誰が親だろうが関係ないと言えば関係ないんだから、俺には説明がないのも当たり前なのかもしれないけど、ただのわがままでもいい。俺は城戸から話が聞きたい。


「ごめんね、直純。また明日」


　戸惑う直純に手を振って、荷物を引っ摑つかんだ俺はそのまま稽けい古こ場ばを飛び出した。











　辿たどり着いた事務所はさすがに遅おそい時間のせいか人は少なかった。


　それでも聞いてみればやっぱり城戸はここに来ているようで、すぐに言われた社長室に向かった。


　社長……。息子ってことは、あの社長が城戸の父親ってことなんだよね？


　本当に継いだりするんだろうか。本当に社長になっちゃうのかな。……そうしたら、俺のマネージャーは？


　城戸の奴、本当に結婚しちゃうのかな……。


「……なんか、落ち込んできた」


　勢いで来てしまったものの、今になって考えてみると直純の言った通り、こんな所に来てもしょうがなかったのかもしれない。


　本人から話を聞いたところで、一体どうなるって言うんだ。全部噓ですとでも言ってもらえば気が済むんだろうか。


　やっぱりこのまま帰ろうかな。家に帰って大人しく城戸が帰ってくるのを待った方がいいのかもしれない。


「だから、何度言ったらわかってもらえるんです」


「……っ」


　その時ドアの向こうから響ひびいてきたのは間ま違ちがいようのない城戸の声で、厳しい中に呆あきれの混ざったそれは困ったように相手に向けられていた。


　こういう時は思い切って入ってしまわないとダメだって言うのに、すっかりタイミングを失ってしまった俺はその場から立ち去ることも出来ずに耳を澄すませる。


「別に嫌いやとは言ってないじゃないですか。だからと言って、それが今である必要はない。そうではないですか？」


　こんな風にこっそりと聞き耳を立てるのは良くないと思うけど、俺と話す時とは別人のような城戸の冷たい声に、入ることも帰ることも出来ず洩もれ聞こえる言葉に集中した。


　嫌じゃない。確かに今城戸はそう言った。なんの提案をされての答えなのか気になっていたら、すぐに続きが聞こえてきた。


「今すぐにとは言っていないだろう。けれど、もうそろそろ経営の方を学んでもいい頃ころじゃないか」


　これは社長の声だ。全然似てないと思っていたけど、こうやって聞くとどこか似た響きがあるかもしれない。もちろんそれは、俺の意識の違いだけかもしれないけど。


「それに、いい加減高篠も手をかける時期は抜ぬけただろう。もう他ほかの人間に任せていいんじゃないか？」


　その声が突とつ然ぜん俺の名前を呼んで、驚おどろいて少しだけ体が震ふるえた。


「一度ああいう写真を撮とられると、向こうに隙すきを与あたえるんだ。真実はどうであれ、勘かん違ちがいされるような隙を与えるようではダメなんだ。わかるだろう？」


　それはとても胸に思い当たる痛い話だった。当たり前のことだけど、ああいうスキャンダルになるようなことは歓かん迎げいされない。それどころかただマイナスになるだけだ。それは俺だけの話ではなく、俺の周りみんなに迷めい惑わくをかけることにもなる。


「わかっています。あれは私の不手て際ぎわです。原因がわかっていたんですから、もっとしっかり見ておくべきでした。けれど、二度目はありません。だからその話はもう終わりです。この件に和希は関係ない」


　きっぱりと言い切られたその言葉に息をのむ。


　城戸が庇かばってくれたのは嬉うれしいしありがたいはずなのに、「関係ない」の一言がひどく胸を抉えぐった。話を切り替かえるための何気ない言葉だけど、まるで城戸のプライベートに俺の要素はまったく必要ないと線引きされたみたいだ。


　……これ以上聞いていたらダメだ。今、入るか帰るか決めてしまわないと、もうどうしようもなくなる。


　少しドアから離はなれ、何度も深呼吸をして気持ちを落ち着けた。そして思い切ってドアノブに手をかけたその時、


「お見合い、ね」


　続いた城戸の冷え切った声。どこか笑うようなそれが聞こえた瞬しゆん間かん、手が止まる。それを聞いちゃダメだと頭のどこかが言っているのに、体は言うことを聞いてくれない。


「わかりました。いいですよ。この人と会えばいいんでしょう？」


　聞こえた言葉の意味がすぐにはわからなくて、渇かわいた喉のどで唾つばを飲み込んだ音がやけに体の中に響いた。


　見合い。会う。結婚？


　今の声は間違いなく城戸のもので、それが確かに「会う」と言った。


「噓うそだろ……？」


　本当に意識しないで洩れた言葉は静かだった辺りに響き、中の会話が止まった。


　たぶん時間にしたらほんの少しの静せい寂じやくだったはず。


　ドアが開く動きが妙みようにスローモーションに見えて、俺はそれに合わせてひどくゆっくりと足を引いた。


「……和希？」


　その声が聞こえた瞬間、呪じゆ縛ばくから解き放たれたように、俺は踵きびすを返してその場から駆かけ出した。


　声からも、その存在からも逃にげ出すように、ただ走る。


「和希、待ちなさい！」


　待てと言われて待つ奴なんかいない。


　いつもならそれぐらい言えたかもしれないけど、その時はただ逃げるのに必死で考えるより先に足が動いていた。


　城戸が結婚してしまったら。会社を継ついでしまったら。


　城戸がいなくなるのが嫌だ。


　城戸は俺だけのものじゃなきゃ嫌だ。


　それってわがままなの？


「最悪だ。こんなの最悪だ……っ」


　城戸への気持ちを、こんな風に思い知らされるなんて思わなかった。


　いつもそうだ。欲しいものが手に入らない。俺が好きになるものは全部離れていく。


　そうだよ。認めたくないけど、城戸は俺のものじゃなきゃ嫌なんだ。俺だけのものじゃなきゃ嫌なんだ。


　ちょっと前の自分なら指差して笑いそうだけど、今は泣きたいくらいにその気持ちが胸の奥の弱い所を突つき刺さしていた。


　冗じよう談だんだったらいくらでも笑ってやれるのに。


　城戸が好きだなんて、今いま頃ごろ気づいたってもう遅いじゃないか。


　結婚して、会社を継いで、そして俺の傍そばからいなくなる。誰だれかのものになる。


　そんなの、絶対嫌だ。俺だけを見て俺を受け止めてくれる城戸が傍にいてくれなきゃ嫌だ。


　……でも、これが現実なんだ。こんなに、胸が痛いくらい好きなのに。思いを告げる前に砕くだかれた。


　いつだってそうだ。ようやく気づいた現実はいつだって俺のことを裏切るんだ。











　気づいたら稽けい古こ場ばに戻もどっていた。


　家には帰りたくなかったし、とにかく一人になりたくて、思いついたのがここしかなかったんだ。


「和希？」


　みんな帰ってしまって、誰もいないと思っていたそこで声をかけられて、驚いて見ればまだ残っていたらしい直純が俺の所に走り寄って来た。


「どうしたの？　城戸さんの所に行ったんじゃなかったっけ？」


「あ、うん……」


　その名前に、ぴくりと体が反応する。


　事務所に、城戸の所に行った。それで聞いてしまったんだ。城戸の声で「見合いをする」と。その言葉が頭の中を埋うめていて、なにも言葉が出てこない。


「ひどい顔色してるよ」


　一言頷うなずいただけで黙だまってる俺に、直純が心配そうに声をかけてくれる。そっと触ふれられた頰ほおは自分では見えないけど、きっとひどく青ざめているのだろう。


　慰なぐさめてくれるのは嬉しいけど、直純には関係ないことだしこんなことで心配かけるのは悪い。


　だから大だい丈じよう夫ぶだよとその手を離そうとした時、その手を逆に摑つかまれた。


「直純？」


　俺を気き遣づかう優やさしい笑え顔がおはいつもと一いつ緒しよのはずなのに、なぜだか雰ふん囲い気きが違ちがって見えて名前を呼んでみる。


　この感じをどう言葉にしていいかわからなかった。


「和希はさ、俺と城戸さん、どっちが好き？」


「え？」


　そしてそんな俺の混乱を助長するように、直純がそんなことを聞いてきた。


「急に、なに言ってんの直純……？」


　どうしてここでそんな問いが出てくるんだろう。


　こんがらがった頭ではその考えが読めず、ただその目を見返して問う。


　直純と城戸って、どうしてその二人を比べなきゃいけないんだろうか。それに今どうしてそんなことを聞かれるのか、全然わからなくて。


　そうやって首を傾かしげて戸と惑まどってる俺に、直純はさらに言葉を重ねた。


「俺は和希が好きだよ」


「俺も直純のこと好きだけど？」


　目を見つめられ、微ほほ笑えみとともに告げられた言葉に反射的に答える。だってそれは本当だった。直純のことは嫌きらいじゃないし、むしろ好きだ。かっこいいし人当たりいいし、爽さわやかでいい人だと思う。お世辞じゃなくこんなことを言える相手は珍めずらしいだろう。それでも直純に対しては素す直なおにそう思える。


　それを聞いた直純は、どういう意味か軽い笑い声を立てた。


「言うと思った。和希はそうやってみんなに『好き』を振ふりまくんだもんね。でも、俺が言ってるのはそういう友達の好きじゃなくてさ」


　ひたと見み据すえられた瞳ひとみは俺の知らない男のもの。それにはっとした瞬間、握にぎられたままだった手に力を込められ引き寄せられた。抗あらがう暇ひまもなく、直純の腕うでの中に閉じ込められてしまった。


「和希を抱だきたいと思ってる。俺のは、そういう、好き」


「……っ！」


　囁ささやくように告げられたそれに、息が止まる。


　咄とつ嗟さに逃げかけた体はしっかりと抱き止められていて、どうしようもなく視線を逸そらした。


「俺、俺はその……」


「困られるとこっちも困るんだけど」


　控ひかえ目に胸を押して距きよ離りを取ろうとしてみるけど、意外と力強い直純の腕に勝てず苦笑いを返される。


　今まで、何度か告白されたことはあった。


　だけど、こんな風に無む理り矢や理り抱き締しめられたことは初めてで、こんな時どうしたらいいか正しい答えが浮うかばない。戸惑いと恐こわさで頭が真っ白だ。


「あの人は気づいてたみたいだね。俺がそういう意味で和希に近付いたこと」


「城戸、が……？」


　そんな中、自じ嘲ちよう気味に笑う直純の言葉が指す人物に思い当たって、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


　城戸が直純の気持ちに気づいていた？


　もしかして、それだからあんまり直純に近付くなって忠告してきたのか？　こうなることがわかっていたから。


　そしてその顔が思い浮かんだ途と端たん、不思議と体の硬こう直ちよくが解けて直純を押し返せた。


「ちょっと待ちなよ、和希」


「わっ……！」


　そして隙すきを突いて逃げようとしたけれど、素す早ばやく摑み直された腕を容よう赦しやなく引っ張られ、情けないほど見事に尻しり餅もちをついた。強く手を握ったまま、直純が俺に目線を合わせるように目の前にしゃがむ。


「痛い、放して直純……っ」


「そんなに拒きよ否ひんないでよ。俺だって傷つく」


　摑まれた手が熱くて、見つめられる視線が痛くて、とにかく暴れるようにして直純を引き離そうとするけど、力では敵かなわない。


「俺が誘さそうたび、嬉うれしそうな顔するのに結局は毎回城戸さんの方を取ってさ。俺だって傷ついてたんだよ？」


　愁うれいを帯びたその声は同情するくらい切ないものなのに、どうしてこんなに恐いんだろう。直純が別人みたいに見える。


「傷つけた責任、少しくらい取ってくれたっていいじゃないか」


「いたっ……！」


　強い力で肩かたを押されてその場に倒たおれ込む。その上に伸のし掛かかってきた直純は、俺の肩を押さえ込んで上から見下ろしてくる。俺はなにも言葉が浮かばなくて、ただただ口を開け閉めさせることしか出来ない。


「俺は城戸さんみたいに裏切んないよ。和希のことをずっと好きでい続けるし、大事にする。ね、だから俺にしなよ」


　体格はそれほど違わないはずなのに、恐くて動けなかった。


「城戸さんは仕事上の関係だけでしょ？」


　嘲あざけるみたいに緩ゆるく笑って首を傾げる直純に、なにも返せない。


　仕事上の関係。もし、本当にそうだったら。


「向こうはなんとも思ってないよ。そりゃ大事なタレントかもしれないけどさ、和希のことなんか、売り物としか見てないに決まってる。だからなんにも話さなかったんでしょ？　今回の話、なんにも知らないんでしょ？」


「城戸は、そんなんじゃない……」


　なにも知らない直純に城戸を悪く言われたことに腹立つ気持ちの中に、ほんの少しそうだったらどうしようという思いが混じって、唇くちびるを嚙かみ締めて零こぼれそうになる涙なみだを堪こらえた。


　真っ直すぐ睨にらみつけてる俺の目の縁ふちに溜たまった涙を舐なめ取るように、直純がそっと口付けてくる。首を振って抗ってみても、直純は少し困ったような顔をするだけ。


　自分で口にして初めて気づいた。


　同じことをされたのに、城戸の時とは全然違ちがう。


　今はこんなに逃にげたいけど、城戸は違った。同じことされても、俺は城戸のことが好きだった。直純とは違う。


「直純、頼たのむからどいて。こんなの、冗じよう談だんじゃ済まない」


「冗談で済ませる気ないよ？」


「直純っ！」


　しっかりと拒否の態度を示したのに、直純は俺を押さえつけたまま動かない。どこにこんな力があるのか、俺がどんなに体をよじっても押さえつける力は強まるばかり。


「あんまり暴れないでよ。俺、和希のこと気に入ってるんだから、出来るだけ傷つけたくないんだよ？」


　直純はまるで駄だ々だをこねる子供をあやすような顔で首を振ってみせる。


　あまりの体力の差に愕がく然ぜんとした。


　俺だって仕事でそれなりに鍛きたえられているから体力には自信がある方なのに、全然敵わない。


「俺は和希を大事にする。だから、俺を選んでよ、ね？」


　頰ほおに触ふれた直純の手が顔を背そむけるのを拒こばみ、その唇が俺の嚙み締めた唇に触れかけて、目をつぶった時浮かんだのは誰だれでもない城戸の顔。


「……和希！」


　もうダメだと思った瞬しゆん間かん、思ってもみなかった声がした。


　それはたった一日聞いてなかっただけなのに、ひどく懐なつかしいような、安心出来る声。


　それに勇気付けられて目を開けると、上に覆おおい被かぶさっていた直純の体が引き戻もどされるようにして離れていった。


「一体どういうつもりだ！」


「どういうつもりもなにも、子供じゃないんだから見ればわかるでしょ」


　聞いたことないほど荒あららげられた城戸の怒ど声せい。


　急に自由になった体を起こせば、無理矢理俺から引き剝はがしたらしい直純の胸むな倉ぐらを摑つかんでいる城戸が目に入った。


「ちょ、ちょっと待った城戸！」


　その手が今にも殴なぐりそうに固められていて、俺は慌あわててその手を摑んで下ろさせる。


　ここで城戸が直純を殴ってしまったら、違ちがう問題が起きてしまう。直純に原因があったとしても、暴力はいけない。


　そんなの城戸ならすぐわかりそうなものなのに、今はそんな考えも飛んでしまっているようだ。


「城戸、城戸！　頼むから落ち着いて。俺は平気だから！」


「あなたがこんな目に遭あわされて、落ち着いていられるわけがないでしょう！」


　手を押さえてなんとか宥なだめようとする俺に、城戸は思わずと言った感じに大声で答えてから、はっとして小さく「すみません」と謝った。


　一応手は下ろしたけれど、それでも直純を摑む手は緩めず、俺には見せたこともないような厳しい目で直純を睨みつける。


「一体どういうつもりだと聞いている。和希には近付くなと言ったはずだ、沖直純」


「そんなの聞く謂いわれはないけどね」


　低く抑おさえた声こわ音ねは怒いかりを滲にじませていて、直純はその手を解けないままに、だけど薄うすい笑えみを浮かべて返した。


　それを受けて城戸の手にぐっと力が籠こもったけど、今度は俺が押さえるまでもなくなんとか自分で堪えたみたいだ。


　そして睨んでいても埒らちがあかないと感じたのか、城戸は突つき放すように直純を摑んでいた手を離す。


「本当、毎回毎回タイミング悪いですよ、城戸さん」


　摑まれていた胸むな元もとをわざとらしく叩はたいて、いつもの調子で茶ちや化かすように直純が肩をすくめてみせる。


「ただのマネージャーのくせに、俺の邪じや魔まばっかりして。大体、和希が誰を好きになろうと城戸さんには関係ないでしょ？」


「君以外ならこんなに警けい戒かいはしません」


　やっといつもの冷静な城戸を取り戻してきたのか、油断のない足取りで俺の所へやってくると、俺に手を貸して立たせ背に庇かばった。


「あ、やだなー。なにを聞いたか知らないけど、俺はちゃんと和希のこと好きですよ？　可愛かわいいし、懐いてくれるし。和希も俺のこと好きでしょ？」


「和希。こんな男の言うことは聞く必要ありませんよ」


　後ろに庇った俺に言い聞かせるように話す城戸は、直純から目を離さない。


　なにかきっかけがあったらリミッターが外れて勢いで直純のことを殴ってしまいそうな雰ふん囲い気きに、俺はそっと城戸の服の裾すそを摑んだ。


　城戸がこんなに城戸らしくなく怒っているのは、俺のためなのか？


　まさかとは思うけど、他ほかに理由が見当たらない。


「ったく、俺にだってチャンスくれたっていいでしょう？」


「残念ですけど、そういうわけにはいきません。それに君は他にいくつもチャンスがあるじゃないですか」


　あくまで普ふ段だんの調子で喋しやべる直純に対し、城戸はひどく厳しい声音で話す。


　その含ふくみのある言い方に、直純は不愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。


「なにが言いたいんですかね、それは」


「君の相手は和希じゃなくてもいいんでしょうと言う話です」


　直純の険しい顔での問いに、城戸はただ事実を告げるように淡たん々たんと返す。目に見えるような怒りは鳴りを潜ひそめたけれど、その分言葉に鋭するどい刺とげが含まれている。


「知っているんですよ、あなたの素行は、ちゃんと。いつもこんな真似まねをしているんですか？　よくもまあ問題になりませんね」


「ちゃんとお付き合いはしてますから」


「全員と？」


「……和希とも、そうなってるはずだったんですけどね。城戸さんが邪魔しなきゃ」


　一見穏おだやかな二人の会話は、ひどくピリピリした雰囲気を纏まとっていて恐こわい。


「なあ、それって、どういうこと？」


「残念ながら彼の相手はあなただけじゃなかったと言うことです」


　摑んでいる裾を引いて城戸に問うと、ひどくあっさり答えられた。


　俺だけじゃない？　つまり、直純は本気で俺のことを好きだったわけじゃないってこと？


「直純……？」


「そんな目で見ないでよ、和希。君は違うよ。信じてもらえないかもしれないけど、和希のことは本気で好きだったんだ。そうじゃなきゃ、もっと上手うまくやってる」


　視線で問う俺に、直純はゆっくりと首を振ふって苦く笑ってみせる。俺を見返す目の中にふざける空気が消えていたのと、強く握にぎり締しめられた拳こぶしは噓うそをついているようには見えない。


　俺を好きだという気持ちも、遊んでいたということも、どちらも本当みたいだけど、俺にはもうよくわからない。


「ねえ、城戸さん。俺に和希をくれませんか？　俺、本当に和希のことが好きだし、幸せにしますよ。だから城戸さんは結けつ婚こんでもして後継ついでくださいよ？　和希の面めん倒どうは俺が見ますから」


「その件については丁てい重ちようにお断りさせていただきます。和希の面倒は、これからもずっと私が見ますから。誰の手も必要じゃありません。もちろんあなたの手もね」


　俺を背に庇ったまま慇いん懃ぎん無礼に断ってみせる城戸は、正直口ゲンカの相手にはしたくないタイプ。特にさっきの勢いが下手へたに抑おさえ込まれてしまったものだから、その口調にはより一層鋭さが加わっている。


　直純もそれを感じたのか、城戸にやっていた視線を俺に向けて口を開いた。


「じゃあさ、和希、君がちゃんと選んでよ。君のことを裏切った城戸さんか、君の傍そばにいられる俺か」


　俺を受け入れるように両手を広げた直純の言葉を受け、少しだけ考えてみる。


　城戸が裏切った。それはたぶん、自分が社長の息むす子こであることと、結婚のこと。


「……城戸は裏切ってない。ただ言わなかっただけだ」


　なんて言ったらいいのか、正しい答えはまだわからない。だから思ったままを口にした。確かに城戸の詳くわしい話はなにも聞いていない。だけどそれは裏切りとは違ちがうと思う。


「気持ちは嬉うれしいけど、直純とはいい友達でいたい。直純のことは好きだけど、一番の好きじゃないから」


　直純は好きだ。それは本当。今だってそう思える。だけどそれはたぶん直純が求めている気持ちじゃあない。


　そして俺の一番でもない。友達で、大事だから、今みたいなことがあっても嫌きらいになれないけど、俺が欲しいのは直純じゃないんだ。


「……やっぱり、城戸さんには勝てないのか」


　一歩踏ふみ出してしっかり目を見て言った俺の答えに、直純は大げさにため息を吐ついてみせた。そして芝しば居いがかった仕草で肩かたをすくめてから手を広げてみせる。


「わかった。わかりましたよ。お邪魔虫になるのはごめんですしね」


　くしゃりと髪かみの毛を乱した直純は、傍かたわらに置いてあった荷物を持ち出口へ向かった。


「おやすみ和希。また明日」


　そして俺らに、何事もなかったかのようにひらひらと笑顔で手を振ってみせるとそのまま稽けい古こ場ばを出ていった。


　切り替かえの早さは、染しみ付いた役者根こん性じようゆえのものなのだろうか。そんなことをついていけない頭で考えた。


「……大だい丈じよう夫ぶですか？」


　静まった稽古場の中に、二人きり。


　さっきまでの怒りの表情はどこかへ消え、心配そうに俺の肩に触ふれてくる城戸に、気づかないうちに詰つめていた息を吐はき出す。


「うん、なんとか」


　答えた声は思ったよりも掠かすれていて、情けなく笑う。


　さっきまでは会いたくなかったはずなのに、そんな思い全部吹ふっ飛んでしまった。


　色々言ってやりたいことや聞きたいことがあったはずなのに、それも全部消えて、ただただここに城戸が来てくれたことが嬉しくてしょうがない。


「間に合って良かった。次からは飛び出す時にどこへ行くか一言いってください」


「今度からそうする」


　肩に触れている城戸の体温に、安心してそんな軽口も叩けた。


　まだ少し空気がぎこちないのは、たぶんお互たがい言いたいことがあるからだ。


「とりあえず、帰りましょうか」


「うん」


　だけどそれを話すのは後でいい。


　一度深く息を吐いた城戸は、俺の背中を軽く叩いて出口へと促うながした。


　色々疲つかれたしもちろん異論はなかったから、俺は大人しく頷うなずいてそれに従う。





　城戸の車に行くまでの間、どちらからともなく握った手が妙みように熱かった。











　家に着いてソファーに座って、城戸がなにも言わずに淹いれてくれたコーヒーは変わらず俺好みの味で、ひどく安心した。


　そして、ほっとすると同時に改めて今まで自分の中に沈しずめていた疑問が浮うかんでくる。


　聞きたいことはたくさんあって、でもどれから聞いていいのか悩なやんで言葉にならない。


　なにから聞いたらいいんだろうか？


　同じようにコーヒーの入ったカップを持ち、俺の隣となりに座ってる城戸を見上げ、だけどなにを言ったらいいかわからずまたカップに視線を落とした。


　なにを聞いていいのか、どこまで聞いていいのか、俺がどこまで立ち入っていい話なのかわからないんだ。


「……あなたに父親の話をしなかったのは、あなたには言う必要のないことだったからです。しかし、こんなことになるのなら先に言っておくべきだったかもしれませんね。すみませんでした」


　そんな風に黙だまっていた俺の気持ちを察してか、城戸は小さくため息を吐いてから口を開いた。


　苦い顔で、それでも自分からその話をしてくれた城戸に、俺はやっと少し勇気が出て顔を上げる。


「じゃあ名前は？　社長と違うだろ？　芸名？」


「まさか。城戸は母方の姓せいですよ。父親の名前だったら見られ方も違うだろうし、自由に動けないでしょう？　私は私ですから。息子として扱あつかわれるのは迷めい惑わくです」


　確かに最初から社長の息子として事務所に入っていたら、俺のマネージャーなんかやってなかっただろう。


「それに、大堂の名前で私があなたについたら、あなたが公平な目で見られなくなるのが嫌いやだったんです。今回騒さわがれたみたいにね」


　それだけでなくて、特別扱いされるか逆に妬ねたみ嫉そねみの対象になるか、どちらにせよ一個人としては見てもらえないんじゃないかと思う。極きよく端たんかもしれないけど、この業界はそんなものだから。


　額に手を当て苦く笑う城戸に、今日のことを思い出して身を乗り出した。


「だから俺のマネージャー辞やめるのか？」


「和希……」


　いつの間にか代わって、それで終わりにするつもりだったんだろうか。


　城戸はそこまで言っていなかったけれど、そんな気がして聞いてみれば困ったように笑われた。やっぱりそのつもりだったんだろう。


「私がなんとも思っていなくても、周りはそうとは受け取ってくれません。私がマネージャーをしていることで、あなたに迷惑がかかるのは嫌ですから。せっかくずっとやりたかった大事な舞ぶ台たいを控ひかえているのに、私のことで煩わずらわせたくなかったんです。それに、一人うるさいのがいましてね」


　メガネを押し上げ微かすかに視線を逸そらす城戸の眉み間けんにしわが浮かんだ。


　うるさい人って、一体誰だれなんだろう？


「最近よく電話があったのを覚えていますか？」


　そう言えば、夜にかかってきた電話に出る時に、そんな顔をしていた気がする。


　そこまで考えて、関係ないの単語をイコールにしてあれとこれとが結びついた。城戸が嫌な顔する電話の相手。そして今までの会話から見える、迷惑がっている態度。


「もしかして、その人って……社長？」


「……最近急に経営の方に回れとうるさくて。そんなつもりはないといくら言っても聞く耳を持たないんですよ」


　はっきりとは頷かなかったけど、その答え方はきっと肯こう定ていの印だ。


　ああそうか。だから切るに切れなくてあんなに長く電話してたのか。しかもとても嫌そうに。


　そうやって納なつ得とくすると、また一つ疑問が出てくる。俺に関係ないと言う城戸のプライベートの話になるのかもしれないけど、それでもどうしても聞きたかった。


「じゃあ……結けつ婚こんの話、は？　さっき、見合いするって言ってただろ？」


「やっぱり聞いていたんですね」


「あ……」


　しまった。立ち聞きしていたのを知られてしまった。


「見合いの話を受けると言ったのは、きちんと会って断るためですよ」


　気まずく口元に手を当てる俺に、城戸は首を振ふってそんなことを言った。俺の勘かん違ちがいを正すように、優やさしく笑って。


「なんなら相手に断ってもらうためにわざわざ嫌きらわれる真似まねをしたって良かった」


「だって、そんなことしたらお前……」


「そこまでやれば、当分見合いの話なんて持ってこないでしょう？」


　微ほほ笑えんだまま首を傾かしげる城戸に、啞あ然ぜんとした。


　だってそれは、見合いを潰つぶすことになるんじゃないだろうか。


「え、でも、そんなことしたら大変なことになるんじゃないの？」


「いいんですよ。変に期待を持たせる方が悪いでしょう」


　俺はそう思うけど、城戸はなんでもないことのように簡単に言ってのける。


「だってお見合いなんでしょ？　わざわざ印象悪くしたら、社長の方にも迷惑がかかるんじゃないの？　そんなのダメだろ」


「いいんです。それぐらいしないとあの人はわからないんですから」


　そんなことで城戸が悪く思われるのは嫌だし、そんなことはしてほしくない。


　だけど城戸はなんとも思っていないようだし、俺も正直ほっとしてた。城戸が、断る気だったってことを聞いて。


「俺、自分の記事が載のった時もショックだったし、お前の記事見た時もショックだった。でも一番ショックだったのは、お前が傍そばにいなくなるかもって思った時。なんか、置いてかれた気がした。なんかすごく独りぼっちになった気がしたんだ。なにがあってもお前だけは傍にいるもんだと勘違いしてた」


　自分で話していてその時の気持ちが甦よみがえってしまい、せっかく落ち着いた気分がまた下がっていく。


　直純の言っていた「仕事上の関係」って言葉が急に思い出されて、胸の奥の方が痛くなった。理由はどうあれ城戸は俺の傍から離はなれようとしてたんだ。たとえ俺のためを思っての行動だとしても、一度は離れることを選んだって事実に急に息苦しくなった気がして、大きく息を吸う。


「本当、最近の俺すっごい最低。ずっと好きだった人は横から出てきた男に搔かっ攫さらわれるし、好きだったはずの相手から告白されてもなんか嬉うれしくなかったし、絶対傍にいると思ってた奴やつはあっさりと代わっちゃうし。その上ただ人の家に泊とまっただけで騒ぎ立てられる。俺ってそんなに遊んでるように見える？　だらしない？」


　城戸の服の袖そでを握にぎって問い掛かければ、ゆっくりと首を振って否定してくれる。だけど、それが原因で社長にマネージャーやめろって言われてたじゃないか。


「結局誰も本当の俺をちゃんと見てくれないんだよ。みんなが好きなのはアイドルの『高篠和希』で、それは俺の作られた姿」


　明るくて元気で可愛かわいくて時にかっこよくて。みんなが見て、望んでいるのは俺自身じゃない。


　直純が見ていたのも好きになったのも、きっと素すの俺じゃない。だって俺は本当の自分の姿を見せていないんだから。人前に出る時はいつも、そのままの俺じゃないんだから。


　俺じゃない俺を見て俺を好きになる人。それはたぶん本当の好きじゃない。


「だって、本当の俺を見て誰が好きになってくれる？　求められている姿じゃない俺なんて見せられない。そんなの誰にも好かれないし欲しがられないじゃないか。相手に合わせて、相手が望む姿を返して、そうしなきゃ誰も俺のことなんて好きになってくれないよ」


　それが仕事だと思っていた。だけどずっとそんなことをしていたら、いつの間にか本当の自分の出し方を忘れてしまった。


「本当の自分を誰かに見せて、それでもし嫌われたら？　そしたら俺どうしたらいいのかわかんない。否定されたくないんだ。嫌われたくないんだよ」


　自分を見せるのが恐こわい。『俺』という人間を作らなければ、誰にも見てもらえない気がするから、そのままのなにも飾かざらない自分なんて誰にも見せられない。


「アイドルの和希じゃなくて、ハルの弟じゃなくて、誰でもない俺としての高篠和希として好きになってほしいのに、どうしてうまくいかないんだろ？」


　こんなの、誰にも言うことじゃないかもしれない。今まで誰かに言う気なんてなかった。でも、どうしても城戸だけには聞いてほしい。


　ずっと解決出来ずに抱かかえ続けているこの気持ちを。


「……アイドルだろうが誰かの弟だろうが、丸ごとあなたはあなたでしょう？」


　そのすべてを黙だまって聞いていてくれた城戸は、一つ大きなため息を吐ついてから口を開いた。


　俺の肩かたを摑つかんで向きを変え、真正面から顔を見られるようにするとそのままで話を続ける。


「誰がなんと言おうが、私は高篠和希を見ています。誰でもないあなただから、私はこんなに惹ひかれてるんですよ。それもいけませんか？」


　真っ直すぐと俺の目を見たまま、城戸は真しん摯しに語りかけてくれる。メガネの奥の瞳ひとみに、噓うその欠片かけらは一つも見えない。


「いいんですよ。そんなに無む理り矢や理り大勢に自分をさらけ出さなくたって。嫌われるのは誰だって嫌です。だからって出会う人全員に好かれようと言うのは無む茶ちやな話ですよ。人それぞれ、好みがあるんですから。その全員に合わせるなんて無理でしょう？　いくら他ほかの人が美味おいしいと言っても、あなたや私がトマトを嫌いなようにね」


　張り詰つめた空気を緩ゆるめるように、城戸が穏おだやかな微笑を浮うかべてみせる。付け足されたその言葉と笑えみに、つられるようにほんの少しだけ口の端はしが持ち上がった。


「そういうものは、自然と出来る相手が見つかるんです。なにもしないでも、楽に自分を見せられる相手が」


　楽に自分を見せられる相手。


　俺にとってのその相手は……。


「……今さら言っても信じないかもしれませんが、私はちゃんと気づいていましたよ。言いたいことを飲み込んで、きちんと考えてから喋しやべることも、思わず反射的に言葉を返してしまった時が本心ではなく、それに対して後で悩なやんでいることも。だからと言って、わかってる、なんて言った所であなたは余計反発するだろうから言わずにいたんですが」


　城戸の目を見つめ返したままなにも言えずに硬こう直ちよくする俺に、また一つ息が吐はかれた。呆あきれたため息じゃない。自分の中の思いを吐き出すような、そんな仕草に見えた。


「昨日、どうして私がマネージャーになったのかと聞かれましたよね？」


　話を切り替かえるように首を傾げた城戸に言われて、その時のことを思い出す。


　バイトで入って、そのまま就職したとか言っていた。大層な理由ではないと言った城戸が、なんとなくまだなにかを隠かくしている気がして問とい詰めたことが、色々ありすぎて妙みように昔のようだ。


「あの時話したことは、噓ではないですが、全部でもないんです」


「それって、どういうこと？」


　疲つかれたようにこめかみを揉もんで、城戸が俺に初めて見せる表情をした。


　小さく頷うなずく俺を見て、城戸はもう一度軽く息を吐いて話し始めた。


「最初はね、暇ひまつぶしのアルバイトのつもりだったんです。芸能関係の仕事に興味はなかったし、父親と同じ道に進む気もなかった。だから母方の姓せいを名乗って、親子だとわからないようにしたんです。いつでも抜ぬけられて、煩わずらわしいことにならないようにね」


　ちょっとだけ俺を見て気まずそうに笑った顔は、なんだか年相応に見えた。城戸って俺と四つしか年が違わないんだよな。いつもは澄すまして慇いん懃ぎん無礼な態度を崩くずさないからすごく年上に思えるけど、こういう顔をすると妙に若く見える。


　そんな顔で話してくれるのは、今まで聞くことのなかった城戸自身の話だった。


「すぐに辞やめようと思ってた。派手な世界は好きじゃなかったし、自分には合わないと思っていたから」


　びっくりした。だって俺も当時、同じようなことを考えていたけど、こいつは違ちがうと思っていた。


　城戸がそんな風に思っていたなんて、全然知らなかった。


「でもそこであなたに出会った」


「……っ！」


　一いつ瞬しゆん、いやそれより長い時間息が止まった気がした。それほどにその言葉と笑顔は衝しよう撃げき的だったから。


「言ったでしょう？　影えい響きようを受けた人がいると。それがあなたですよ」


「……俺、が？　俺が城戸に影響を与あたえたの？」


　驚おどろいて、まばたきを繰くり返して聞く俺に、城戸はゆっくりと頷いた。


「最初、正直あなたに関かかわること一から十まで全部仕事だったんです。元からそんなはりきって仕事する気もなかったし、やる気があるのかどうかもわからない若い子の面めん倒どうを見なくちゃいけないなんて、うんざりしてた」


　予想外の言葉にびっくりして固まる俺の手を取り、城戸はひどく優やさしい声で懐なつかしそうに話をする。


　それは当たり前だけど初めて聞く話だ。だって今まで城戸は自分のことをあまり話さなかったし、俺も聞いたりしなかった。本当に仕事だけで付き合っていたから。


　最初、すごくビジネスライクに接する城戸に苦手意識を覚えていたけれど、城戸もそうだったんだ。


「だけど、ある日その考えが変わったんです。……初めて不破さんの舞ぶ台たいを見に行った次の日、私にそのことを興奮して話したのを覚えていますか？」


　問われて、俺は曖あい昧まいに頷いた。舞台を見た後に興奮してなにか話したかもしれない。だけど細かいことはよく覚えていない。


「あなたがあんなに人から強い感かん銘めいを受けて、その感動を素す直なおに表すような子だとは思っていなかったから驚いたんですよ。だってあなたはずっと自分の気持ちを隠していたでしょう？　誰だれにも本心を見せないで相手に話を合わせていたのは、調子がいいんじゃなくて、本当は一番に人の気持ちを考えて、それを思って話を合わせてるんだってことにそこで気づいたんです」


　城戸の言葉の一つ一つが響ひびくみたいに、胸がドキドキしてくる。


　だってそんな風に俺のことを見ててくれて、そして考えてくれていただなんて、全然気づいてなかった。


「その後舞台の仕事がしたいと言って、他の仕事も色々頑がん張ばるようになって。だから、出来るだけそういう仕事を増やして、いい役者の話を聞けるような場を作った。そして、そんなあなたを見ていたら、段々と仕事が楽しいものに思えるようになった」


　確かに一時期からドラマの仕事が増えた。


　俺はただ単純に喜んでいたけれど、城戸が俺のためを思って取ってきてくれた仕事だったんだ。そんなこと、全然知らなかった。


「私を変えたのはあなたの力です。そんな風に、変わるためのパワーを人に与えられるあなたの力になりたいと思ったんです。だから手伝いたかった。あなたが頑張るものすべてを」


　真っ直ぐ目を見て言われた言葉に、ドキドキしすぎて苦しくなり大きく息を吸った。


　城戸を変えたのが俺の力？　俺にも、誰かの心を動かすことが出来ていたなんて。


「春希さんのことも、正直最初から気づいてました。傍はたから見てれば弟としてしか見られていないのに、無む謀ぼうなアタックを繰り返していても報むくわれないんだし、いい加減やめたらどうかと何度忠告しようと思ったか」


　ほんのちょっと哀あわれむような困った笑顔は、別に嫌いやな感じじゃなかった。そうか。やっぱりわかってたんだ。俺がハルのことを好きだったのも、それが最初から実らない恋こいだったことも。


　きっと前なら誰になにを言われたって信じなかったし、諦あきらめなかった。だから結局結果は同じだったんだろう、悲しいことだけど。


「それでもあなたはなにに関しても一いつ所しよ懸けん命めいだったから、出来るだけサポートしようと思った。まあ、結果は案の定報われなかったですけどね」


「ホント、見事玉ぎよく砕さい。当たって砕くだけろの言葉そのまんまだよ」


　城戸の言葉を受けて、出来るだけ重くならないようにひらひら両手を振ふってみせた。


　当たって、砕けた。まさにその言葉通り。


　ずっと、それこそ物心ついた時から好きだったハルは、他の人を選んだ。それが結果だ。


　認めたくないほど辛つらい事実だったはずなのに、どうしてだろう。今はとても気持ちが楽だ。しょうがないことだったんだって今なら思える。それに、悪いことをしたとも反省出来る。


「私は、どんな姿でも高篠和希その人が好きですよ。一番近くで色々見てきた分、他の誰よりもね」


　それはたぶん、城戸がいてくれるから。


　俺のすべてを見て、その上で認めてくれていたから。


　だから俺も自分の思いと向き合わないといけない。


「……俺、ハルのことが好きだったはずなのに、気づけばお前のことばっかり考えてる。さっきも、お前の声聞いてほっとした。助けてくれて、すごく嬉うれしかった」


　ちょっと前まで、俺の生活すべてはハルのためにあった。


　だけど今は自分の気持ちで動いてる。そして俺の心が選んだのは、目の前の男。


　そう。いつの間にか、俺の頭の中は城戸でいっぱいになってたんだ。城戸のことで不安がって城戸のことで嬉しがって。俺の全部が城戸で埋うまってく。それは不思議ととても自然な感覚だった。まるでずっと俺の中にあった感情みたいに。


「自分の中で全部を終わらせないで、人と向き合うことの大事さをお前に教えてもらったんだ。もう終わったことをくよくよ悩んだりしないし、人のせいにして逃にげたりもしない。しっかり自分を持って生きるから、だから、俺の傍にずっといて。城戸と一いつ緒しよにいたい」


　決心を固めるように一度大きく息を吸い込んで、それからしっかり城戸の目を見て言い切った。


　その言葉を優しい笑顔で受け止める城戸に、もう一押し足りないかと悩なやんで結局ストレートな言葉に頼たよることにする。


　渇かわいた喉のどをコーヒーで湿しめらせて、もう一度深呼吸をした。生放送で歌う時だってこんなに緊きん張ちようしないのに、今は手まで汗あせばんでる。そう言えば、ドラマ以外でこんな風にちゃんと人に告白したことなんてなかった。


　それでも、しっかり言わなくちゃ。


「俺たぶん、お前のこと、城戸のこと好き、なんだ」


「……まさか」


　城戸が驚くのも無理はない。


　俺だって、少し前まで確信が持てなかったんだ。でも、今はわかる。俺は城戸のことが好きなんだ。


　だから、驚いて俺を見つめている城戸に向かって、ゆっくりと首を振った。


「本当だよ。俺……、俺のことをちゃんと見ててくれたのは、ハルじゃなくて、お前だってことに気づいたから」


　今まで俺のことをずっと傍で見守っていてくれたのは城戸だった。やっと気づいたそのことをしっかり口にしたら、胸がドキドキしすぎて痛くなった。


　ああ、どうしよう。泣いてしまいそうだ。


「俺は、城戸のことが好き、です」


「私は昔からずっと和希のことが好きですよ」


　今度こそ言い切ったその告白に、柔やわらかに微ほほ笑えんだ城戸はそれ以上の告白をくれて、たまらず抱だきついた。


　それから初めて俺からキスをした。ぶつかるみたいな勢いだけのそれは、だけど妙みように照れ臭くさい。ただのキス、しかも初めてじゃないのに、なんでこんなに照れなきゃいけないんだろう。


「……こっちに、来てくれますか」


　そっと顔を離はなした後、城戸が俺の手を取って自分の部屋に導いた。


　今までにない力強さで引かれる手の熱さに、ドキドキしすぎて倒たおれてしまいそう。


　連れて行かれた城戸の部屋の家具は全部シンプル。本ほん棚だなには勉強用なのか色んな種類の本が並べられていて、テーブルの上にいくつか重ねられているＤＶＤやビデオなんかはパッケージがないから仕事に必要なものなんだろう。


　簡素ではあるけど素そっ気なくはない、城戸らしい部屋になんだか少し緊張が解ほぐれた。


　それからまたキスを繰り返しながら二人してベッドに倒れ込む。


　ふわりと受け止めてくれたベッドの柔らかさがまた城戸っぽくて、そう思ったら顔が熱くなった。


「和希が嫌ならやめます。どうしますか？」


「……本当に嫌な時は、お前なら、わかるだろ」


　そんな俺とは対照的に、焦あせりなんか一いつ切さいない余よ裕ゆうの顔で俺の様子を窺うかがってくる城戸。それから視線を逸そらしてぼそぼそと返した。


　ここまで来ておいて逃げない時点でそれは聞いてほしくない。


　だからよく出来るマネージャーの力に頼ろうと思ったのに。


「ええ、もちろん。だから聞きたいんです」


「……意地悪」


「意地悪じゃありませんよ。自分の気持ちに正直になって、聞きたいと思ったから聞くんです」


「じゃあ、わがまま」


「ええ、それで結構。あなたのいつものわがままに比べたら可愛かわいいものでしょう？」


「うー……」


　その一歩上を行っていた意地悪でわがままな男は笑顔で俺から望みの言葉を引き出そうとして、俺はそれに文句を言って。


　そうだよな。こいつってこういう奴やつだった。よく知ってましたよ。


　そうは言っても素直に言葉で言うのはなんだか負けた気がして嫌だったから、答えの代わりに目の前のメガネを奪うばい取ってテーブルへと放ほうり投げてやる。当然それで意味は通じたらしく、城戸は笑んだ唇くちびるを俺に押し付けてきた。


「ん、ふ……っ」


　唇の隙すき間まから入り込んできた城戸の舌にゆっくりと舌を搦からめ捕とられて丁てい寧ねいに吸い上げられる。やけに人ひと柄がらの出るキスだなぁなんてぼんやり考えながら思わず目を開いてしまったら、想像以上の至近距きよ離りに城戸の瞳ひとみが見えて、音がするくらい思い切り目をつぶった。


　その間に、城戸が俺の喉に唇で触ふれてくる。先へ進むための誘さそう口付けというよりかは、俺がくすぐったがるのを楽しんでるみたい。


　そんなことをしながら、城戸は器用に俺の服を脱ぬがし始めた。仕事でも俺の着き替がえを手伝ってるせいか、妙に鮮あざやかな手て際ぎわだ。そんな風にあっさりと俺を裸はだかにさせると、自分もさっさと服を脱ぎ捨てた。もうちょっとためらってくれたら、俺も強気でいけるのに。


「……へぇ」


　それにしても、城戸の体をこんな風にじっくり見るのは初めて。細いのに意外と筋肉もつくとこついて引き締しまった体してるんだな、こいつって。


「あんまり見ないでくださいよ。あなたと違ちがって見せるようには出来てないんですから」


　思わず洩もらした感かん嘆たんのため息に、城戸が眉まゆをひそめる。


　いくら潔いさぎよく脱いだとしても、見られるのはあんまりいい気分じゃなかったらしく怒おこられた。でもその言い方、なんか語ご弊へいがある。


「俺だって別に見せるための体じゃないし。特別作ってるわけじゃないもん。普ふ通つうだよ」


「いえ、あなたは綺き麗れいですよ」


　もちろん知ってるだろうけど、と続けようとした言葉を遮さえぎって、城戸は予想外のことをなんでもない顔で言い放った。


　……どうしてこいつはそういうことをさらりと言うんだろう。少しは照れてよ。じゃないと俺が倍恥はずかしいじゃないか。


　それに、改めて気づいてしまうと、明るい部屋の中でこういうことしてるって言うのが恥ずかしくてたまらない。


　耳に触れた城戸の唇が首筋、鎖さ骨こつ、胸と段々と降りていくのを感じながら、浮うかんでくる羞しゆう恥ち心しんを誤ご魔ま化かすように口を開いた。


「そう言えばさ、俺初めてだったんだからな」


　主語はなかったけど、この流れならわかるはず。


　案の定、少しの沈ちん黙もくの後その言葉の意味を理解したらしい城戸は、ゆっくりと頭を上げ俺の顔を見つめた。


「……噓うそでしょう？」


　信じられないと、その口調も表情も如によ実じつに言っているのが少し腹立つんだけど、女の子の手管じゃないんだから今そんな噓ついても仕方ないでしょ。もちろん俺がそんな噓をつく意味がないってことをわかってる城戸だけど、よっぽど信じられないのか真しん偽ぎを見み極きわめるように俺を見つめている。


「本当。あの時の城戸が、本気の初めて」


　だからもう一つ言葉を重ねてやったら、やっと信じたのか、それとも認めたくないことをやっと認めたのか、とにかく城戸が見開いていた目を閉じて大きく息を吐はいた。


「……最初に確かく認にんを取るべきでした」


「ま、聞かれたところで俺、見み栄えっ張りだから言わなかったろうけど」


　ひどく後こう悔かいしたようなため息混じりの声に、出来るだけなんでもない調子の明るい声を被かぶせる。


　……別に城戸を庇かばったわけじゃない。本当のことだ。


　ていうか、ちょっと驚おどろかせてからかってやろうと思っただけなのに、ここまで落ち込むと思わなかった。なんだか、俺が考えている以上に思われてるみたいで、ほんのちょっとだけ嬉うれしい。


　思わず口の端はしが上がりそうになって、それを嚙かみ殺しながら顎あごを上げて城戸を見返した。そしたら肩かたの力を抜ぬいた城戸が、小さく微笑む。


「……きっちり責任を取らなくては。そういうのは得意ですから」


　優ゆう秀しゆうな城戸さんですから、もちろんそうじゃなくちゃ困りますけど。


　ありがたいんだかありがたくないんだか、それで調子を取り戻もどしたらしい城戸は、俺の膝ひざの内側にキスを落としながら足を開かせた。


「たっぷり可愛いがります」


　……今、なんて？


　突とつ然ぜん城戸の雰囲気が変わったような気がして、それについて問い掛かけようとした時、城戸が少し頭の位置を下げて、うつ伏ぶせになるようにして俺の胸の先に触れてきた。


「ぅあっ」


「反応がいいですね」


　唐とう突とつなその行動に、思わず体が跳はねてしまう。そうしたら案の定城戸に機き嫌げん良さそうに笑われた。


　まんまと反応してしまったことが少し悔くやしい。だけど、そんな考えもすぐに散り散りになった。なにより、城戸が城戸らしくないことに戸と惑まどいを覚える。


「ぁ、あっ」


　舌先で転がすようにしてから、今度は濡ぬれたそこを指で摘つまんだ。俺の反応を見ながら指の動きを変えるから、俺はその慣れることない感覚に翻ほん弄ろうされる。


「く、ぅん……っ」


　どうしてそんな所で感じてしまうのか、城戸の指が動くたびに甘い声を洩らす自分がたまらなく恥ずかしい。


　痛みを感じるくらいまで摘まれて、かと思えば舌で優やさしく舐なめられて、逆側は親指で潰つぶされて、与あたえられる感覚は絶え間ない。


　ちらりと見た城戸はひどく楽しそうで、その様子にまた体が熱くなった。


「ゃっ」


「いや？　悦よろこんでいるのは和希なのに？」


「違ちがっ……！」


　なんだか上手うまく対応出来ない。いつもと雰囲気の違う城戸は、確かに城戸のはずなのにまるで別人みたいで、どうしたらいいのかわからなくなる。


　なんだか俺、やばいスイッチを押してしまったみたいだ。


「だって、ほら。こっちは素す直なおに快感を示しているのに」


　強気に笑うその顔にどうしても慣れず、俺が戸惑っている間に、城戸は片手で俺自身を握にぎって緩ゆるやかに動かし始める。


「あっ！」


　このタイミングで俺自身に構われるとは思っていなかったから、完全に油断をしてた。


　ぴくんと跳ねてしまった腰こしを見られてしまい、笑われる前に立てた膝を軽く当てて抗こう議ぎする。


「ん……ぁ、んっ」


「声、蕩とろけてますよ？　それに、こっちも」


「い、言わなくていいからっ」


　意識して不機嫌そうに響ひびかせようとした声も失敗に終わり、素直な体は城戸の手の中でわかりやすく形を変える。それが自分でもわかってるのに、城戸はわざわざ楽しそうにその様子を告げてくるから聞きたくなくて耳を塞ふさいだ。


　ううう、城戸の奴やつ、すっごい楽しそうに笑ってるし。


　その顔を見るのも嫌いやだし声を聞くのも嫌だし、でも一番嫌なのは自分の声。塞ぐ優先順位としては、やっぱりそっちの方が上かもしれない。


「ん、んっ、ぅ」


「和希。そんなに嚙んだら跡あとがつくでしょう？」


「ぁ、けど……そんな風に、されたら……っ」


　手が動かされるたび変な声を上げてしまうのが嫌で、耳を塞ぐ手を口元に持っていき指を嚙んで堪こらえていたら、城戸に止められた。咥くわえていた手を口から外し、やんわりとベッドに押さえつけるのとは反対の手で俺のことをいじめ続けるから性質たちが悪い。


「大だい丈じよう夫ぶ、誰だれにも聞こえませんよ」


「ゃっ、だ、だって城戸が聞いてるじゃん……っ！」


　だから恥ずかしいに決まってる、と思わず怒ど鳴なってしまってから、城戸の手が驚きに止まったのを感じて後悔した。


　ああもう、なんでこう次々と意地悪されるネタを喋しやべっちゃうんだろう、俺。


「……そりゃあもちろん、聞いてますよ。しっかりとね」


「だから……」


「嫌？　和希の声ならなんでも聞きたいんですが？」


「ぁっ！」


　そしてまんまと笑え顔がおになった城戸に囁ささやかれて、そのまま耳に食いつかれる。そのなんとも言えない感覚に、自分でも聞いたことないような甘ったるい声が洩もれて顔が熱くなった。


「はあ……あ、ちょっ、やば」


　色んな所に触ふれていく唇くちびるとは別に、城戸の手は的確に俺を追い詰つめていく。まるで俺のいい所を知っているかのような指先の動きに、声が抑おさえられない。


　静かな部屋の中には俺のバカみたいに甘い声と恥ずかしいぐらいに滑ぬめった音しか聞こえなくて、抑えようとすればするほど息が荒あらくなってしまう。


「んぁっ？　な、なにしてんの？」


　そっちに気を取られていたら、城戸の手が奥へと滑ってくすぐったいような痺しびれが背中を駆かけ抜けた。思わず頭を少しだけ起こして聞いてみるも、城戸はなにも答えず大丈夫とでも言うように笑ってみせる。


　その次の瞬しゆん間かん、自分が今いかに頭が働いてないかと言うことを感じた。


　そこにあったのは俺のせいで濡れた指で、ゆっくりと中に入ってきたそれが探さぐるように動かされて城戸のやりたかったことを悟さとる。


「ああ、ゃ、それ、ダメっ」


　奥へと差し込まれた指が中を刺し激げきしながら用意を調ととのえていく。そのなんとも言えない感覚から逃にげるように膝を閉じようとしたけど許してもらえなかった。代わりに増やされた指が俺を中から責め立てる。


「あっ、だ、だめだって」


「気持ちいいから？」


「違っ、変、だから」


　さっきとはまた違ちがう粘ねん着ちやく質しつな水音が体の中から響き、シーツを握って身を捩よじる。


　いっそ流されてしまいたい。こんな風に一つ一つ確認してたら、恥はずかしすぎておかしくなりそうだ。


　それでも城戸は丁てい寧ねいに丁寧に準備を進め、俺は過か剰じように火ほ照てっていく体を騙だまし騙し治めながら、達してしまいそうになる快感をやり過ごす。


　そしてそれもだいぶ限界に近付いてきた頃ころ、やっと城戸が指を抜ぬいて体勢を整えた。


「一つ、改めて言っておきますが」


　そこで、妙みように真しん剣けんな声で言う城戸に思わず注目してしまう。


「あなたが思っている以上に私は和希のことが好きですよ」


　そうしたら、かっこいい笑顔を見せられて、ついでに余計な殺し文句まで与えられた。


　こんな時に言うなんて、卑ひ怯きよう過ぎる。


　一気に耳まで熱くなって、それを誤ご魔ま化かすために俺が口を開くより早く、濡れた唇に文句を封ふうじられる。


「出来るだけ口で息をして」


「ん」


　そして俺の足を抱かかえ上げた城戸は、忠告するように囁いてからそっと腰を進めた。


　さっき散々指で慣らされた所に、指とは比べ物にならない質量の熱が侵しん入にゆうしてくる。


「ん、いたっ、痛い、かも」


「少し、我が慢まんしてください」


　狭せまい所に押し込まれる感かん触しよくはなんとも言えず、言われた通り口で息をしながら痛みを逃にがす。ほろ酔よいだったこの前と違ってちゃんと意識しているせいか、すごくきつい気がする。それでもすぐ目の前にある城戸の、いつもは見せないちょっと険しい顔を見上げていたら、少し痛みが和やわらいだ気がした。


「いっ！」


　なんてことを思った次の瞬間、奥へと突つき立てられた強い衝しよう撃げきに驚おどろいて、城戸の背中に爪つめを立ててしまった。変に油断していたせいで、ショックが強かったんだ。


　がり、と言う感触が爪に残るほど引っ搔かいてしまって、城戸が一いつ瞬しゆんだけ痛みに顔をしかめる。


　それでも痛いとは一言も言わずに、俺が楽になるように体勢を変えてから動きを止めてくれた。


「大丈夫ですか？」


「だ、だいじょぶ、たぶん」


　下を向いているせいで落ちてくる前まえ髪がみを搔き上げ、俺の顔を覗のぞき込んでくる城戸に妙に照れて声が上うわ擦ずった。だってなんか今すごく男って匂においがしたんだ。


　実際の香かおりじゃなくて、雰ふん囲い気き。


　アイドルの高篠和希のマネージャーじゃない、城戸亨って男の雰囲気が。


　どうしよう。どうして俺こんなタイミングでドキッとしたんだろう。


　自分の鼓こ動どうが高鳴っているのを自覚してしまったら余計に心臓がうるさくなって、どうしようもなくなって目を逸そらしたらくすくすと笑われた。


「ドキドキしてるけど、そんなに恥ずかしいですか？」


　そうか。体の中で繫つながってるから、俺がドキドキしてるのも直接伝わるのか。そんなことに気づいたらより一層恥ずかしくなって。


「は、恥ずかしいよ、そりゃ」


　俺があんまりにも上擦った声を出したからか、城戸はまた笑って、そのくすくすが体の中を細かく刺激した。


「ずっと和希とこうしたかったんです。……動いて、いいですか？」


「……ん」


「拗すねないでくださいよ。和希、こっち向いて」


「ぁ、あっ」


　恥ずかしいことを言われた後の問い掛かけに視線を逸らして答えれば、伸のび上がってきた城戸に囁かれ、耳元と体の奥の刺激に悲鳴を上げる。


　それで力が抜けた俺を自分の体に縋すがらせて、城戸が試ためすようにゆっくりと動き出した。


「は、ぁ……」


　思わず洩れた吐と息いきに、城戸が顔を上げて見てきたから観念して気持ちに正直に口を動かす。


「城戸、熱いよ……っ、すごく熱い……」


「和希の中も、とても」


　城戸が動くのと一いつ緒しよに生まれる体が溶とけそうなほどの熱に、頭まで茹ゆだってきたみたい。


　城戸の体に縋ったまま揺ゆさぶられ、もう誤魔化せない喘あえぎがたくさん洩れた。


「あっ、ちょっ……それ……」


「こうすると、和希がすごく締しめ付けてくるから」


　そんな中、急速に快感が高まっていったのは城戸と俺のお腹なかの間で擦すれている俺自身。ただでさえギリギリまで扱しごかれたせいで限界が近い状態なのに、城戸が動くのと一緒に無む茶ちや苦く茶ちやに擦られるのが良過ぎるせいで目の前が白い。


　だから気づいてやめてほしかったのに、あっさりわざとだと認められたら返す言葉もない。


　意地悪な笑顔を見れば確信犯だってのは紛まぎれもない事実。


「あ、城戸……っ！」


　その上まだ刺激を与あたえるつもりなのかお腹の間に伸ばされた手に気づいて、咄とつ嗟さに叫さけぶ。


　確実に聞こえているだろうし、俺が焦あせっているのもわかっていて、城戸はわざとゆっくりそれに触れた。


　だけどそれ以上刺激は与えず、代わりに与えられたのは奥への刺激。


「ゃっ、ああ……っ、あ！」


　具合を見るように緩ゆるやかだったその動きも、俺が痛みを訴うつたえないと徐じよ々じよにペースが上がってきて、堪こらえるまでもなく声が洩れてしまう。


「んっ、やだ、ちょっと待て城戸っ、もうちょっと手加減とか……っ！」


　急激に高まっていく体の温度に、もうちょっとゆっくりと頼たのんでみても、都合のいい耳は聞く気がないようだ。


　軋きしむベッドの音とぶつかる肌はだの音が体に響ひびいて快感を増長する。


　いつの間にか痛みなんかどっかへ行ってしまった。後はもう城戸から与えられる気持ち良さしか頭に残らなくて。


「あっ、ふあ……！」


　繫がる所から生まれる熱と、二人の体の間で増していく快感。それと普ふ通つうじゃ見ることの出来ない息を荒あららげる城戸の姿に、脳内はパンク寸前。


「城戸……っ、俺、げんかい……っ」


　すでに呂ろ律れつの回らなくなってる口でそれを訴えたら、城戸は了りよう解かいしたとばかりに俺自身に触ふれた。


「いいですよ、楽になって」


「ああぁっ、イく……！」


　散々擦られて焦じらされた所だから元からやばいのに、熱い手に触れられただけでそれはもう充じゆう分ぶんな刺激。


　肩かたを摑つかむ手に自然と力が籠こもり、仰のけ反った背中に手を入れて支えてくれた城戸はその指先で最後の一押しをくれた。


　少し力を込めてギリギリの先せん端たんを引っ搔かれ、俺は息を詰つめて襲おそい掛かってくる快楽に降参した。


「……はあ、はあ、城戸、は……？」


　自分の中にまだしっかりとした城戸の存在を感じて、潤うるんだ目でその顔を見上げて問い掛ける。確かめるように手を伸ばしてその頰ほおに触れた瞬しゆん間かん、どくんと体の中の熱が脈打ったのを感じた。


「……まだまだ」


「ふあ！」


　低い呟つぶやきとともに放ったばかりでまだ力の入らない体を奥から刺し激げきされ、意識する前に声が上がる。


「いい声ですね」


「やだ、ちょっ、待って城戸……ぁっ、んん」


　またなにかのスイッチが入ってしまったのだろうか。


　さっき見つけられたのか、俺が感じる所を的確に刺激してくる城戸は、俺の言葉を聞いていない。むしろ聞く余よ裕ゆうがないようだ。


　こんなこと、珍めずらしい。俺が言っていることをかわすのではなく、聞けない余裕のなさが城戸らしくない。


「和希、イイですか？」


「はあ、……あっ、ん、うん」


「良かった」


　自分でも驚くほど素す直なおに洩もれた返事は、ほとんど無意識に発せられたもの。


　もう誤ご魔ま化かしてもしょうがない。痛みが消えた体は、城戸から与えられる快感でいっぱいだ。


「城戸、は？」


「……わからないですか？」


「わ…わからない…」


「和希のわがまま」


　軽く噴ふき出すように笑われて、それで誤魔化されないように緩く首を振ふった。


　城戸のことは体の奥で感じてる。その熱さが噓うそじゃないのはわかるけど、きちんと城戸の言葉で聞きたいんだ。


「そ…そんな…」


「いいですよ。最高です」


　こんなに即そく答とうされたら、誰だれだってまいってしまうに決まってる。


　力の入らない手で縋る俺に、思わずくらりときてしまう男前の笑えみで答えると、城戸は再び快感の波を起こすように動き出した。


「あ、ああっ、城戸っ、そんな、したら……っあ！」


　普ふ段だん、腹が立つほど冷静な城戸の姿からは考えられない暴走具合に翻ほん弄ろうされてしまう。


　けれど、それと同時に少し嬉うれしかった。


　城戸も、こんな風に余裕がなくなったり抑おさえが利きかなくなることがあるんだ。しかも、それが俺に関かかわることが原因だなんて、誰かに自じ慢まんしてやりたい気分だ。


　……今はとてもそれどころではないけれど。


「はあ、アツ……、熱くて、溶けそ……っ」


　激しくなる一歩手前の強さで揺さぶられて、そこから生まれる熱さに溶けてしまいそう。


　でも、城戸と一緒なら、それもまた幸せかもしれない。


「あっ、あ、城戸、もう……っ」


「このまま……」


　一緒に高めた熱を一緒に達するなんて、少し前の俺たちなら考えられなかったけど、今はこんなにも自然だ。


　求めて、求められて、それでもなお自然でいられる相手。無理をしないでも、楽に自分が見せられる相手。


　それって、やっぱり……？


「ぁああ！」


「……っ」


　そんなことを考えていた瞬間、体の奥に強い刺激を受けて、思わず城戸の体に傷を残してしまったのは、名めい誉よの負傷ってことで許してもらおう。




　─エピローグ─







「和希、起きなさい」


「んー、もうちょっとー……」


　浅い眠ねむりの中で、だるい体を揺り動うごかされて声をかけられたのはわかった。だけどまだまだ眠くて起きたくなかったから、その気持ちに正直に従って、俺を起こそうとする手から逃のがれるように寝ね返がえりを打つ。


　どうせ少し早めに起こしに来ているのだろうし、まどろみから二度寝に入る楽しみは誰にも奪うばわせやしないともう一度眠ろうとしたのに。


「……今すぐ起きないと、人には言えないようなすごいことしますよ」


「っ！」


　低い声での恐おそろし過ぎる脅おどし文句を耳に直じかに吹き込まれたら、大人しく寝てられるわけがない。頭より先に体が反応して跳とび起きた。


　ベッドの上、出来るだけ距きよ離りを取って見上げたその声の主は、してやったりの笑顔を浮うかべて俺を見ていた。いや、こいつにしたらそれは普通の顔なのかもしれないけれど。


「お、お前、なんて言う脅きよう迫はくじみた起こし方を……！」


「失礼な」


　当然のことながら朝からひどい起こし方をされた俺は渇かわいた喉のどから声を絞しぼり出して抗こう議ぎするけど、城戸は逆に憤ふん然ぜんとしたように鼻を鳴らした。


「脅迫じみた、じゃありません。脅迫です」


　そして続けてにっこりきっぱりと宣言されたそれに、絶句する。


　こいつ、笑顔で言い切ったな……。


　さすがに朝からは厳しい笑顔の脅おどしに、俺が言葉を失ったままでいると、腰こしに手を当てて俺を見下ろしていた城戸がメガネを光らせその奥の目を細めた。


「ほら、さっさと起きないと……」


「起きる！　起きます！」


　その様子がやたら不ふ穏おんで、伸のびてきた手をくぐり抜ぬけ城戸がいるのとは反対側に飛び降りた。


　これ以上恐こわいことを囁ささやかれてたまるか。


「そんなに慌あわてなくても。まったく、冗じよう談だんが通じない人ですね」


「冗談は冗談らしく言え」


　そんな風にして慌てて離はなれる俺を見て、城戸は笑って肩かたをすくめた。まったく、冗談も本気も表情に変わりがないから嫌いやになる。


「それに、人には言えないようなすごい傷を残してくれたのはあなたでしょう？」


「……その件については、反省するに吝やぶさかでないですけど」


　だけど俺的ウィークポイントに触ふれられると立場逆転。


　さすがに昨日俺が残してしまっただろう傷については俺が悪いと思う。しかも力いっぱい引っ搔かいたからかなり痛かったはず。


　それでも文句を言わなかった城戸を思い出し、気まずくなって目を逸そらす。悪かったと思って反省するのと、本人を目の前にして謝るのとではまた別の話だ。


　なにか違ちがう話題はないものかと考えていたら、ふとずっと気になっていたことが浮かんできた。


「あ、そう言えばさ、『チルチル』ってなんのことか知ってる？」


「チルチル？」


　それはだいぶ前にハルに言われた謎なぞの言葉。どこかで聞いた覚えがあるけどなんだったのか思い出せなくて、ずっと聞こうと思っていたんだ。結局ハルは教えてくれなかったし、城戸なら知っていそうだし、話題を逸らすにはちょうどいい。


「確か、『青い鳥』の主人公の名前でしたかね？」


「青い鳥……？」


　青い鳥のチルチルとミチル。ああ、確かにそんな名前聞いたことがある。


「それがなんですか？」


「ハルが言ってたんだ。俺のこと、チルチルかミチルみたいだって。それってどういうことかなって」


　なんで急にそんなことを聞くのかわからないとばかりに首を傾かしげてる城戸にそう説明したら、ひどく納なつ得とくしたように笑われた。


「春希さんらしい喩たとえ方ですね」


　その意味がよくわからず、今度は俺が首を捻ひねる番。


　ハルらしい喩え？　俺を青い鳥の主人公に喩えたことが？


　よくわかんないけど、ハルらしいって言うんだからなんだか可愛かわいい喩えなんだろう。


「んで、青い鳥ってどういう話だっけ」


「後で絵本を買ってあげますよ。可愛い和希くんのために」


「なっ、いらないよそんなのっ！　今教えてくれればいいじゃん意地悪！」


　聞いたはいいけど、元から曖あい昧まいな話の内容が全然思い出せなくて、同じノリで聞いたのに今度は答えてくれなかった。楽しそうにくすくす笑う城戸の子供扱あつかいに腹が立つ。


　なんだよみんなして意地悪してさ。話の内容くらい、教えてくれたっていいのに。


「ま、青い鳥は家にいたっていう話。この場合身近に、ってことかな」


「なにそれ」


　さっぱり意味がわからない。


　俺の身近にいるのって、城戸、だよな。じゃあ青い鳥が城戸？


　……やっぱりよくわからない。


　なんでハルは俺をチルチルに喩えたんだろう？　そして、どうしてあの時その話をしたんだろう？


「うー、気になるよー」


「あんまり悩なやむと、体に悪いですよ？」


「じゃあ教えろよ！」


「悩んでる和希も可愛いので、それは別の話です」


　心配はするのに、答えはくれない。


　やけに機き嫌げん良さそうに笑う城戸にふてくされる。本当にこいつは意地が悪い。


「ああ、そうだ。和希」


　そうやって口を尖とがらせる俺をわかっているのかいないのか、城戸は変わらぬ笑え顔がおのまま手招きをしてみせた。


　なんだよと口を尖らせながらもとりあえず近付いてみれば、その場に座るように促うながされる。


　そして寝ね癖ぐせがついてたんだろう髪かみを軽く直されて、そのままその指で前髪を搔き分わけ出来たスペースに触れるだけのキスを落とされた。


「おはようございます」


　そしてにっこりこれだ。


　このタイミングでこんなことを言うなんて、本当にこいつって、厄やつ介かい。


「……おはよう」


　じんわり赤くなる頰ほおを意識しないようにして、俺はわざとぶっきらぼうな口調で返す。それでもきっとこいつには敵かなわないんだろう。なにもかもお見通しだなんて気に入らない。


　本当に、俺はなんでこんなに可愛くないただただ意地悪な奴やつを好きになってしまったんだろう。まったく謎だ。謎過ぎる。


「和希」


「はいはい、今行きます！　行けばいいんでしょ！　今日も一日はりきってお仕事頑がん張ばりましょー！」


　半分ヤケ気味に叫さけぶ俺に、やっぱり笑顔で頷うなずく城戸。


　ふんだ。そうやって大人ぶれるのは今のうちだけなんだ。お前の余よ裕ゆうを壊こわせるのは俺だけだってちゃんとわかってるんだから、いつか俺には敵わないって言わせてやる。


　……まあ、本当にいつかの話だけど。











　失しつ恋れんの傷を癒いやすには次の恋こい。


　それが当たってるかどうかと聞かれたら、……今んとこ大正解？




我わが儘ままなオレ様さま





相さが楽らゆづる
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